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序

　八ツ場ダムは、首都圏の利水および治水を目的に計画され、現在は吾妻

郡長野原町ならびに同東吾妻町を中心に工事が進められています。八ツ場

ダムの建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査は、平成６年度から開始され、

本年度で14年目を迎えました。

　今回報告します山根Ⅲ遺跡・上原Ⅳ遺跡・幸神遺跡は、吾妻川を挟んだ

両岸に点在しています。小規模な調査ではありますが、縄文時代中期から

後期・晩期、弥生時代前期まで充実した成果がありました。なかでも、山

根Ⅲ遺跡は横壁地区の縄文時代中期から後期にわたる大集落横壁中村遺跡

に近く、幸神遺跡も同時期の大集落長野原一本松遺跡に隣接しています。

こうした大集落の周辺に展開する小規模な集落の存在も、対比資料として

重要なものです。また、上原Ⅳ遺跡の弥生時代前期のまとまった資料も、

出土資料の少ない時期の遺物として、注目されるものと思われます。

　今回の報告書刊行に至るまでには、国土交通省八ツ場ダム工事事務所、群

馬県教育委員会、長野原町教育委員会、ならびに地元関係者の皆様に多大

なるご尽力を賜りました。ここに心から感謝申し上げるとともに、本書が

基本的な歴史資料として広く活用されることを願い、序といたします。

　平成20年　３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　財団法人　群馬県埋蔵文化財調査事業団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　　高　橋　勇　夫





例　　言

１．本書は、八ツ場ダム建設工事に伴う山根Ⅲ遺跡⑵、上原Ⅳ遺跡、幸神遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告
書である。山根Ⅲ遺跡は、『八ッ場ダム発掘調査集成⑴』2002において24区の一部が報告済であるため、
本報告が遺跡通番で第２集となる。なお、幸神遺跡の遺跡名称は、平成９年度まで長野原幸神遺跡であっ
たが、その後の変更により、本報告が正式名称となる。

２．遺跡所在地
山根Ⅲ遺跡　　吾妻郡長野原町大字山根425−2
上原Ⅳ遺跡　　吾妻郡長野原町大字林1110、1111、1112−1、1113−1、1136、1205
幸神遺跡　　　吾妻郡長野原町大字長野原1139、1140−2、1141、1143−1、1144、1150、1151、1152、 
　　　　　　　1146−2

３．事業主体　　　国土交通省
４．調査主体　　　財団法人　群馬県埋蔵文化財調査事業団
５．調査期間及び担当者
　⑴発掘調査

山根Ⅲ遺跡　　平成13年（2001）８月27日〜同年９月25日　　藤巻幸男　諸田康成
　　　　　　　平成18年（2006）４月17日〜同年５月23日　　飯森康広　田村邦宏
上原Ⅳ遺跡　　平成15年（2003）８月１日〜同年９月15日　　原　信行　飯森康広
幸神遺跡　　　平成８年（1996）４月１日〜同９年３月31日　綿貫邦男　山口逸弘　榛澤健二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金井　武　関　俊明　諸田康成
　　　　　　　平成９年（1997）７月１日〜同年12月19日　　山口逸弘　関　俊明　諸田康成　石田　真

　　　　　　　　　平成14年（2002）12月18日〜同年12月20日　　麻生敏隆　原　信行　飯森康広
　　　　　　　　　平成17年（2005）11月24日〜同年12月９日　　麻生敏隆　友廣哲也　森田真一

⑵整　理
３遺跡共通　　整理期間　　平成19年（2004）１月10日〜同年３月31日
　　　　　　　　　　　　　土器の接合・復元作業は、篠原正洋、新山保和（嘱託員）が補佐した。
山根Ⅲ遺跡　　整理主担当　瀧川仲男　副担当　中沢　悟　
上原Ⅳ遺跡　　整理担当　　飯森康広
幸神遺跡　　　整理主担当　中沢　悟　副担当　瀧川仲男

⑶事　務　　　　理事長　小野宇三郎（平成13〜16年）　高橋勇夫（同17・18年）
　　　　　　　常務理事　菅野　清（平成８・９年度）　吉田　豊（平成13・14年）　
　　　　　　　　　　　　住谷永市（同15・16年）　木村裕紀（同17・18年）
　　　　　　　事業局長　原田恒弘（平成８・９年度）　赤山容造（平成13年）　
　　　　　　　　　　　　神保侑史（同14〜16年）　津金澤吉茂（同17・18年）
　　　　　　　副事業局長　赤山容造（平成９年度）
　　　　　　　総務部長　矢崎俊夫（平成17・18年）
　　　　　　　管理部長　蜂巣　実（平成８年度）　渡辺　健（同９年度）　住谷　進（同13年）　　　　　
　　　　　　　　　　　　萩原利通（同14・15年）　矢崎俊夫（同16年）
　　　　　　　総務課　平成８年度　小渕　淳　笠原秀樹　國定　均　須田朋子
　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田有光　柳岡良宏　宮崎忠司
　　　　　　　　　　　平成９年度　小渕　淳　笠原秀樹　井上　剛　須田朋子
　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田有光　柳岡良宏　岡嶋伸昌　宮崎忠司



　　　　　　　　　　　平成13年度　大島信夫　笠原秀樹　小山健夫　須田朋子
　　　　　　　　　　　　　　　　　中沢　悟　吉田有光　森下弘美　片岡徳雄

八ツ場ダム調査事務所長　水田　稔（平成14・15年）　巾　隆之（同16〜18年）
同調査研究部長　津金澤吉茂（平成14・15年）　佐藤明人（同16〜18年）
同調査研究課長　担当課長　岸田治男（平成８年度）　能登　健（平成９年度）
　　　　　　　　下城　正（平成13・14年度）　斉藤和之（平成15年度）
　　　　　　　　中沢　悟（平成17年度）
同庶務係長　野口富太郎（平成14〜16年）　町田文雄（同17年）
同庶務ＧＬ　吉田有光（平成18年）
同庶務係　　矢嶋知恵子（平成14・15年）　富澤よねこ（同16・17年）　

６．報告書作成関係者
３遺跡共通　３遺跡の合冊編集作業及び本文執筆第１章　飯森康広
　　　　　　19年度校正作業他　瀧川仲男
　　　　　　縄文土器の型式判定　藤巻幸男　石材鑑定　渡辺弘幸　遺物写真撮影　佐藤元彦
　　　　　　金属器保存処理　関　邦一　小材浩一　津久井桂一　多田ひさ子　長岡久幸
　　　　　　機械実測　田所順子　伊東博子　岸　弘子　
　　　　　　木器保存処理および実測・樹種同定プレパラート作成　小池　縁　佐々木茂美　野沢　健
　　　　　　整理補助員　株式会社　歴史の杜からの派遣
山根Ⅲ遺跡　編　集　　瀧川仲男　中沢　悟
（第２章）　 本文執筆　第４節２、第５節１の一部、２⑵、４　飯森康広
　　　　　　第６節　藤巻幸男　上記以外第２章　瀧川仲男　

遺物観察については、中沢　悟が担当し、藤巻幸男、小野和之、山口逸弘、麻生敏隆、
大西雅広、篠原正洋の指導、助言を仰いだ。

上原Ⅳ遺跡　編　集　　飯森康広
（第３章）　 本文執筆　第６節第３項　篠原正洋、左記以外第３章　飯森康広
　　　　　　縄文時代晩期以前の土器型式判定　藤巻幸男
　　　　　　同晩期〜弥生時代遺物の年代判定　設楽博己、篠原正洋
　　　　　　古墳時代遺物の年代比定　坂口　一、平安時代遺物の年代比定　神谷佳明　　　　　　
　　　　　　中国陶磁器型式判定　小野正敏、瀬戸美濃系陶磁器型式判定　藤澤良祐

縄文時代未掲載遺物のカウントは藤巻幸男に、近世陶磁器の観察については黒澤照弘の
指導、助言を仰いだ。

　幸神遺跡　編　集　　中沢　悟
　（第４章）　本文執筆　第５節３の一部・第６節２麻生敏隆、第６節３山口逸弘、第５節４諸田康成、　
　　　　　上記以外第４章中沢　悟、住居及び土坑の遺構図作成　友廣哲也、遺物観察については、藤　
　　　　　巻幸男、小野和之、山口逸弘、麻生敏隆、篠原正洋の指導、助言を仰いだ。

７．自然科学分析は、株式会社パレオ・ラボ、株式会社古環境研究所に委託して行った。
８．発掘調査及び本書作成にあたり、下記の諸機関、諸氏にご教示、ご協力いただいた。記して感謝の意を

　表したい。（敬称略、順不同）
国土交通省関東地方整備局八ツ場ダム工事事務所、長野原町教育委員会、秋本太郎、小野正敏　　　　
齋藤慎一、設楽博己、白石光男、富田孝彦、藤澤良祐

９．調査資料は一括して、財団法人　群馬県埋蔵文化財調査事業団に保管されている。
10．発掘調査にあっては、地元長野原町をはじめとし、嬬恋村、六合村、草津町、東吾妻町、中之条町など

　から多くの方々が作業に従事していただいた。ここにあらためて感謝の意を表します。



凡　　例

１．３遺跡を合本で報告するにあたり、挿図番号、表番号、写真図版は通番で付番してある。以下の凡例も、

原則共通である。

２．挿図中に使用した方位は、座標北を表している。

３．遺構図については、各挿図中にスケールを添付したが、原則下記の縮尺で掲載した。

　住居跡・竪穴状遺構　１： 60　住居跡の炉　１： 30　　土坑・ピット　１： 40

　溝　１： 80　配石遺構・焼土遺構・集石遺構　１： 30

４．遺構図中のスクリーントーンは、下記のとおりである。

　　　　　　　　焼土　　　　　　　　炭　　　　　　　　攪乱

５．遺物図の縮尺は原則下記のとおりであり、それ以外の場合、各挿図番号に（ ）書きを付した。

　石鏃・ドリル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１：１

　石匙・スクレイバー・石核・砥石・鉄器・縄文草期土器破片　　　　　　　１：２

　ミニチュア土器、杯・椀・皿類、陶磁器・土器破片　　　　　　　　　　　１：３

　たたき石・打斧・磨斧・磨石・くぼみ石・石棒　　　　　　　　　　　　　１：３

　縄文土器、弥生土器、土師器甕、須恵器羽釜、石皿　　　　　　　　　　　１：４

　下駄・桶底板・板類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１：４

　大形土器・石鉢・杭・大形木製品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１：６

６．遺物図中のクリーントーンは、下記のとおりある。

　　　　　　　　土器　スス

　　　　　　　　石器　荒滅部分　　　　　　　　
赤色塗彩　　　　　　　　石器　摩滅部分

　　
また、縄文早期から、前期前半の繊維を含む土器には、断面に　を印した。

７．テフラについては、略称を使用している。

　YPk　浅間草津黄色軽石（As−YPk）　　　　浅間Ｂ軽石　浅間Ｂテフラ（As−B）

　粕川テフラ　浅間粕川テフラ（As−Kk）

８．遺物写真は、原則実測図とほぼ同じ縮尺で掲載してある。

９．遺物観察表（土器）の法量は、口径を口、底径を底、器高を高と略した。推定径には全て（ ）を付した。

遺物観察表（石器・鉄器類）の規模は、欠損品の数値の場合（ ）を付して完形品と区別した。

10．遺物観察表（土器）の色調は、農林水産省農林水産技術会議　監修、財団法人日本色彩研究所　色票監修

『新版標準土色帖』を参考に色名を使用した。

11．竪穴住居跡の主軸方位は、柄鏡型については柄部を縦断する軸線を主軸とし、その他は傾斜に対して直

交方向に近い壁面方位を、主軸として計測した。

12．遺構番号の呼称は、中グリット別に付番し、グリッド名を冠して呼称することが、八ッ場地区の原則で

ある。例えば、「84区１号住居跡」などと呼称する。ただし、上原Ⅳ遺跡は報告部分がすべて「84区」で

あるため、報告書中での名称は中グリッド名を省略して掲載してある。



13．写真図版上での遺物№は、「号」を省略するなど適宜行った。

14．山根Ⅲ遺跡・上原Ⅳ遺跡の遺構名称及び付番は、原則調査時点のものをそのまま使用するよう努めた。

このため、以下のとおり欠番が生じた。この場合、遺構番号の振り替えなどにより欠番とならなかったも

のは除外する。

　　山根Ⅲ遺跡

　　　土坑　　23区７

　　上原Ⅳ遺跡

　　　住居　　84区２号住Ｐ３、Ｐ６

　　　土坑　　84区５

　　　ピット　84区３〜９・11・16・18

15．上原Ⅳ遺跡では遺構名称として、単独のピットと住居内のピットが存在する。前者の場合、本文及び図

中では○○号ピットと記し、後者は（○○住居）Ｐ○○と記した。やや煩雑であるが注意を願いたい。

16．本書は、整理担当３名がそれぞれ分担する遺跡を責任編集・執筆する方針で行った。使用する語句、図

版の体裁は共通理解のもとに進めたが、写真図版のキャプションや遺物観察表の体裁など不統一となった。

各遺跡ごとには、統一されている。

17．山根Ⅲ遺跡は24区の一部が報告済みであるため、遺構名称は通番を踏襲した。このため、例えば24区１

号住居跡は既報告であり、本書では24区２号住居跡から付番して報告している。なお、土坑及び溝も同様

である。

基本文献・参考文献

　・大川清・鈴木公雄・工楽善通編 1996　『日本土器事典』　雄山閣   

　・西田泰民 1989 　「堀之内式土器・加曾利Ｂ式土器様式」『縄文土器大観４』小学館
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５．４号溝土層断面

ＰＬ39　１．４・５号溝土層断面
２．４号溝キセル出土状態
３．４号溝桶底板出土状態
４．５号溝全景
５．同石出土状態
６．同下駄出土状態
７．同下駄出土状態
８．同木材片出土状態

ＰＬ40　１．２号溝上層石投棄状況
２．１・２号旧河道跡全景
３．同全景
４．同西壁土層断面
５．同西壁土層断面

ＰＬ41　１．２号旧河道跡石鉢出土状態
２．同石鉢出土状態
３．１号竪穴状遺構全景
４．同Ｐ１号全景
５．同Ｐ１土層断面

ＰＬ42　１．１号竪穴状遺構Ｐ２全景
２．同土層断面
３．12号ピット土層断面
４．13号ピット全景
５．14号ピット全景
６．15号ピット全景
７．１号焼土遺構確認状況
８．同断ち割り断面

ＰＬ43　１．１号焼土遺構掘り方全景
２．Ｉ・Ｊ−10〜12グリッド遺物出土状態
３．Ｋ−９・10グリッド遺物出土状態
４．Ｉ−11グリッド下駄出土状態
５．２号トレンチ調査状況
６．１号トレンチ調査状況



７．上調査区調査前の風景
８．中調査区盛土下状況

ＰＬ44　１．下調査区調査前の風景
２．下調査区調査前撤去物置礎石状態
３．３号トレンチ調査状況
４．下調査区西脇墓地
５．薬師堂
６．薬師堂裏の中世宝塔
７．伝朝林寺跡供養地蔵
８．同由来説明板

遺物写真
ＰＬ45〜47　　住居跡出土遺物
ＰＬ48　　１号列石・１号配石出土遺物
ＰＬ49　　２号配石・１号集石・溝・２号旧河道出土遺物
ＰＬ50〜54　遺構外出土遺物

幸神遺跡
遺構写真
ＰＬ55　１．調査区全景（29地区91区）（西から）

２．調査区全景（39地区１・２区）（西から）
ＰＬ56　１．調査区全景（39地区１・２区）（北から）

２．調査区全景（39地区１・２区）（北東から）
ＰＬ57　１．92区西側（南東から）

２．同中央部分（北西から）
３．同東側（北西から）
４．同東側（南東から）
５．同西側畠跡全景（北西から）

ＰＬ58　１．92区東側畠跡全景（南東から）
２．同西側畠跡全景（北西から）

ＰＬ59　１．92区１号住居跡全景（南から）
２．同遺物出土状況（南西から）
３．同遺物出土状況（南東から）
４．同石囲炉セクション（西から）
５．同石囲炉（南から）

ＰＬ60　１．92区２号住居跡全景（南から）
２．同埋設炉（西から）
３．同埋設炉
４．同埋設炉断面（西から）
５．同埋設炉断面（南西から）

ＰＬ61　１．92区土坑群（東から）
２．92区土坑群（西から）

ＰＬ62　１．91区１号土坑（南東から）
２．同（北から）
３．同２号土坑（北から）
４．同３号土坑（北から）
５．同４号土坑（南から）
６．同５・11号土坑（西から）
７．同６号土坑（西から）
８．同７号土坑（北から）

ＰＬ63　１．92区８号土坑（西から）
２．同９・10号土坑（西から）
３．同12号土坑（西から）
４．同13・14号土坑（西から）
５．同15号土坑（東から）
６．同16号土坑（東から）

７．同18号土坑（東から）
８．同19・20号土坑（東から）

ＰＬ64　１．92区21号土坑（西から）
２．同22号土坑（東から）
３．同23号土坑（東から）
４．同24号土坑（東から）
５．同25・26号土坑（北から）
６．同27・28号土坑（南から）
７．同29・30号土坑（西から）
８．同32号土坑（西から）

ＰＬ65　１．92区32号土坑（南から）
２．同（東から）
３．同33号土坑（南から）
４．１区１号土坑（西から）
５．同２号土坑（西から）
６．２区１号土坑（北から）
７．同２号土坑（北から）
８．同セクション（南から）

ＰＬ66　１．２区３号土坑（北から）
２．同４号土坑（南東から）
３．同５号土坑（南東から）
４．同６号土坑（北から）
５．同７号土坑（北から）
６．同８号土坑（西から）
７．同９号土坑（南から）
８．同10号土坑（北から）

ＰＬ67　１．２区12号土坑（南から）
２．同13号土坑（南から）
３．同14号土坑（東から）
４．同17号土坑（南から）
５．92区L−20グリッド遺物出土状況
６．同M−23グリッド遺物出土状況（南から）
７．同N−23グリッド遺物出土状況（西から）
８．同19年２月19日現在の幸神（北から）

遺物写真
ＰＬ68　　　住居跡出土遺物
ＰＬ69　　　土坑出土遺物
ＰＬ70〜79　遺構外出土遺物
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第２節　歴史的環境

　

第１節　地理的環境
　

　長野原町の中心部を流れる吾妻川は、深い峡谷を

刻んで東流している。今から200〜100万年前、浅間

山に重なる領域には別の火山活動があり、三原付近

（嬬恋村）に湖を形成していた。この湖に堆積した粘

土は「吾妻粘土」などの名で呼ばれ、厚さ50ｍ以上

で標高1，100ｍ辺りまで分布し、湖の最高水位を知る

ことができる。この湖は浅間山の活動以前には埋没

して現在の吾妻川の流路が現れ、渓谷を刻み始めた

らしいが、その後も浅間火山活動による堆積物によ

って埋没が繰り返され、流域に河岸段丘地形を形成

した。段丘は最上位・上位・中位・下位の概ね４つ

にまとめられている。

　吾妻川は南北を険しい山地に囲まれている。北側

の高間山・王城山は90万年前くらいに活動していた

もので、激しい浸食を受けて現形を留めていない。

南側の管峰（かんぽう）も古い火山で、活動時期は

100万年ほど前と言われ、岩峰丸岩を形成する溶岩

を流出している。更に南方には現在も活動する浅間

山がそびえる。噴火活動はおおよそ10数万年前から

とみられ、天仁元年（1108）に浅間Ｂ軽石、天明３年

（1783）に浅間Ａ軽石を降下させた噴火は、前掛山山

頂の釜山を火口としている。

　山根Ⅲ遺跡は吾妻川右岸の中位段丘面、上原Ⅳ遺

跡・幸神遺跡は吾妻川左岸の上位及び最上位段丘面

に位置する。個別の地形・立地条件については各章

で詳述する。

第２節　歴史的環境

旧石器時代　遺構は未発見だが、柳沢城跡（43）で細

石器文化期の珪質頁岩製のスクレイパー１点が出土

する。

縄文時代　草創期では表土採集遺物ながら、横壁勝

沼遺跡（５）で槍先形尖頭器１点が発見されている。

　早期では、表裏縄文・撚糸文・押型文などの土器

群と獣骨の出土した石畑岩陰遺跡（39）が著名である

が、近年調査された楡木Ⅱ遺跡（31）は、撚糸文期の

竪穴住居跡17軒が調査された全国的にも希少な遺跡

である。また、立馬Ⅰ遺跡（28）では撚糸文期の竪穴

住居跡１軒を含み、押型文土器、中部系沈線文土器、

条痕文系土器の破片多数が出土している。また、隣

接する立馬Ⅱ遺跡（29）および三平Ⅰ遺跡・三平Ⅱ遺

跡（36・37）でも、同様な内容を持つ土器群が出土し

ており、林地区・川原畑地区に集中分布する様相が

わかりはじめている。

　前期では、坪井遺跡（41）で前期初頭（花積下層式

期）の住居跡１軒、暮坪遺跡（42）で前期前葉（二ツ

木式期）の住居跡２軒、長畝Ⅱ遺跡（40）で関山〜黒

浜式期の住居跡２軒、楡木Ⅱ遺跡では黒浜式・有尾

式〜前期後半（諸磯式）の住居跡９軒、三平Ⅰ遺跡

（36）では前期後半（諸磯ａ・ｂ式期）住居跡２軒が

調査されている。

　中期初頭〜前半期の集落は希少であったが、立馬

Ⅱ遺跡（29）で竪穴住居跡10軒が発見され、五領ヶ台

式土器のほか、阿玉台式土器や勝坂式土器、北陸系

土器が共伴して多数出土している。また、中期前半

では楡木Ⅱ遺跡（31）で住居跡２軒が調査されている。

幸神遺跡（３）でも、完形に復元される阿玉台式土器

を持つ円形土坑１基が発見され、続いて中期中葉の

焼町土器が出土した住居跡１軒がある。上ノ平Ⅰ遺

跡（38）では中期中葉の焼町土器や三原田式土器を伴

う竪穴住居16軒が見つかっている。

　中期後半〜後期になると、広い範囲で集落が見ら

れる。山根Ⅲ遺跡（１）では中期後半（加曽利Ｅ式期）

の住居跡４軒、上原Ⅳ遺跡（２）では後期中葉（堀之

第１章　地理的環境と歴史的環境
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内Ⅱ式〜加曽利Ｂ２式期）の住居跡４軒が調査され

たが、いずれも調査面積が少なく全容は不明である。

周辺の大集落としては、横壁中村遺跡（４）で中期後

半（加曽利Ｅ式期）から後期中葉（加曽利Ｂ式期）

にわたる住居跡250軒余が見つかっている。幸神遺

跡（３）の西方に近接する長野原一本松遺跡（33）でも、

中期後半（加曽利Ｅ式期）から後期中葉（加曽利Ｂ

式期）にわたる住居跡250軒以上が報告されている。

　晩期では石畑岩陰遺跡で氷式や安行式、千網式土

器などが収集されている。立馬Ⅰ遺跡（28）では氷式

期の前段階で長野県松本市出土を標識とする女鳥羽

川式土器を伴う住居跡１軒が発見され、氷式土器や

千網式土器もややまとまって出土した。上原Ⅳ遺跡

（２）でも、遺構は明確ではないが、同様な内容を持

つ土器群が多く出土している。また、川原湯勝沼遺

跡（35）では晩期から弥生時代初頭に属する土坑２基

が調査され、再葬墓の可能性が指摘され、注目され

ている。

弥生時代　吾妻地域では、中期前半の岩櫃山式土器

の標識遺跡である岩櫃山・鷹ノ巣岩陰遺跡（吾妻町）

など当期を代表する遺跡があり、資料の増加が期待

されていた。横壁中村遺跡では樫王式土器の甕を埋

設する再葬墓の可能性がある土坑１基が検出されて

いる。立馬Ⅰ遺跡（28）では、中期後半の土器棺墓が

ほぼ完全な遺存状態で発見された。同遺跡では、前

期の沖Ⅱ式土器も出土しており、同じく林地区では

下原遺跡（８）でも、遺構は伴わないながら、沖Ⅱ式

土器がややまとまって出土している。

古墳時代　吾妻川流域の古墳の分布は、確実な面で

は吾妻町岩島付近が西限となっている。集落につい

ては林地区の林宮原遺跡Ⅱ（27）で５世紀末〜６世紀

初頭の住居跡１軒が調査され、八ッ場地区では初め

ての発見となった。ついで、下原遺跡（８）でも同時

期の住居跡１軒が調査されている。

古代　律令制下の上野国内の郡・郷の状況は、十世

紀の『和名類聚抄』の記載に詳しいが、吾妻郡では

長田・伊参・大田の３つの郷しか記載がなく、本地

域を含む西吾妻地域の状況を知ることはできない。

平安時代の調査遺跡では住居跡が点在する程度のも

のが多かったが、楡木Ⅱ遺跡では９世紀後半から10

世紀前半の住居跡17軒が発見された。中でも、「三

家」の墨書を有する土器が数点あることは注目され

る。「ミヤケ」は古代朝廷の直轄領を指しており、県

内では緑野屯倉や佐野三家の存在が『日本書紀』や

『山ノ上碑』の記載で知られていた。吾妻郡内では

その存在の可能性を初めて示す資料となり、非常に

重要な成果である。また林集落の中央部に位置する

林宮原遺跡Ⅱ（27）では、わずか200㎡の調査面積の

中で、９世紀後半から10世紀前半の住居跡６軒が重

複して発見されており、周辺に同期の大きな集落が

広がる可能性を見せている。上ノ平Ⅰ遺跡（38）では

９〜10世紀の住居跡20軒が発見され、県内２例目と

なる皇朝十二銭の貞観永寶が出土している。

中世　仁治２年（1241）、本地域は三原荘と呼ばれ海

野幸氏の領有であった（『吾妻鏡』）が、正確な荘域

は不明である。海野一族は下屋・鎌原・西窪・羽尾

などの一族を輩出して本地域各所に広がり、領主層

として勢力を温存していった。林地区は羽尾氏の勢

力下であったらしく、永禄８年（1565）に嶽山城攻略

に戦功のあった湯本氏は、武田信玄から羽尾領之内

林村で20貫文の領地を得ている（『加沢記』所載文

書）。なお、羽尾氏は武田氏の吾妻経略の中で没落

を遂げる。同じく林村を領有した地侍に横谷氏があ

る。寛文８年（1668）に所領を安堵された横谷勘十郎

は、横谷村・松尾村・林村で合わせて359石余を相

続している（上田横谷家文書）。領有開始の時期は

不明だが、吾妻渓谷を挟んで横谷村・林村両方を領

有していた点で注目される。

　中世城郭では長野原城（52）や丸岩城（44）があるが、

発掘調査によって常滑焼・珠洲焼の大甕をはじめ、

多彩な出土遺物を有することが判明した柳沢城（43）

も注目される。また、河原畑の三平Ⅱ遺跡（37）では

掘立柱建物７棟を伴う中世屋敷跡が見つかり、立地

から砦的な側面も想定されている。

　林地区では地名「堀之内」（46）の伝承地や中世城

郭「林城」（45）の存在が知られている。王城山神社
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（49）の裏山には「林の烽火台」跡（47）が良好に残

存しており、林集落との関わりが想像される。上原

Ⅳ遺跡は、そのすぐ東麓に位置しており、大手口に

も近い。隣接する薬師堂（50）の裏には、中世に比定

される宝塔の塔身部が安置されている。

　調査された遺跡では、楡木Ⅱ遺跡で信仰物「つ

ぶらっこ様」との有機的な関係を思わせる掘立柱建

物群があり、一つ東側の谷地に位置する二反沢遺跡

（10）でも14〜16世紀の遺物を有する区画遺構が発見

された。吾妻川に面する下原遺跡（８）では15世紀代

の中世屋敷遺構が調査されている。以上から、林地

区の西端部に中世遺跡がやや多く分布することがわ

かってきた。

近世　天正18年（1590）小田原合戦によって北条氏が

滅び、徳川家康が江戸に入部することとなったが、

永禄年間以来吾妻地域を支配してきた真田氏は、豊

臣秀吉との結びつきを背景に勢力を温存していた。

そうした関係も関ヶ原合戦では悪い方向に左右す

ることとなったが、一族分離で乗り切った末、真田

信幸が沼田藩領に加え、信濃国上田までも領有する

こととなった。やがて真田氏は本家にあたる上田藩

（松代藩）と沼田藩に分かれることとなり、天和元年

（1681）には真田信利・信澄の悪政のためか沼田藩が

改易となり、以後長野原地域のほとんどが天領（幕

府領）となされた。この真田信利が実施した寛文２

年（1662）の伊賀守検地では、長野原地域の中で林

村が571石余と最大の石盛りとなっている。

　天明３年（1783）の浅間山噴火による泥流被災の遺

跡では、八ッ場ダム関連の発掘調査をはじめ、県内

各所の吾妻川・利根川流域で畑跡などの調査事例が

増加してきている。中でも、泥流に被災した小林助

右衛門屋敷跡（53）は広く知られた長者屋敷であり、

杉田玄白の手記によっても被災の状況が伝えられて

きた。近年、一部発掘調査されて礎石建物跡などが

発見されている。尾坂遺跡（34）でも調査面積は少な

いが、同様に被災した礎石建物が調査されている。

　上原Ⅳ遺跡東北部に隣接する畑地は、朝林寺跡

（51）として伝承されており、報告する溝や河道跡出

土遺物の性格を判断する好材料である。参考のため、

以下に関係者により造立されている碑文を転載する。

　「由来／其の昔此の地に朝林寺という寺があり、

／お坊さんが火災の為に寺もろとも非／業の最後を

遂げられたと伝えられます。／当林地区に於いても

火災により尊い／生命を失った人が数名あります。

／私も遺族の一人としていつの日か／それら故人の

供養を志しておりました。／齢八十路を迎え、皆さ

ま方の協力を／得て、ようやく念願が叶い、此処に

地蔵／尊を建立する運びとなりました。／時に平成

の時代、人代り世は移っ／ても、無病息災を願うは

人の常／永遠に平成の名に相応しい人の世で／ある

事を祈願したいと思います。／合掌／平成元年十二

月十七日（下略）」。（句読点、筆者による。）

　
参考文献・引用文献

長野原町　1976　『長野原町誌』上巻

長野原町　1988　『長野原町の自然』

長野原町　1993　『長野原町の民俗』

長野原町　2004　『町内遺跡Ⅳ』　

松原孝志編　2002　『八ツ場ダム発掘調査集成　⑴』　財団法人　群

馬県埋蔵文化財調査事業団

諸田康成編　2002　『長野原一本松遺跡　⑴』　財団法人　群馬県埋

蔵文化財調査事業団

山崎　一　山口武夫共著　1972『吾妻郡城塁史』　
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N0 遺跡名 所在地 概　要 文献等

1

2

3

山根Ⅲ遺跡

上原Ⅳ遺跡

幸神遺跡

横壁

林

長野原

縄文時代中期後半住居跡３軒、土坑39基、中近世の溝１条ほ
か検出。
縄文時代後期敷石住居跡４軒、晩期の土器包含層、近世の河
道跡検出。
縄文時代中期住居跡２軒ほかを検出。

本報告書

本報告書

本報告書

4

5

横壁中村遺跡

横壁勝沼遺跡

横壁

横壁

縄文時代中期後半〜後期の住居跡を中心とする集落跡。平安
時代の住居跡も含め、250軒以上を検出。中世の屋敷跡１カ
所。近世のお堂跡、「一字一石経」を伴う経塚１基検出。

縄文時代土坑数基。槍先形尖頭器１点表採。平安時代住居跡
１軒検出。

群埋文2003『久々戸遺跡・中棚Ⅱ遺跡・
下原遺跡・横壁中村遺跡』、同2005『横
壁中村遺跡⑵』、
同2006『横壁中村遺跡⑶』、『横壁中村
遺跡⑷』、同2006『年報25』
群埋文2002『八ツ場ダム発掘調査集成
⑴』

6

7
8

9
10

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27

28

29

30
31

32

東原Ⅰ遺跡

上原Ⅱ遺跡
下原遺跡

林中原Ⅰ・Ⅱ遺跡
二反沢遺跡

上原Ⅳ遺跡
林中原Ⅰ遺跡
林中原Ⅰ遺跡Ⅱ
林中原Ⅰ遺跡Ⅳ
林中原Ⅰ遺跡Ⅴ
林中原Ⅰ遺跡Ⅵ
林中原Ⅰ遺跡Ⅷ
林中原Ⅱ遺跡
林中原Ⅱ遺跡Ⅲ
林中原Ⅱ遺跡Ⅳ
林中原Ⅱ遺跡Ⅴ
林中原Ⅱ遺跡Ⅵ
林中原Ⅱ遺跡Ⅶ
林宮原遺跡
林宮原遺跡Ⅲ
林宮原遺跡Ⅳ
林宮原Ⅱ遺跡

立馬Ⅰ遺跡

立馬Ⅱ遺跡

花畑遺跡
楡木Ⅱ遺跡

楡木Ⅲ遺跡

林

林
林

林
林

林
林
林
林
林
林
林
林
林
林
林
林
林
林
林
林
林

林

林

林
林

林

縄文時代土坑１基、平安時代住居跡１軒が確認され、保存措
置が採られた。
トレンチ調査の結果、遺構は検出されなかった。
古墳時代中期住居跡１軒、平安時代住居跡１軒、中世の屋敷
跡１カ所（15世紀代）、中世から近世の畑跡３面検出。

縄文時代・平安時代の遺物が出土した。
中世の石垣を伴う土坑ほか、鍛冶関連遺物。近世の畑跡検出。

試掘調査の結果、遺構は検出されなかった。
試掘調査の結果、遺構は検出されなかった。
試掘調査の結果、遺構は検出されなかった。
縄文時代後期敷石住居跡１軒ほかを検出。
試掘調査の結果、遺構は検出されなかった。
試掘調査の結果、遺構は検出されなかった。
試掘調査の結果、遺構は検出されなかった。
試掘調査の結果、遺構は検出されなかった。
試掘調査の結果、遺構は検出されなかった。
試掘調査の結果、遺構は検出されなかった。
試掘調査の結果、遺構は検出されなかった。
試掘調査の結果、遺構は検出されなかった。
試掘調査の結果、遺構は検出されなかった。
試掘調査の結果、縄文時代の包含層検出。
平安時代住居跡１軒確認。
試掘調査の結果、遺構は検出されなかった。
古墳時代後期住居跡１軒、平安時代住居跡（９〜 10世紀）
６軒検出。
縄文時代早期前半の住居跡２軒・包含層遺物多数、晩期住居
跡１軒、弥生時代中期住居跡２軒、平安時代住居跡３軒のほ
か、縄文時代〜平安時代の陥し穴多数検出。
縄文時代中期前半〜後半の住居11軒。縄文時代早期包含層遺
物多量出土。縄文時代〜平安時代の陥し穴多数検出。
平安時代の住居３軒、陥し穴51基などを検出。
縄文時代早期前半（撚糸文）の住居17軒、前期住居３軒、中
期住居２軒。平安時代住居（９〜 10世紀）17軒。「三家」と
書く墨書土器、刻字「称」を持つ石製紡錘車あり。中世の掘
立柱建物群多数検出。信仰岩石『つぶらっこ様』と関係か。
縄文時代前期、弥生時代前期を中心とする包含層検出。

長野原町教委2006『町内遺跡Ⅵ』

群埋文2005『年報24』
群埋文2003『久々戸遺跡・中棚Ⅱ遺跡・
下原遺跡・横壁中村遺跡』、同2006『下
原遺跡Ⅱ』
群埋文2005『年報24』
群埋文2006『上郷Ｂ遺跡・廣石Ａ遺跡・
二反沢遺跡』
長野原町教委2003『町内遺跡Ⅲ』
長野原町教委2003『町内遺跡Ⅲ』
長野原町教委2004『町内遺跡Ⅳ』
長野原町教委2004『町内遺跡Ⅳ』
長野原町教委2005『町内遺跡Ⅴ』
長野原町教委2006『町内遺跡Ⅵ』
長野原町教委2006『町内遺跡Ⅵ』
長野原町教委2004『町内遺跡Ⅳ』
長野原町教委2005『町内遺跡Ⅴ』
長野原町教委2005『町内遺跡Ⅴ』
長野原町教委2005『町内遺跡Ⅴ』
長野原町教委2006『町内遺跡Ⅵ』
長野原町教委2006『町内遺跡Ⅵ』
長野原町教委2003『町内遺跡Ⅲ』
長野原町教委2005『町内遺跡Ⅴ』
長野原町教委2005『町内遺跡Ⅴ』
長野原町教委2004『林宮原Ⅱ遺跡』

群埋文2006『立馬Ⅰ遺跡』

群埋文2006『立馬Ⅱ遺跡』
群埋文2002『八ツ場ダム発掘調査集成
⑴』
群埋文2001『年報20』・同2002『年報
21』・同2005『年報24』･同2006『年報
25』

No30と同じ。

33

34

長野原一本松遺跡

尾坂遺跡

長野原

長野原

縄文時代中期後半〜後期の住居跡を中心とする集落跡。平安
時代の住居跡も含め、250軒以上を検出。調査継続中。

天明泥流で埋没した民家と麻畑を検出。

群埋文2002『長野原一本松遺跡⑴』、
同2007『長野原一本松遺跡⑵』、2001
〜 2005『年報20 〜 24』
群埋文2006『年報25』

第１表　周辺遺跡の一覧
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N0 遺跡名 所在地 概　要 文献等
35

36

37

38

39

川原湯勝沼遺跡

三平Ⅰ遺跡

三平Ⅱ遺跡

上ノ平Ⅰ遺跡

石畑岩陰遺跡

川原湯

川原畑

川原畑

川原畑

川原畑

縄文時代晩期の埋甕２基。平安時代の住居跡３軒、天明三年
の畑跡検出。
縄文時代前期住居跡２軒・土坑６基ほか、平安時代以降の掘
立柱建物３棟・焼土10基などを検出。
縄文時代草創期〜前期の土器・石器を多量に検出。掘立柱建
物７棟ほかを含む中世屋敷跡１カ所。
縄文時代中期中葉の住居跡16軒、陥し穴134基、９〜10世紀
の住居跡20軒が発見され、県内２例目となる皇朝十二銭の貞
観永寶が出土している。
縄文時代草創期〜晩期の包含層検出。

群埋文2005『川原湯勝沼遺跡　⑵』

群埋文2006『三平Ⅰ遺跡・三平Ⅱ遺跡』

群埋文2006『三平Ⅰ遺跡・三平Ⅱ遺跡』

群埋文2006『年報25』

『群馬県史』資料編１
40 長畝Ⅱ遺跡 与喜屋 縄文時代前期住居跡２軒、中期後半住居跡２軒検出。 長野原町教委1992『長畝Ⅱ遺跡・坪井

遺跡』
41 坪井遺跡 大津 縄文時代前期初頭住居跡１軒、中期後半住居跡19軒、平安時

代住居跡１軒、掘立柱建物跡１棟ほかを検出。
長野原町教委1992『長畝Ⅱ遺跡・坪井
遺跡』、同2000『坪井Ⅱ遺跡』

42 暮坪遺跡 羽根尾 縄文時代前期前葉住居跡２軒ほかを検出。 長野原町教委2001『暮坪遺跡』
43
44

柳沢城
丸岩城

横壁
横壁

土塁や堀を調査。珠洲焼の大甕ほか中国陶磁器片出土。
草津道の須賀尾峠を守備する山城。

長野原町教委
県教委1988『群馬県の中世城館跡』

45
46
47

48
49

50
51

林城
堀之内
林の烽火台跡

中棚の砦跡
王城山神社

薬師堂
朝林寺跡

林
林
林

林
林

林
林

地名「ジョウ」と呼ばれる。遺存状態良好。詳細は不明。
地名「堀ノ内」という以外詳細不明。中世屋敷跡か？。
王城山神社の裏山に所在。堀切２本。最上部に円形の凹みを
遺す。

伝承のみ、詳細不明。
元来は諏訪神社。明治期の合祀により改称。王城山頂に奥宮
を持つ。創建年不明。
林西組信徒18戸の薬師信仰により造営。創建年不明。
焼失したと伝承されている。

県教委1988『群馬県の中世城館跡』
地元伝承による。
池田誠作図「上野吾妻　林狼煙場」（同

「狼煙の研究」『中世城郭研究』第13号
1999
県教委1988『群馬県の中世城館跡』
長野原町教委1910『郷土誌』

『長野原町誌』下巻
長野原町教委「林地区伝承地名地図」

52
53

長野原城
小林助右衛門屋敷跡

長野原
長野原

長野原中心部の裏山にある拠点的な城郭。
天明泥流に埋没した吾妻の分限者小林助右衛門屋敷の一部、
礎石建物跡２棟、土蔵跡１棟ほかを検出。

県教委1988『群馬県の中世城館跡』
長野原町教委2005『小林家屋敷跡』

第２節　歴史的環境

略称　群埋文：財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団、県教委：群馬県教育委員会、長野原町教委：長野原町教育委員会　　
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第３節　調査区の設定

第２章　山根Ⅲ遺跡

第１節　調査に至る経緯と経過

　山根Ⅲ遺跡の調査は、八ッ場ダム建設に伴う国道

145号線建設事業及び町道拡張工事に伴い調査され

た遺跡である。平成10年度に当遺跡西端の沢にかか

る橋脚掛け替えに伴う町道拡張工事に伴い２ヶ所発

掘調査が実施された。国道145号線建設事業に伴い

平成13年と18年度に調査を行った。今後さらに国道

145号線建設に伴う工事が予定されており、発掘調

査は継続される予定である。

平成10年度の調査概要（28地区　23・24区）

　平成10年４月から８月にかけて発掘調査が行われ、

縄文時代中期後半の住居１軒と土坑17基等が検出さ

れた。詳しい内容については、『八ッ場ダム発掘調査

集成（1）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告書第２集2002年で報告済みである。

平成13年度の調査概要（28地区　24区）

　平成10年度に調査された南側部分である。発掘調

査は平成13年９月から10月にかけて実施された。そ

の結果、縄文時代の住居１軒と縄文時代の土坑16基

が検出された。また、遺構は検出されなかったが、

前期相当の縄文土器が検出されている。

平成18年度の調査概要（28地区　23・24区）

　平成13年度に調査された西側部分である。発掘調

査は平成18年４月から５月にかけて実施された。そ

の結果、縄文時代中期の住居２軒と縄文時代の土坑

23基が調査された。

第２節　調査の方法

　発掘調査においては、バックホーによる表土掘削

を行い、作業員による遺構検出作業と精査により順

次作業を進めた。

　竪穴住居や土坑などの調査は、埋没土層堆積状況

の観察用ベルトを任意に設定し、平安以降遺物包含

層（Ⅲ層）及び縄文遺物包含層（Ⅴ層）はグリッド設定

線を使用して適宜観察用ベルトを残し、移植ゴテ等

により掘削を行った。

　遺物取り上げについては、分布範囲の地点的な集

約を想定し、４ｍグリッド一括取り上げ、及び地点

別取り上げを適宜行った。

　遺構平面測量にあたっては、測量業者委託による

デジタル平板測量を基本として、縮率1/20を基準に、

任意に1/10・1/40・1/100・1/200を選択して行った。

遺構断面測量も平面測量に準じた。

　遺構写真については、地上写真は現場担当者が

行った。平成13年度調査では35㎜版白黒フィルムと

カラースライドフィルムを用い、必要に応じて６×

７版白黒フィルムを使用して撮影した。平成18年度

調査では、35㎜版白黒フィルムとカラースライドフ

ィルムに代わり、デジタル撮影を導入した。航空写

真撮影は測量委託業者が行った。

第３節　調査区の設定

　平成６年度からは始まった八ッ場ダム建設に伴う

発掘調査においては、遺跡名称の略号やグリッドの

設定などについて「八ッ場ダム関連埋蔵文化財発掘

調査方法」に基づき進められている。以下、本報告

書でもそれに準拠し必要部分について掲載する。

①　調査における遺跡番号は、八ッ場ダム建設に関

わる長野原町の大字５地区（１：川原畑、２：川原

湯、３：横壁、４：林、５：長野原）に番号を付し、

八ッ場ダムの略号（ＹＤ）に続ける。ハイフン以下は

各地区内に所在する遺跡に対して調査順に通し番号

を付し、遺跡番号とする。

②　基準座標は、国家座標（2002年4月改正以前の

日本側地系）に基づく日本平面直角座標第Ⅸ系を

使用し、東吾妻町大柏木付近を原点（座標値X=＋

58000．0、Y=−97000．0）とした１㎞方眼を基点とし

て60の区画を設定し、この大グリッドを「地区」と

呼ぶ。本遺跡はこの№28地区に所在する。
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第２章　山根Ⅲ遺跡

③　１㎞方眼を南東隅から100ｍ方眼の１〜100に区

画し、この中グリッドを「区」とする。南東隅を１

とし、東から西へ連続する10単位を南から北へ配列

し、北西隅を100として完結するよう配置する。本遺

跡の場合、23・24区にまたがっており、それぞれの

遺跡の区毎に遺構名称・番号が付されているので留

意されたい。

　（例）山根Ⅲ遺跡　23区１号土坑

④　「区」の100m方眼は、さらに４ｍ方眼で625区

画に分割され、その４ｍ方眼の小グリッドを「グリ

ッド」と呼ぶ。なお、小グリッドの東西にはＡ〜Ｙ

までのアルファベットを、南北には１〜25までの算

用数字を用いながら、南東隅を基点としグリッドを

呼称する。

　また、遺構図や本文中の記載において、特に混乱

が予想されない場合は地区番号を略して用いている。

第４節　遺跡の立地と基本土層
 

１　遺跡の立地

　遺跡は、吾妻川右岸の中位段丘上の緩やかな北向

きの傾斜地にある。この段丘は、横壁地区の中で最

も広く、東端には横壁勝沼遺跡、中央には横壁中村

遺跡が存在する。

　標高はおよそ590〜600mの間で、西側は深沢、北

側は吾妻川に浸食されており、南側は山岳傾斜地帯

である。

２　基本土層

　調査区は緩やかに傾斜する地形であるため、吾妻

川に向かって遺構確認面までの深度が深くなる傾向

を持つ。調査は２面調査を行い、Ⅲ層上面で縄文時

代中期後半の住居跡を検出し、Ⅳ層上面で縄文時代

土坑を再検出した。

　平成10年度調査区で存在したⅣ層ローム漸移層は

本調査区では見られず、本調査区Ⅳ層が平成10年度

調査Ⅴ層に相当している。

　23区の東側ではⅠ層下で大礫を多く混入するⅢ'層

（Ⅲa層と同層位）が露呈し、遺構は確認できなかっ

た（第７図の礫露呈範囲）。Ⅲ�層は23区以東に広く

分布域を持つため、本基本土層では省略してある。

また、平成18年度試掘調査では、23区以東にⅢ�層

が厚く堆積することが確認され、調査対象外となっ

ている。

　なお、24区Ｂラインに重なって真北方向に走向す

る小流路をⅣ層上面で確認したが、砂利はわずかで

あり表流水程度であった。第７図はⅢ層面を図化し

たが、コンタの変化によって、この微地形をうかが

うことができる。Ⅲb層は谷地形に分布域を持って

おり、この小流路に重なる位置関係にある。　　　

　　　　　　　　   　　　　　　　　　    （飯森）

第３図　山根Ⅲ遺跡基本土層
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第２章　山根Ⅲ遺跡

第５図　山根Ⅲ遺跡グリッド設定図



15

第４節　遺跡の立地と基本土層

第７図　山根Ⅲ遺跡18年度調査全体図

第６図　山根Ⅲ遺跡13年度調査全体図



16

第２章　山根Ⅲ遺跡

第５節　検出された遺構と遺物

１．竪穴住居跡

24区２号住居跡（第８〜10図、第23〜25図、ＰＬ３・

４・14・15）　

位置　L−４グリッド　重複　なし　

長軸方位　Ｎ−57°−Ｗ

規模（推定）　長軸6.98ｍ　短軸5.82ｍ　

壁　崩れの影響で斜面側である北壁が不明瞭。

西辺32㎝、南辺45㎝、東辺10㎝の壁高。

炉　炉体土器を伴う石囲い炉で明確な焼土は、検出

されず。規模（長径127短径117深さ28㎝）。掘り方

規模（189・106・38㎝）。

内部施設　北東壁よりに埋甕を設置している。

掘り方調査終了時には20本以上のピット状の掘り込

みが検出されている。

床　底面は硬化面もなく不分明であったが、北東壁

よりに埋甕を床面と判断して検出した。

埋没状況　埋没土が分かりにくく、詳細は不明であ

る。おそらく崩れによる自然埋没と推定される。

遺物出土状態　炉体土器、埋設土器が出土している。

時期としては加曽利Ｅ３式期である。

24区３号住居跡（第11・12図、第26・27図、ＰＬ５・

16・17）　

位置　B−５グリッド　重複　なし　

長軸方位　Ｎ−28°−Ｗ

規模　長軸4.05ｍ　短軸3.18ｍ。　

壁　試掘時のトレンチが入っており、南壁を失って

いた。西辺40㎝、東辺35㎝の壁高。　

炉・焼土　なし　

内部施設　ピット２基、巨石２基を検出した。

ピットの規模（長径・短径・深さ㎝）Ｐ１：（38・26

　・15㎝）Ｐ２：（40・31・13㎝）。巨石は底面から突

きだしており、周囲を溝状（最大幅29㎝）に掘り込ま

れている。おそらく、掘り起こそうとした結果であ

ろう。２号巨石は打ち欠いた痕跡を示す打痕が明瞭

に認められる。巨石の規模（長径・短径・断面から

確認できる厚さ・床からの露出高㎝）１号巨石：（92

・79・36・22㎝）、２号巨石：（112・93・44・30㎝）。

床　底面は平坦であったが、１・２号巨石が地山か

ら突きだしており、床面とは見なしがたい。

埋没状況　三角堆積もみられるが、大中礫と土器大

破片が混入投棄された人為埋没と思われる。

遺物出土状態　底面よりもむしろ、埋没土上層・中

層で石に混じって出土するものが目立つ。

備考　底面に巨石が突きだし、炉も造られておらず、

住居として機能していたとは思われない。おそらく、

住居構築を断念して投棄されたものではないだろう

か。調査時の呼称を継承したが、本来竪穴状遺構と

呼ぶのが至当であろう。　　　　　　　 　（飯森）

24区４号住居跡（第13〜16図、第28〜30図、ＰＬ６・

７・18・19）　

位置　Y−3グリッド

重複　23区２号土坑、24区35号土坑より前出。23区

４・10・11・12号土坑、24区37・38・39号土坑より

後出。23区５・６・８・９号土坑と新旧関係不明。

長軸方位　Ｎ−29°−E

規模　南北約5.34ｍ　

壁　南壁は重複による欠損が著しいうえ、埋没土が

分かりにくかったため、明確に検出できなかった。

北辺8㎝、西辺32㎝の壁高。

炉　石囲い炉。中央やや北にあり、正方形。焼けは

良くない。北西角の石は磨り石（４住−36）である川

原石を立位に転用しており、信仰的な意図を感じさ

せる。規模（長径136・短径86・深さ25㎝）。掘り方

規模（156・111・43㎝）。　

内部施設　ピット12基を検出した。Ｐ10・12は炉の

下位で見つかっており、掘り方に属する。前出する

38号土坑は埋没土の黒みが強く、重複したＰ４・６

　・８・９の上部及び一部を検出できなかった。

ピットの規模（長径・短径・深さ㎝）Ｐ１：（58・54・

26㎝）Ｐ２：（63・42・24㎝）Ｐ３：（45・31・41㎝）
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第８図　24区２号住居跡（１）遺物出土状況
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第９図　24区２号住居跡（２）
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第10図　24区２号住居跡（３）
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第11図　24区３号住居跡（１）
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第12図　24区３号住居跡（２）遺物出土状況
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第13図　24区４号住居跡（１）
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Ｐ４：（40・31・24㎝）Ｐ５：（41・36・42㎝）Ｐ６：（42

・22・36㎝）Ｐ７：（62・40・25㎝）Ｐ８：（28・27

・24㎝）Ｐ９：（32・29・37㎝）Ｐ11：（28・25・31

㎝）。

石組　西辺を除く３辺をコの字形に囲む。埋没土に

炭を多く含んでおり、旧時の炉を想定したが、相応

する住居プランを見いだせなかった。規模（長径55

　・短径53・深さ16㎝）。

床　底面は硬化面もなく不分明であったが、炉南の

敷石を床面と判断して検出した。

埋没状況　自然埋没。

遺物出土状態　少なく、小片が多い。　　　（飯森）

第14図　24区４号住居跡（２）遺物出土状況
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第15図　24区４号住居跡（３）
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第16図　24区４号住居跡（４）
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２．土坑（第17〜20図、第31図、第３表、ＰＬ８〜

12、20）

（１）土坑の概要

　縄文時代14基、縄文時代相当と思われる17基、古

代から中近世３基、近世以降５基の合計39基の土坑

が調査された。規模や位置等は第３表土坑一覧表参

照。

縄文時代の土坑（14基）

　時代の特定できる遺構との切り合い関係や調査時

の記録から次の土坑が縄文時代に比定される。

23−４土坑、23−５土坑、23−６土坑、23−８土坑、

24−31土坑、24−37土坑、24−38土坑、24−39土

坑、24−40土坑、24−41土坑、24−42土坑、24−

43土坑、24−44土坑、24−45土坑

　なかでも23−４号土坑は、縄文時代の竪穴住居で

ある24−４号住居との切り合い関係から明らかにそ

れよりも古い。また、23−６号土坑、24−31号土坑

では縄文中期後半の土器片が出土している。

縄文時代相当と推定される土坑（17基）

　調査時の記録や土層から次の土坑が縄文時代相当

と推定できる。

23−９土坑、23−10土坑、23−11土坑、23−12土坑、

24−17土坑、24−18土坑、24−19土坑、24−20土坑、

24−21土坑、24−25土坑、24−26土坑、24−28土

坑、24−29土坑、24−30土坑、24−32土坑、24−

33土坑、24−34土坑

古代から中近世と判断できる土坑（３基）

　24−22土坑、24−23土坑、24−24土坑については、

24−２号住居を掘り込んでおり、基本土層Ⅱの土を

主体としている。

近世以降の土坑（５基）

　調査時の記録や基本土層Ⅰの土を主体とすること

から、次の土坑が近現代のものと推定できる。

23−2土坑、23−3土坑、23−14土坑、24−35土坑、

24−36土坑（縄文土器は混入）。

（２）調査所見

　第１面では縄文時代中期後半の住居跡を確認し、

あわせて土坑の遺構確認に努めたが、確認は困難で

あった。24−34土坑は試掘調査で遺構確認されてお

り、本調査でも試掘トレンチの断面によって確認で

きたに過ぎない。層位・埋土から縄文時代の陥し穴

と考えられるが、確認プランも不分明で、壁面も土

離れが悪かった。平面形は上面が楕円形で底面が方

形に近いタイプであった。以下、土坑は壁面で新た

に確認される経過により、数珠繋ぎに23−４・５・

６土坑の順で発見された。

　24−38号土坑は24区４号住居跡内で石組と重複し

て発見された。黒みが強く埋土に炭を含み、比較的

平面プランは明確で、底面は平坦で整った隅丸方形

を呈する。石組との関係から24区４号住居跡より前

出と考えられる。

　18年度調査区ではⅢ層が北側に向かって厚く堆積

しており、サブトレンチを東西・南北方向に７本入

れることで下層の遺構確認を図った。その結果、24

−42・45土坑を発見した。なお、Ⅳ層上面まで下げ

た結果、24−43・44土坑を追加確認した。

　近現代の土坑５基は円形か楕円形を呈し、しまり

のないⅠ層で埋まっていた。現代耕作に伴う可能性

はあるが、確認面の層位が深い点も考慮して土坑と

して調査を行った。遺物は縄文土器を混入する以外

出土しなかった。　　　　　　　　　　　　（飯森）
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第17図　土坑（１）
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第18図　土坑（２）
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第19図　土坑（３）
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第20図　土坑（４）
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３．溝

24区１号溝（第21図、ＰＬ12)　

位置　L−４グリッド。

遺物出土状態　なし。

重複　なし

　表土掘削後の精査で長さ約９ｍにわたって検出さ

れた。部分的な検出なために詳細は不明である。上

幅50㎝下幅25㎝を基本としていて、北から南に向か

って流れる。平均勾配は、11.4％。

４．採石遺構

　基本土層Ⅴ層土中に含まれる巨礫のうち、人為的

な加工痕跡を持つものを、採石遺構として扱う。24

区１・２号採石遺構は、24区３号住居跡底面で確認

されており、同本文中で記述した。

24区３号採石遺構（第22図、ＰＬ13）　

位置　A−4グリッド。　

重複　なし。

　第１面確認面でも一部露呈していたが、遺構とし

て認識していなかった。第２面調査段階で、平石が

周辺に倒れていることに気づき調査対象となった。

巨礫は地山に入っており、全体的な大きさは不明で

ある。露呈規模で（長径195・短径107・厚さ36㎝）。

巨礫の性質は、板状摂理であり、比較的容易に平石

が採取できる。倒壊していた平石は最低でも６枚あ

り、最も初期段階の倒壊礫である剥片（３号採石−

１）両面に、剥離によるリングが認められる。なお、

巨礫本体にはこの剥片と接合する部分があり、打点

を図化した。打点は矢状を呈している。遺物は掘削

初期段階で、縄文土器小片１点が出土したのみであ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（飯森）

第21図　24区１号溝
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第22図　24区３号採石遺構
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第23図　24区２号住居出土遺物（１）
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第24図　24区２号住居出土遺物（２）

２住−12

２住−13

２住−14

２住−15 ２住−16
２住−17

２住−18 ２住−19

２住−20

２住−21（1/1）
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第25図　24区２号住居出土遺物（３）

２住−24

２住−26

２住−27

２住−28 ２住−29

２住−25（1/1）
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第26図　24区３号住居出土遺物（１）
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第27図　24区３号住居出土遺物（２）

３住−21（1/1）

３住−22（1/1）
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３住−26
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３住−18（1/4）
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第28図　24区４号住居出土遺物（１）
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第29図　24区４号住居出土遺物（２）
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第31図　23・24区土坑出土遺物

第30図　24区４号住居出土遺物（３）

24区22土１

24区22土２

23区６土３

24区31土１

23区６土１

23区６土２

４住−36（1/4）
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第32図　遺構外出土土器（１）
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第33図　遺構外出土土器（２）
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第34図　遺構外出土土器（３）
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第35図　遺構外出土土器（４）
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時代・時期 型式等 西久保Ⅰ 山根Ⅲ 横壁中村

縄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代

草創期

隆起線文

爪形文

多縄文

表裏縄文

早 期

撚糸文

押型文

三戸式

田戸下層式

田戸上層式

子母口式

野島式

鵜ヶ島台式

茅山下層式

茅山上層式 △

絡状帯圧痕文他

前 期

花積下層式 △

二ツ木式 △

関山式 △ △

黒浜式・有尾式 △ △ △

諸磯ａ式 △ △

諸磯ｂ式 △

諸磯ｃ式 △

十三菩提式 △ △ △

中 期

五領ヶ台式 △ △

勝坂１式 ○ ○

勝坂２式 ●

勝坂３式 △ ●

加曽利Ｅ１式 △ ●

加曽利Ｅ２式 △ ●

加曽利Ｅ３式 ●１ ●４ ●

加曽利Ｅ４式 ●４ ●

後 期

称名寺１式 ●

称名寺２式 ●

堀之内１式 △ ●

堀之内２式 △ △ ●

加曽利Ｂ１式 ◎

加曽利Ｂ２式 △ ◎

加曽利Ｂ３式 △ ◎

高井東式 ○

安行１式

安行２式

晩 期

安行３ａ式 △

安行３ｂ式

安行３ｃ式

安行３ｄ式

千網式 ◎

氷式 △ ◎

弥生時代中期前半 △ △ ◎

弥生時代中期後半 △ ○

弥生時代後期 △ △

第６節　まとめ

　今回の報告は、平成13年度と平成18年度に実施し

た山根Ⅲ遺跡の発掘調査の報告である。同遺跡は平

成10年度にも、町道拡幅・深沢橋橋台建設に伴って

吾妻川右岸縁辺を発掘調査しており、その報告はす

でに「八ッ場ダム発掘調査集成⑵」として刊行され

ている。

　今回の報告地点は、そのすぐ南側に位置しており、

前回の調査と、ほぼ同様の結果が得られている。検

出された遺構は、縄文時代中期後半加曽利Ｅ３式期

の竪穴住居３軒のほかに、土坑39基、溝１条、包含

層であった。包含層では、縄文時代早期後半期の条

痕文系土器、前期では関山式〜黒浜式および前期末

葉の一群、中期では加曽利E１式〜同３式期の土器

群、後期では堀之内２式土器、弥生時代では中期前

半期の一群が出土しており、縄文時代中期後半加曽

利Ｅ３式期を中心に、この場所が長期にわたって断

続しながらも使用されていたことを示している。土

坑では、近世以後が５基、古代から中・近世が４基、

その他の28基は縄文時代の所属と想定される。その

うち、24区17号と22号から縄文時代早期後半期の土

器、24区42号から前期中葉期の土器、24区31号から

弥生時代中期前半期の土器がそれぞれ出土している

が、その多くは中期後半の時期に比定されるものと

思われる。溝は近世かその後のものであろう。

　山根Ⅲ遺跡は、北側に傾斜する斜面の広範囲にわ

たって遺跡地に認定されている。これまでの３回に

わたる発掘調査箇所は、遺跡地認定範囲の北西隅の

一画にあたるが、この場所は東沢が吾妻川に合流す

る地点でもあり、その点では東沢に依拠した右岸台

地上の遺構群と捉えることができる。

　今回の調査結果に、すでに報告されている前回の

調査結果を合わせて、現在までに判明した山根Ⅲ遺

跡の継続状況の概要を第２表に示す（●は住居あり、

数字は確定した軒数。◎は遺構あり、遺物多量。○

は遺物多量。△は遺物のみあり。）比較のために、

本遺跡の東側に隣接する横壁中村遺跡と、西側に隣

第６節　まとめ

第２表　八ッ場地域　主要遺跡一覧　	 　
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接する西久保Ⅰ遺跡の調査結果も合わせてみた。横

壁中村遺跡は縄文時代中期後半〜後期前半期の住居

が200軒以上も確認された大規模集落、西久保Ⅰ遺

跡は規模や継続期間が本遺跡と類似する小規模遺跡

である。これらの遺跡が立地する吾妻川右岸中位段

丘面は、ローム層の堆積が認められない比較的新し

い段丘で、吾妻川が運んだ砂礫層と、南側の山地か

ら崩落した多量の礫を含む土砂で構成された、北向

きの傾斜地になっている。対岸の上位及び最上位段

丘面では、縄文時代草創期から人の活動が開始され

ているが、中位段丘面の横壁地区ではやや遅れて、

今のところ早期後半頃から生活の舞台として利用さ

れたようである。3遺跡共に継続性や断絶期に共通

する傾向がうかがえ、横壁中村遺跡を中心に回帰的

な活動が行われていたことが想定される。　　（藤巻）

土坑番号 長軸（㎝） 短軸（㎝） 深さ（㎝） 位　置 出土遺物 備　　考
23−２号土坑 92 86 34 23区−Ｙ−４ 近世以降
23−３号土坑 52 50 34 23区−Ｙ−４ 近世以降
23−４号土坑 − 112 80 23区−Ｙ−３ 縄文時代
23−５号土坑 126 114 82 23区−Ｙ−３ 縄文時代
23−６号土坑 134 122 70 23区−Ｙ−３ 土器１、石２ 縄文時代
23−８号土坑 122 96 74 23区−Ｙ−３ 縄文時代
23−９号土坑 110 66 56 23区−Ｙ−４ 縄文時代相当
23−10号土坑 70 60 66 23区−Ｙ−３ 縄文時代相当
23−11号土坑 − − 65 23区−Ｙ−３ 縄文時代相当
23−12号土坑 61 52 34 23区−Ｙ−３ 縄文時代相当
23−14号土坑 98 60 38 23区−Ｘ−３ 近世以降
24−17号土坑 46 40 34 24区−Ｋ−３ 土器１ 縄文時代相当
24−18号土坑 75 54 50 24区−Ｊ−４ 縄文時代相当
24−19号土坑 98 70 45 24区−Ｋ−３ 縄文時代相当
24−20号土坑 68 58 47 24区−Ｋ−３ 縄文時代相当
24−21号土坑 60 52 64 24区−Ｊ−２ 縄文時代相当
24−22号土坑 90 86 42 24区−Ｌ−４ 土器２ 古代から中近世
24−23号土坑 48 42 48 24区−Ｋ−３ 古代から中近世
24−24号土坑 74 68 38 24区−Ｌ−３ 古代から中近世
24−25号土坑 70 62 35 24区−Ｋ−３ 縄文時代相当
24−26号土坑 56 50 40 24区−Ｉ−４ 縄文時代相当
24−28号土坑 50 42 58 24区−Ｉ−３ 縄文時代相当
24−29号土坑 46 44 43 24区−Ｉ−３ 縄文時代相当
24−30号土坑 56 46 62 24区−Ｈ−４ 縄文時代相当
24−31号土坑 62 50 70 24区−Ｋ−２ 土器１ 縄文時代
24−32号土坑 120 86 70 24区−Ｊ−４ 縄文時代相当
24−33号土坑 90 72 55 24区−Ｈ−５ 縄文時代相当
24−34号土坑 164 142 98 24区−Ａ−２ 縄文時代相当（陥し穴）
24−35号土坑 100 100 40 24区−Ａ−４ 近世以降
24−36号土坑 83 74 24 24区−Ａ−４ 土器２ 近世以降
24−37号土坑 − 106 58 24区−Ａ−３ 縄文時代
24−38号土坑 176 130 42 24区−Ａ−４ 縄文時代
24−39号土坑 103 95 34 24区−Ａ−４ 縄文時代
24−40号土坑 62 54 78 24区−Ａ−３ 縄文時代
24−41号土坑 37 28 59 24区−Ａ−３ 縄文時代
24−42号土坑 130 82 55 24区−Ａ−４ 土器１ 縄文時代
24−43号土坑 102 80 59 24区−Ｂ−２ 縄文時代
24−44号土坑 70 62 34 24区−Ｂ−２ 縄文時代
24−45号土坑 124 86 42 24区−Ａ−５ 縄文時代

第３表　土坑一覧表
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24区２号住居　遺物観察表（石器）
図版番号 器　種 残存 長さ（㎜） 幅（㎜） 厚さ（㎜） 重量（ｇ） 石　材 備　　考
21 石鏃 一部欠損 16 13 3 0．7 黒曜石 未製品
22 打製石斧 刃部一部欠損 93 48 12 89．5 頁岩
23 削器 一部欠損 68 90 14 163．2 安山岩
24 磨製石斧 上部欠損 82 42 18 108．2 蛇紋岩

図版番号 器　種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考
1 深鉢 1/2残存

推定口径　30．0㎝
残存高　　17．5㎝

白色軽石粒を少々含む。
良好。にぶい赤褐色。

口唇部欠損。口縁部は２条の断面三角形の隆線
による渦巻文と楕円状区画文、区画は７単位を
数える。区画内は沈線文を側線として斜位沈線
文を充填する。体部は中位の沈線渦巻文を中核
として３条の沈線で区画される。区画内は剣先
状意匠を当てる。地文の縄文は縦位ＲＬ、口縁
部にスス付着

埋設土器
加曽利Ｅ式平行

2 深鉢 口〜胴部片
推定口径　25．0㎝

白色軽石を多く含む。
普通。にぶい褐色。

口縁部文様帯は２帯に分帯される。上位は渦巻
文と楕円区画文、下位は渦巻文を正位・逆位交
互に配す。空白部は斜位沈線を充填する。体部
は垂下沈線による懸垂文構成か？

加曽利Ｅ式平行

3 深鉢 胴部片 細かな石英をわずかに含む。
良好。にぶい赤褐色。

２条の隆線を垂下させ、空白部は魚鱗状沈線を
充填する。

加曽利Ｅ式平行

4 深鉢 1/2残存
口径　　　22．2㎝
残存高　　17．4㎝

白色軽石粒を含む。良好。
にぶい橙色。

口唇部被熱、口縁部文様帯は隆線による渦巻文
を主とした楕円区画文。区画内は斜位沈線を充
填する。体部文様は沈線による縦位文と縦位波
状文による懸垂文構成。空白部は縦位矢羽状沈
線文を充填する。

炉体土器
加曽利Ｅ式平行

5 深鉢 胴部片 白色軽石粒、砂粒を少々含
む。普通。にぶい赤褐色。

２条の沈線を垂下させ沈線の間の縄文を磨消。
空白部は縦位RLの縄文。

加曽利Ｅ３式

6 深鉢 胴部片 白色軽石粒を少々含む。
良好。灰褐色。

２本の隆線を垂下させ、隆線の側に浅い凹線。
地文の縄文は縦位RL。

加曽利Ｅ３式
７と同一

7 深鉢 胴部片 白色軽石粒を少々含む。
良好。灰褐色。

２本の隆線を垂下させ、隆線の側浅い凹線。地
文の縄文は縦位ＲＬ。

加曽利Ｅ３式
６と同一

8 鉢 口縁部片 白色軽石粒を少々含む。
良好。灰褐色。

口縁部は隆線による渦巻文と楕円状区画文、区
画内は沈線文を側線として斜位沈線を充填する。
口縁外側に赤色塗彩の痕跡がある。

加曽利Ｅ式平行

9 鉢 胴部片 細かな石英をわずかに含む。
良好。黒褐色。

縦位矢羽状沈線。 加曽利Ｅ式平行

10 深鉢 胴部片 白色軽石粒を少々含む。
良好。にぶい橙色。

魚鱗状沈線と蛇行沈線を垂下させる。 加曽利Ｅ式平行

11 深鉢 胴部片 細かな石英を多く含む。良
好。赤褐色。

直２本の隆線を垂下させ、隆線の側面に添って
沈線、空白部は斜位沈線。

加曽利Ｅ式平行

12 深鉢 胴部片 小礫、砂粒を含む。良好。
にぶい橙色。

渦巻文とその周辺に沈線による弧状文。 加曽利Ｅ式平行

13 深鉢 胴部片 細かな石英をわずかに含む。
良好。にぶい橙色。

渦巻文とその周辺に沈線による弧状文と蛇行沈
線文。

加曽利Ｅ式平行

14 深鉢 胴部片 小礫、砂粒を含む。良好。
にぶい橙色。

矢羽根状の浅い沈線で文様を構成する。 加曽利Ｅ式平行

15 深鉢 胴部片 小礫、砂粒を含む。良好。
にぶい橙色。

楕円状区画文。 加曽利Ｅ式平行

16 深鉢 胴部片 小礫、砂粒を含む。良好。
にぶい橙色。

楕円状区画文。 加曽利Ｅ式平行

17 深鉢 胴部片 小礫、砂粒を含む。良好。
にぶい橙色。

楕円状区画文。 加曽利Ｅ式平行

18 深鉢 胴部片 小礫、砂粒を含む。良好。
にぶい橙色。

２条の垂下沈線と縄文縦位RL。 加曽利Ｅ３式

19 深鉢 胴部片 繊維、金雲母をわずかに含
む。良好。にぶい褐色。

縄文を施文、原体は判読できない。繊維を多く
含む。

前期　中葉

20 深鉢 底部残存
底径　　　 7．8㎝
残存高　　 5．6㎝

白色軽石粒を多く含む。
良好。赤褐色。

無文で素朴な仕上がりだが、白色軽石が表面に
浮き出るように磨いたか。内側に炭化物が付着
する。

加曽利Ｅ式

出土遺物観察表

第４表　出土遺物観察表　
24区２号住居　遺物観察表（土器）　
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図版番号 器　種 残存 長さ（㎜） 幅（㎜） 厚さ（㎜） 重量（ｇ） 石　材 備　　考
25 磨製石斧 一部残存 27 23 5 4.6 蛇紋岩
26 くぼみ石 完形 112 65 54 556.0 安山岩
27 台石？ 完形 275 105 77 3500.0 安山岩
28 くぼみ石 完形 163 73 37 671.3 安山岩
29 たたき石 完形 174 64 6 1014.7 安山岩

24区３号住居　遺物観察表（土器）
図版番号 器　種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 備　　考
1 深鉢 底部欠損

口径　　　14．5㎝
残存高　　19．4㎝

金雲母をわずかに含む。良
好。褐色。

口縁部は渦巻文と楕円区画が連接し、４単位を
数える。区画線は凹線、体部は磨消による懸垂
文構成、縄文は縦位と横位の充填施文。

加曽利Ｅ３式

2 深鉢 口縁部欠損
底径　　　 6．0㎝
残存高　　18．5㎝

白色粒、金雲母をわずかに
含む。良好。にぶい赤褐色。

体部は上下２帯に分かれる。上位は渦巻文を中
心として横位弧線文で分帯される。縦位は縄文
が施される。下位は逆U字状文と縦位は縄文に
よる懸垂文構成。地文はＲＬ縦位施文。

加曽利Ｅ式平行

3 深鉢 胴部片 白色粒、砂粒を少々含む。
良好。にぶい橙色。

沈線渦巻文と３条の沈線で区画される。地文の
縄文は縦位ＲＬ。

加曽利Ｅ式平行

4 深鉢 胴部片 白色粒を主体とした砂粒に
石英、金雲母をわずかに含
む。良好。暗褐色。

３条の垂下沈線、地文は縦位ＬＲ。 加曽利Ｅ式平行

5 深鉢 口縁部片
推定口径　16．0㎝
残存高　　16．2㎝

砂粒、金雲母を含む。普通。
暗褐色。

口縁部は２条の隆線による楕円区画文とねじり
を加えた小突帯、隆線の間は刺突文。区画内の
側線は沈線、区画内は縦位の沈線。体部上半は
２条の隆線による渦巻文と楕円区画文、区画及
び空白部は斜位沈線で充填する。

加曽利Ｅ式平行

6 深鉢 口縁部片 白色粒、砂粒を少々含む。
にぶい赤褐色。

隆線と沈線による楕円区画、区画内は縦位沈線
文。

加曽利Ｅ式平行

7 深鉢 口縁部片 白色粒をわずかに含む。良
好。黒褐色。

口縁部は凹線による渦巻文と楕円区画文、区画
内は斜位ＬＲ、内外面磨かれて光沢を持つ。

加曽利Ｅ３式
内面塗彩か？

8 浅鉢 口縁部片 白色粒を少々含む。良好。
赤褐色。

口唇部は折返状に肥厚。口縁部は沈線による楕
円区画文、区画内は斜位沈線を充填し、体部は
渦巻文と波状沈線か？

加曽利Ｅ式平行

9 深鉢 口縁部片 細かな白色粒を多く含む。
良好。黒褐色。

口縁部に２条の隆線。

10 深鉢 口縁部片 白色軽石粒、砂粒を少々含
む。良好。にぶい赤褐色。

口唇部は折り返し状に肥厚、器表面内外横位研
磨により光沢を持つ。

加曽利Ｅ式平行

11 深鉢 口縁部片 白色粒、砂粒に石英をわず
かに含む。良好。暗褐色。

口唇部に内折気味の肥厚。口縁部は隆線による
楕円状区画か、区画内は斜位沈線、体部は対弧
線状意匠と横位沈線。

加曽利Ｅ式平行

12 深鉢 口縁部片 白色軽石粒、砂粒を少々含
む。良好。暗褐色。

口唇内側に１条の突出する隆線、口縁部下段に
交互刺突文による蛇行文、横位隆線により胴部
と口縁部を区分、隆線が垂下し、空白部に交互
刺突文。

加曽利Ｅ式平行

13 深鉢 頸部片？ 細かな白色粒を多く含む。
良好。黒褐色。

頸部に隆線による渦巻文、体部は弧状沈線文。 加曽利Ｅ式平行

14 深鉢 胴部片 白色軽石粒、砂粒を少々含
む。普通。にぶい赤褐色。

横位隆帯に多数刻目、体部は交互の斜位沈線。 加曽利Ｅ式平行

15 深鉢 胴部片 細かな白色粒、砂粒を少々
含む。良好。黒褐色。

２条の隆線による渦巻文。側線は沈線。 加曽利Ｅ式平行

16 深鉢 胴部片 細かな白色粒を少々含む。
良好。黒褐色。

弧線状沈線による区画文か、区画内は斜位沈線。 加曽利Ｅ式平行

17 深鉢 胴部片 白色軽石粒、砂粒を少々含
む。良好。外面赤褐色・内
面黒色。

縦位隆線による懸垂文、体部は交互斜位沈線。 加曽利Ｅ式平行

18 深鉢 口縁4/5〜胴下半
1/3残存

白色粒、砂粒を少々含む。
良好。にぶい橙色。

口唇部は内側に肥厚する。口縁部は大小２本の
隆線による渦巻文が８単位。渦巻文の内側は斜
方向の沈線。体部は沈線文様を用いて、上下２
段左右４単位に文様を割り付けている。上下は
横位の剣先状で区画し、左右は３条単位の渦巻
文を伴う縦位の沈線文で区画する。蛇行沈線は
胴上部から底部まで連続する線が４条、上部だ
けが４条。地文の縄文は縦位ＬＲ。

加曽利Ｅ式平行
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図版番号 器　種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考
19 浅鉢 口縁部片

推定口径21．7cm
白色軽石粒、砂粒を少々含
む。良好。にぶい赤褐色。

口唇部が肥厚し内稜気味に突出する。内外面と
も丁寧な研磨を施し、内外面赤色塗彩する。

20 小型壺 口縁部片 白色粒を少々含む。良好。
赤色。

口縁部は直立気味、頸部で強く屈曲する。
外面赤色塗彩。

（石器）
図版番号 器　種 残存 長さ（㎜） 幅（㎜） 厚さ（㎜） 重量（ｇ） 石　材 備　　考
21 石鏃 先端部欠損 10 16 2 0．6 黒曜石
22 石錐 握り部欠損 22 10 5 1．6 黒曜石
23 打製石斧 刃部3/4欠損 90 54 13 79．1 安山岩
24 打製石斧 ほぼ完形 115 56 20 130．0 紫蘇輝石普通輝石

安山岩
25 打製石斧 ほぼ完形 103 54 17 102．2 紫蘇輝石普通輝石

安山岩
26 打製石斧 刃部欠損 90 46 12 53．6 安山岩
27 くぼみ石 完形 100 59 44 386．1 粗粒輝石安山岩

24区４号住居　遺物観察表（土器）
図版番号 器　種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 備　　考
1 深鉢 口〜胴部片

口径　　　16．4㎝
高さ　　　24．8㎝

白色粒、砂粒を少々含む。
良好。暗褐色。

口縁部無文。口縁部と体部を隆線で区画。隆線
の側面に添って沈線。体部は文様を持つ上半と
無文の下半に分かれる。体部上半は隆線による
渦巻文と蛇行隆線により文様が構成され、隆線
の側面に添って沈線、空白部分は魚鱗状沈線で
充填している。

加曽利Ｅ式平行

2 深鉢 口縁部片
推定口径　20．0㎝
残存高　　13．8㎝

白色粒、砂粒を少々含む。
良好。暗褐色。

１にほぼ共通している。同一個体の可能性もあ
る。

加曽利Ｅ式平行

3 深鉢 底部片
底径　　　 8．0㎝
残存高　　14．4㎝

白色粒、砂粒を少々含む。
良好。暗褐色。

隆線によるＵ字状と垂下沈線による懸垂文が区
画される。隆線は底部端部まで達する。区画内
は弧状沈線と縦位沈線が充填される。体部下半
は縦位ヘラ磨きで光沢を持つ。

加曽利Ｅ式平行

4 深鉢 口縁部片 細かな石英、白色粒を含む。
良好。暗褐色。

口唇部は内側に肥厚する。口縁部は２帯に分か
れる。隆線と沈線による渦巻文と楕円区画文。
区画の中は斜行沈線。

加曽利Ｅ式平行
５と同一か

5 深鉢 口縁部片 細かな石英、白色粒を含む。
良好。暗褐色。

口唇部は内側に肥厚する。口縁部は隆線と沈線
による渦巻文と楕円区画文。

加曽利Ｅ式平行
４と同一か

6 深鉢 口縁部片 細かな石英、白色粒を含む。
良好。暗褐色。

口縁部は隆線による渦巻文と楕円区画文か。
隆線の側線は沈線、区画の中は縦位沈線。

加曽利Ｅ式平行

7 深鉢 口縁部片 白色粒、砂粒、金雲母をわ
ずかに含む。良好。黒褐色。

口唇部は内側に肥厚する。口縁部は斜位沈線文。加曽利Ｅ式平行

8 深鉢 頸部片？ 白色粒、砂粒を少々含む。
良好。黒褐色。

隆線による区画か、区画内は弧状及び斜行沈線
を充填する。

加曽利Ｅ式平行

9 深鉢 胴部片 白色粒、砂粒を少々含む。
良好。暗褐色。

体部に魚鱗状沈線が施文される。 加曽利Ｅ式平行

10 深鉢 胴部片 細かな石英を含む。良好。
にぶい赤褐色

隆線による渦巻文と縦位矢羽状沈線が施文され
る。

加曽利Ｅ式平行

11 深鉢 胴部片 白色粒、金雲母をわずかに
含む。良好。暗褐色。

沈線による渦巻文と魚鱗状沈線文が施文される。 加曽利Ｅ式平行

12 深鉢 胴部片 白色粒をわずかに含む。
良好。にぶい赤褐色。

弧状沈線と縦位沈線文が施文される。 加曽利Ｅ式平行

13 深鉢 胴部片 白色粒をわずかに含む。
良好。にぶい赤褐色。

懸垂文構成、斜行沈線文を施文する。 加曽利Ｅ式平行

14 深鉢 胴部片 白色粒、金雲母を含む。
良好。赤褐色。

２条の隆線、斜位沈線が施文される。 加曽利Ｅ式平行

15 深鉢 胴部片 砂粒、細かな石英を含む。
良好。暗褐色。

２条の隆線、斜位沈線が施文される。 加曽利Ｅ式平行

16 深鉢 胴部片 砂粒、細かな石英を含む。
良好。暗褐色。

沈線による渦巻文を中心として、縦位横位の沈
線文で区画する。地文の縄文は縦位ＲＬ。

加曽利Ｅ式平行

17 深鉢 胴部片 白色粒、砂粒を少々含む。
良好。にぶい橙色。

２条の隆線と渦巻文。 加曽利Ｅ式平行

18 深鉢 胴部片 白色粒を少々含む。
良好。暗褐色。

隆線による渦巻文、地文の縄文は縦位ＬＲ。 加曽利Ｅ式平行

出土遺物観察表
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図版番号 器　種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考
19 深鉢 胴部片 白色粒、金雲母をわずかに

含む。良好。暗褐色。
沈線による渦巻文が施文される。地文縄文は縦
位ＲＬ。

加曽利Ｅ式平行

20 深鉢 口縁部片 白色細粒をわずかに含む。
繊維を含む。良好。黒褐色。

口唇部は断面が尖る。縄文は横位ＬＲ。末端に
結節が認められる。

前期中葉

21 深鉢 胴部片 わずかに細かな砂粒を含む。
繊維を含む。やや不良。赤
灰褐色。

地文縄文は横位ＬＲ。端末に結節。 前期中葉

22 深鉢 胴部片 わずかに細かな砂粒を含む。
繊維を含む。普通。赤灰褐
色。

絡縄帯による施文か。縄文はＬＲ。 前期中葉

23 深鉢 胴部片 白色粒をわずかに含む。繊
維を含む。やや不良。にぶ
い赤褐色。

縄文は横位ＬＲ・ＲＬの文構成か。 前期中葉

24 深鉢 胴部片 白色粒をわずかに含む。繊
維を含む。やや不良。暗褐
色。

地文縄文は横位ＬＲ、上下２段にわたり施文。
端末に結節。下段の一部に横位ＲＬを使用し施
文している。

前期中葉

25 深鉢 底部片 白色粒をわずかに含む。繊
維を含む。やや不良。にぶ
い赤褐色。

底部中央くぼむ。縄文ＲＬか。 前期中葉

（石器）
図版番号 器　種 残存 長さ（㎜） 幅（㎜） 厚さ（㎜） 重量（ｇ） 石　材 備　　考
26 削器 一部欠損 55 52 24 72．0 安山岩
27 打製石斧 刃部一部欠損 93 52 15 91．4 安山岩
28 打製石斧 上部一部欠損 106 72 22 221．4 粗粒輝石安山岩
29 打製石斧 完形 115 64 28 209．3 粗粒輝石安山岩
30 打製石斧 上部刃部欠損 54 39 11 37．5 頁岩
31 石匙 完形 54 22 11 13．7 チャート
32 打製石斧 上部刃部欠損 69 54 22 133．3 安山岩
33 たたき石 完形 78 35 31 117．0 安山岩
34 くぼみ石 一部欠損 100 85 52 441．2 安山岩
35 たたき石 完形 126 47 22 251．5 安山岩
36 磨り石 一部欠損 382 219 131 16900．0 粗粒輝石安山岩 炉石に転用されていた。

23区６号土坑　遺物観察表（土器）　　　　　　　　
図版番号 器　種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 備　　考
1 深鉢 口縁部片 砂粒をわずかに含む。良好。

にぶい赤褐色。
隆帯と沈線による渦巻文と楕円区画文か。区画
内は縦位沈線を施文している。

加曽利Ｅ式平行

（石器）
図版番号 器　種 残存 長さ（㎜） 幅（㎜） 厚さ（㎜） 重量（ｇ） 石　材 形状などの特徴
2 たたき石 一部欠損 117 105 94 1425．9 安山岩
3 砥石 刃部一部欠損 139 107 27 634．8 安山岩

24区17号土坑　遺物観察表（土器）
図版番号 器　種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 備　　考
1 深鉢 胴部片 白色粒を少々含む。繊維を

含む。普通。暗褐色。
一部に縄文ＲＬが施文されている。 早期

24区22号土坑　遺物観察表（土器）
図版番号 器　種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 備　　考
1 深鉢 胴部片 白色粒を少々含む。普通。

にぶい赤褐色。
垂下する沈線が１条施文されている。他無文。
器面摩滅。

中期後半

2 深鉢 口縁部片 白色粒を少々含む。普通。
にぶい赤褐色。

無文の小形土器。縄文の施文無し。
内外面とも、凹凸が顕著。

早期か

24区31号土坑　遺物観察表（土器）
図版番号 器　種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 備　　考
1 壺？ 胴部片 砂粒をやや多く含む。良好。

にぶい橙色
太い沈線。変形工字文。三角連繋文か 弥生前・中期

第２章　山根Ⅲ遺跡
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24区36号土坑　遺物観察表（土器）
図版番号 器　種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 備　　考
1 深鉢 胴部片 白色細粒をわずかに含む。

普通。にぶい赤褐色。
沈線あり、縄文の施文無し。 中期

2 深鉢 胴部片 白色細粒をわずかに含む。
普通。にぶい赤褐色。

沈線あり、縄文の施文無し。 中期

24区42号土坑　遺物観察表（土器）
図版番号 器　種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 備　　考
1 深鉢 胴部片 白色細粒をわずかに含む。

繊維を含む。普通。赤灰褐
色。

地文縄文は横位ＬＲ、端末に結節。 前期中葉

遺構外　遺物観察表（土器）
図版番号 器　種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 備　　考
1 深鉢 胴部片 砂粒、細かな石英を含む。

繊維を含む。良好。にぶい
橙色。

内外面に条痕様の擦痕を施す。 早期後半

2 深鉢 口縁部片 白色粒、繊維を少々含む。
良好。にぶい橙色。

波状口縁、口縁部に山形の突起を貼り付け、円
形刺突文、突起の上部に平行沈線とその後の刺
突文。突起の上部にループ文。

前期　関山〜黒
浜式期

3 深鉢 口縁部片 白色粒、繊維を含む。良好。
にぶい橙色。

２と同一個体か。 前期　関山〜黒
浜式期

4 深鉢 胴部片 白色粒、繊維を含む。良好。
にぶい橙色。

ＲＬとＬＲのループ縄文で羽状縄文を構成。 前期　関山〜黒
浜式期

5 深鉢 胴部片 白色粒、繊維を含む。良好。
にぶい橙色。

４と同一個体か。 前期　関山〜黒
浜式期

6 深鉢 胴部片 白色粒、繊維を含む。良好。
にぶい橙色。

ＲＬとＬＲのループ縄文で羽状縄文を構成。結
節部の回転施文を伴う。２・３の胴部片であろ
う。

前期　関山〜黒
浜式期

7 深鉢 胴部片 白色粒、繊維を含む。良好。
にぶい橙色。

６と同一個体。 前期　関山〜黒
浜式期

8 深鉢 胴部片 白色粒、繊維を含む。良好。
にぶい橙色。

６と同一個体。 前期　関山〜黒
浜式期

9 深鉢 胴部片 白色粒、繊維を含む。良好。
にぶい橙色。

６と同一個体。 前期　関山〜黒
浜式期

10 深鉢 胴部片 白色粒、繊維を含む。良好。
にぶい橙色。

ＲＬとＬＲのループ縄文で菱形羽状を構成。 前期　関山〜黒
浜式期

11 深鉢 胴部片 白色粒、繊維を含む。良好。
にぶい橙色。

６と同一個体。 前期　関山〜黒
浜式期

12 深鉢 胴部片 白色粒、繊維を含む。良好。
にぶい橙色。

６と同一個体。 前期　関山〜黒
浜式期

13 深鉢 胴部片 白色粒、繊維を含む。良好。
にぶい橙色。

10と同様。 前期　関山〜黒
浜式期

14 深鉢 胴部片 白色粒、繊維を少々含む。
良好。にぶい赤褐色。

結束羽状縄文で菱形を構成。 前期　関山〜黒
浜式期

15 深鉢 胴部片 白色粒、繊維を少々含む。
普通。にぶい赤褐色。

14と同一個体。 前期　関山〜黒
浜式期

16 深鉢 胴部片 白色粒を少々含む。普通。
にぶい橙色。

ＲＬとＬＲで羽状縄文を構成。内面に擦痕。 前期　関山〜黒
浜式期

17 深鉢 胴部片 白色粒、繊維を少々含む。
良好。暗褐色。

ＲＬとＬＲで菱形羽状縄文を構成。 前期　関山〜黒
浜式期

18 深鉢 胴部片 白色粒、繊維を少々含む。
良好。にぶい橙色。

17と同様。 前期　関山〜黒
浜式期

19 深鉢 胴部片 白色粒、繊維を少々含む。
良好。にぶい橙色。

無節Ｌを縦横に施文して羽状縄文を構成。 前期　関山〜黒
浜式期

20 深鉢 胴部片 砂粒、繊維を少々含む。普
通。にぶい橙色。

19と同一個体か。 前期　関山〜黒
浜式期

21 深鉢 胴部片 砂粒、繊維を少々含む。普
通。にぶい橙色。

軸縄ＬＲにＬＲ縄を巻いた付加縄第２種縄文を
施文。内面に凹凸あり。

前期　関山〜黒
浜式期

22 深鉢 胴部片 砂粒、繊維を少々含む。普
通。にぶい赤褐色。

21と同様。 前期　関山〜黒
浜式期

出土遺物観察表
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図版番号 器　種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 備　　考
23 深鉢 胴部片 砂粒、繊維を少々含む。普

通。にぶい橙色。
軸縄ＲＬにＬＲ縄を巻いた付加縄第２種縄文を
施文。内面に凹凸あり、内面に条痕様・擦痕様
の荒い調整痕が残る。

前期　関山〜黒
浜式期

24 深鉢 胴部片 砂粒、繊維を少々含む。普
通。外面黒褐色内面橙色。

23と同様。 前期　関山〜黒
浜式期

25 深鉢 胴部片 砂粒、繊維を少々含む。普
通。外面褐色内面黒褐色。

23と同様。 前期　関山〜黒
浜式期

26 深鉢 胴部片 砂粒、繊維を少々含む。普
通。灰褐色。

23と同様。 前期　関山〜黒
浜式期

27 深鉢 胴部片 砂粒、繊維を少々含む。普
通。褐色。

23と同様。 前期　関山〜黒
浜式期

28 深鉢 胴部片 砂粒、繊維を少々含む。普
通。褐色。

23と同様。 前期　関山〜黒
浜式期

29 深鉢 胴部片 砂粒、繊維を少々含む。普
通。灰褐色。

23と同様。 前期　関山〜黒
浜式期

30 深鉢 胴部片 砂粒、繊維を少々含む。普
通。にぶい橙色。

23と同様。 前期　関山〜黒
浜式期

31 深鉢 胴部片 砂粒、繊維を少々含む。普
通。にぶい赤褐色。

23と同様。 前期　関山〜黒
浜式期

32 深鉢 胴部片 砂粒、繊維を少々含む。普
通。にぶい橙色。

内外面に条痕様・擦痕様の荒い調整痕が残る。
23〜31の胴部下半の破片であろう。

前期　関山〜黒
浜式期

33 深鉢 胴部片 砂粒、繊維を少々含む。普
通。橙色。

内外面に条痕様・擦痕様の荒い調整痕が残る。
23〜31の胴部下半の破片であろう。

前期　関山〜黒
浜式期

34 深鉢 口縁部片 砂粒を少々を含む。良好。
暗褐色。

地文に横位集合沈線、結節浮線文が添付される。 前期末

35 深鉢 胴部片 砂粒、繊維を少々含む。良
好。にぶい橙色。

内皮使用の結節平行沈線文による菱形意匠か。 前期末

36 深鉢 胴部片 砂粒、繊維を少々含む。良
好。にぶい橙色。

ＬＲ・ＲＬによる、結節羽状縄文。 前期末

37 深鉢 胴部片 白色粒を少々含む。良好。
にぶい橙色。

縦位平行沈線及び縦位波状沈線。地文に縦位Ｒ
Ｌ。

加曽利Ｅ１式

38 深鉢 胴部片 白色粒にわずかな石英含む。
良好。にぶい赤褐色。

２条の沈線による懸垂文構成か、地文の縄文は
縦位ＬＲ。

加曽利Ｅ１式

39 深鉢 胴部片 白色粒をやや多く含む。
良好。にぶい橙色。

上位に弧状沈線、体部は沈線による懸垂文か、
縄文は縦位ＬＲ。

中期

40 深鉢 胴部片 白色粒をやや多く含む。
良好。にぶい橙色。

隆帯による口縁部区画、側線には凹線。縄文は
縦位ＲＬ。

加曽利Ｅ３式

41 深鉢 胴部片 白色粒、砂粒を少々含む。
良好。にぶい橙色。

２条の垂下沈線による懸垂文構成か、地文は縦
位ＬＲ。

加曽利Ｅ式平行

42 深鉢 胴部片 白色粒、砂粒を少々含む。
良好。にぶい橙色。

２条の垂下沈線による懸垂文構成か、地文は縦
位ＬＲ。

加曽利Ｅ式平行

43 深鉢 口縁部片 白色粒にわずかな石英を含
む。良好。褐色。

口縁部渦巻き状突起より２条１組の隆線が派生
し、口縁部区画文を画する。側線は沈線。区画
内は縦位・斜位沈線を充填する。

加曽利Ｅ式平行

44 深鉢 口縁部片 白色粒にわずかな石英、黒
雲母を含む。良好。褐色。

口縁部渦巻き状突起より、１条の隆線が派生し
口縁部区画文を画する。体部は矢羽状交互沈線。

加曽利Ｅ式平行

45 深鉢 突起部片 白色粒を少々含む。良好。
褐色。

棒状の口縁部突起、口唇部に刻み目を施し、突
起に添って円形刺突文を施す。

加曽利Ｅ式平行

46 深鉢 口縁部片 白色粒を少々含む。良好。
褐色。

口唇部内側肥厚、口縁部隆線による楕円区画文。
側線は沈線。区画内は斜位沈線。

加曽利Ｅ式平行

47 深鉢 口縁部片 白色粒を少々含む。良好。
黒褐色。

口唇部肥厚、口縁部無文。交互刺突による波状
文。

加曽利Ｅ式平行

48 深鉢 口縁部片 白色粒を少々含む。良好。
暗褐色。

直立気味の口縁部、渦巻文を波頂部とし低隆線
により口縁部区画文を配する。区画内は縦位沈
線。体部は撚糸文縦位施文。

加曽利Ｅ式平行

49 深鉢 胴部片 白色粒を少々含む。良好。
にぶい橙色。

２条の横位隆帯。以下縦位沈線が施される。 加曽利Ｅ式平行

50 深鉢 胴部片 白色粒を少々含む。普通。
にぶい赤褐色。

波状口縁。直下に隆線による渦巻文が配される。
空白部は沈線が充填される。

加曽利Ｅ式平行

51 深鉢 胴部片 白色粒、砂粒を少々含む。
良好。暗褐色。

渦巻文による双環状突起。平行沈線施文後の交
互刺突による連続弧状文を頸部に施す。以下は
縦位の沈線が充填される。

加曽利Ｅ式平行

第２章　山根Ⅲ遺跡
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図版番号 器　種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 備　　考
52 深鉢 胴部片 白色粒を少々含む。良好。

にぶい橙色。
口縁部内面に横位隆線。外面２条の隆線による
縦位渦巻文の連接、空白部は横位の沈線を施す。

加曽利Ｅ式平行

53 深鉢 胴部片 白色粒を少々含む。良好。
にぶい橙色。

隆線による渦巻文か、沈線による渦巻文が施さ
れる。空白部は縦位矢羽状沈線。

加曽利Ｅ式平行

54 深鉢 胴部片 白色粒を少々含む。良好。
にぶい橙色。

内皮使用の平行沈線が垂下する。空白部は斜位
沈線。

加曽利Ｅ式平行

55 深鉢 胴部片 白色粒を少々含む。良好。
にぶい橙色。

隆線による口縁部楕円区画か、区画内は縦位沈
線を施す。体部は斜位沈線を施す。

加曽利Ｅ式平行

56 深鉢 胴部片 白色粒を少々含む。良好。
にぶい橙色。

沈線のみの施文か、弧状沈線・縦位羽状沈線が
施される。

加曽利Ｅ式平行

57 深鉢 胴部片 白色粒、砂粒を少々含む。
良好。にぶい橙色。

垂下隆線と波状隆線による懸垂文構成か、空白
部は縦位羽状沈線。

加曽利Ｅ式平行

58 深鉢 胴部片 白色粒をやや多く含む。
良好。にぶい橙色。

縦位波状隆線。空白部は斜位沈線。 加曽利Ｅ式平行

59 深鉢 胴部片 白色粒にわずかな石英、雲
母を含む。良好。暗褐色。

２条の隆線による大柄の渦巻文。空白部は細沈
線文が施される。

加曽利Ｅ式平行

60 深鉢 胴部片 白色粒・石英・雲母を含む。
良好。にぶい赤褐色。

２条の隆線による懸垂文構成。空白部は斜位沈
線を施す。

加曽利Ｅ式平行

61 深鉢 底部片
底径　12.5㎝

白色粒を少々含む。良好。
にぶい橙色。

垂下隆線末端。横位沈線が見られる。底面も沈
線か。

加曽利Ｅ式平行

62 深鉢 胴部片 白色粒にわずかな石英を含
む。良好。にぶい橙色。

ＬＲ横位施文が覆う。 加曽利Ｅ式平行

63 深鉢 胴部片 白色粒を少々含む。良好。
にぶい橙色。

２条の細隆線が弧状に添付される。渦巻文か。 堀之内２式

64 深鉢 口縁部片 砂粒をわずかに含む。良好。
灰褐色。

口唇部内屈、口縁部に横位細隆線と「８」の字
状の貼付文、以下横位沈線文と充填縄文。

堀之内２式

65 深鉢 胴部片 砂粒をわずかに含む。良好。
灰褐色。

横位沈線の内側を横位ＲＬの縄文で充填。 堀之内２式

66 深鉢 胴部片 白色粒を少々含む。良好。
にぶい赤褐色。

細沈線が施される。地文の縄文は横位ＬＲ。 堀之内２式

67 深鉢 円盤状破片 白色粒、砂粒を多く含む。
良好。にぶい橙色。

体部中位の破片、沈線による弧線文が施される。 土製円盤か

68 壺？ 胴部片 白色粒、砂粒を少々含む。
良好。橙色。

横位・斜位沈線が密接に施される。 弥生か

69 深鉢 胴部片 砂粒をわずかに含む。良好。
にぶい橙色。

２条の垂下隆線による懸垂文構成か。縄文
はＲＬ縦位施文。

晩期〜弥生

70 深鉢 胴部片 砂粒をわずかに含む。普通。
橙色。

２条の垂下隆線による懸垂文構成か。縄文はＲ
Ｌ。69と同一個体。

71 碗
磁器

底部片
底径　7.2㎝

良好。 染付碗。 波佐見系・18世
紀中期〜後半

72 皿？
磁器

底部片
底径　3.8㎝

良好。 染付皿、見込にコンニャク印判五弁花文。高台
内の裏銘は判読出来ない。

波佐見系・18世
紀中期〜後半

（石器）
図版番号 器　種 残存 長さ（㎜） 幅（㎜） 厚さ（㎜） 重量（ｇ） 石　材 備　　考
73 石鏃 先端部欠損 13 14 3 0．2 黒曜石
74 石鏃 脚部残存 14 10 3 0．2 黒曜石
75 磨製石斧 上部欠損 42 65 28 96．7 蛇紋岩
76 石核 一部欠損 27 25 11 5．7 黒曜石
77 打製石斧 ほぼ完形 80 41 16 59．9 頁岩
78 スタンプ形石器 ほぼ完形 73 83 41 350．8 安山岩
79 打製石斧 ほぼ完形 84 45 12 58．5 安山岩
80 打製石斧 ほぼ完形 72 46 12 65．0 安山岩
81 打製石斧 刃部欠損 55 51 14 49．9 紫蘇輝石普通輝石

安山岩
82 石鍬？ 上部欠損 70 91 23 157．5 安山岩

24区３号採石遺構　遺物観察表（石器）
図版番号 器　種 残存 長さ（㎜） 幅（㎜） 厚さ（㎜） 重量（ｇ） 石　材 備　　考
1 − − 255 154 27 996．7 安山岩

出土遺物観察表
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第３章　上原Ⅳ遺跡

第１節　調査に至る経緯と経過

　八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査は、

建設省関東地方建設局（現　国土交通省関東地方整

備局）と群馬県教育委員会、長野原町教育委員会、吾

妻町教育委員会が協議し、平成６年３月18日「八ッ

場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財調査の実施に関す

る協定書」を、建設省関東地方建設局と群馬県教育

委員会の両者で締結し、発掘調査事業の実施計画が

決定された。同年４月１日、関東地方建設局長と群

馬県教育委員会教育長との間で発掘調査受託契約を

締結し、同日同教育長と群馬県埋蔵文化財調査事業

団理事長の両者で発掘調査委託契約が締結され、調

査が開始された。

　上原Ⅳ遺跡の調査は、周知の遺跡（長野原町遺跡

台帳44）であることから、平成15年度工事予定とす

る林地区内町道拡幅工事に際して調査対象となった。

具体的には、平成15年３月19日の八ッ場ダム関連調

整会議の席上、はじめて調査予定対象地として協議

されている。当初は東西道路部分（上原Ⅱ遺跡）も予

定となっていたが、協議の過程で西端Ｓ字部分を先

行調査することとなり、同年７月８日八ッ場ダム関

連調整会議席上、８月１日調査着手予定が決定され

た。

日誌抄録

平成15年

　８．４　表土掘削開始

５　下調査区遺構確認着手

６　前日の大雨により、中調査区冠水

　　水抜き及び雨水流入防止作業

７　上調査区１号住居跡調査開始

８　台風対策（週末大雨）

11　斉藤課長台風後の現場視察来跡

18　上調査区１号列石遺構調査開始

25　ハイライザーによる全景写真

26　中調査区盛土層掘削開始

29　中調査区溝群調査開始

　９．９　中調査区旧河道調査開始

11　調査終了

16　埋め戻し

第２節　調査の方法

　調査区は３カ所に分かれており、すべて中グリッ

ド名で84区に含まれるため、便宜上北側山手より上・

中・下調査区と呼称し、遺構名については中グリッ

ド単位の原則に基づき付番を行った。表土採集遺物

に関しては、中グリッド使用による混乱を避けるた

め、上・中・下調査区を冠して管理することとした。

　表土掘削は、掘削機（バックホー）によって行っ

た。

　竪穴住居跡・土坑などの調査は、埋没土層堆積状

況の観察用ベルトを任意に設定し、ジョレン・移植

ゴテほかにより掘削を行うとともに、遺構断面（縮

尺1/20）測量および写真撮影を行った。

　遺構平面測量にあたっては、業者委託によるデジ

タル平板測量を基本として、任意に縮尺1/10、1/20、

1/40、1/100を選択して行った。

　記録写真の撮影には、基本的に６×７、35㎜のモ

ノクロフィルムとリバーサルフィルムを使用した。

　縄文時代晩期・弥生時代包含層遺物については、
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希少な遺物であるという判断から、可能な限り出土

位置を平面実測し、出土地点観測に努めた。なお、

出土位置を実測しなかった包含層遺物についても、

将来的な分布範囲の地点的な集約を想定して、４m

グリッドごとに分別した。

　中調査区では、水田下盛土層に縄文時代晩期の遺

物が混入することから、便宜的に４ｍグリッドごと

に分別取り上げを行った。下層に埋没していた旧河

道については、水中ポンプを随時使用して湧水処理

を行った。掘削は巨礫を混入する砂礫となるため、

掘削機で大部分を掘削して、最終的な遺構面の検出

作業のみ人力とした。なお、木器出土が比較的多か

ったため、濡れタオル等を使用して、随時乾燥に備

えながら、調査を行った。

　中調査区北半分は、旧建物敷地と通用路及び斜面

となるため、ＴＰ１・ＴＰ２を設定して遺構確認を

行った。ＴＰ１は斜面であり遺構は発見されなかっ

た。ＴＰ２は旧作業小屋敷地であり、Ⅳｂ層まで削

平されていることが判明した。

　下調査区は薬師堂に隣接する物置であったため、

旧時の遺構を精査したが、近世遺物が採集されたの

みであった。なお、ＴＰ３を設定して下層観察を試

みたが、基盤層であるⅥ層が露呈されており、人力

による掘削は困難で、深度0．5ｍで作業終了した。

第３節　調査区の設定

　国家座標（2002．4改正以前の日本測地系を使用）

に基づく。長野原町域を含め、八ッ場ダム関連の建

設事業に及ぶ吾妻町大戸付近に至る範囲に方眼がす

でに設定されている。全体的な設定状況については、

群埋文2002『八ッ場ダム発掘調査集成⑴』に詳述さ

れているため、参照願いたい。

　１㎞方眼をもとに地区（大グリッド）が設定され、

本遺跡はNo27地区に所在する。グリッドの設定は、

日本平面直角座標第Ⅸ系を使用しており、方眼の原

点は南東隅にあたる東吾妻町大柏木付近の座標値Ｘ

＝＋58000．0、Ｙ＝−97000．0の地点である。大グリ

ッドはこの地点から北西に向い60区画が設定されて

いる。さらに100ｍ方眼をもとに、区（中グリッド）

が設定される。

　グリッドの最小単位として、４ｍ方眼によるグリ

ッド設定がある。Ａ−１〜Ｙ−25。100ｍ方眼の中の

中グリッド内を４ｍ方眼で625区画に分割する。グ

リッドの番号はＸ軸にアルファベット、Ｙ軸に算用

数字を用いる。Ｘ軸は東から西へＡ〜Ｙまで、Ｙ軸

は南から北へ１〜25までの番号を付す。グリッドの

呼称は、南東隅のグリッド番号を使用し、中グリッ

ド名たとえば84区などを冠して呼称した。

　八ッ場ダム関連埋蔵文化財調査では、別に便宜的

な遺跡略称を設けており、本遺跡は４：林地区にあ

ることから、ＹＤ４−13が付番されている。

　通例、八ッ場地区調査では中グリッド名を優先し

て、遺構名及び遺物を把握し遺物注記を行う。しか

し、本遺跡では３つに分かれた調査区がすべて同一

の中グリッドに属し、立地や遺構の性格も異なるた

め、調査時の便宜的呼称である上・中・下調査区を

存続して、補助的に使用することとした。
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第３節　調査区の設定

第36図　調査区設定図（No27区）
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第４節　遺跡の立地と基本土層

　本遺跡は吾妻川左岸、林集落の載る扇状地地形の

西側扇端部に位置し、集落では西組と呼ばれる屋敷

地である。西方は小谷地を挟んで王城山に連なる山

岳部となる。西側谷地を流れる押手沢川は水量も多

く、旧時に扇状地地形を形成した流路の一つである。

地形的に表流水が集まるため、増水による氾濫もあ

り、流域は県砂防指定区域となっている。また、流

路は中調査区附近で西に折れ、下調査区が大地の突

端となって、以南は水田耕作に利用される低地とな

っている。この低地は押手沢川旧流路に形成された

埋没谷である。この流水が、現在は水田を満たす用

水にもなっている。

　調査地は傾斜に沿って南北Ｓ字形に分布する。標

高は約640〜649ｍである。基本土層観測地点は第36

図に示してある。

　上調査区は、斜面であることから黒色土が比較的

厚く堆積する。大小礫を包含するのは、背後に山岳

部を持つためであろう。Ⅳa層はにぶい黄褐色を呈

し、やや砂質であるのは、扇状地地形による表流水

の影響であろうか。固く締まっており、人力による

掘削を寄せ付けない。Ⅲ層との層境あたりから大〜

巨礫が増えてくる。

　中調査区は調査前水田耕地であったことから、良

好な遺構の遺存が期待されたが、著しい地形改変が

判明した。調査区の西半分は近時の造成によって平

坦にされたものであり、元来は押手沢川の旧流路に

運ばれてきた砂礫によって埋没した斜面であった。

その後、おそらく周辺の土を削平して盛土され水田

の床土が形成されたようである。したがって、元来

の縁辺部であった東半分もⅣb層まで削平され、黒

色土内に形成された遺構は消滅していた。Ⅳb層は

YPkを含むがシルト質で、ロームとしても二次堆積

に近い様相である。旧河道の河床面は黄色〜青灰色

シルトであり、基盤層が押手沢川の流路変更によっ

て削り込まれた結果であることが判明した。

第37図　基本土層図
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第４節　遺跡の立地と基本土層

第38図　全体図（上調査区）
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第５節　検出された遺構と遺物

遺跡の概要

　上調査区（第38図）　Ⅲ〜Ⅳ層上面を確認面とする

１面調査である。遺構の主体は縄文時代後期であり、

竪穴住居跡４軒が重複し、更に重なって列石遺構・

配石遺構や土坑６基ほかが検出された。１号住居跡

周辺では、縄文晩期から弥生時代の遺物がやや多く

出土した。整理段階で帰属する遺構の把握を目指し

たが、該当するものがなく、遺構外出土遺物として

掲載した。

　遺構確認面が浅い北壁近くでは、１号竪穴状遺構

とピット４基、及び焼土遺構１基が発見されたが、

出土遺物がなく、時期不明として扱った。

中調査区（第60図）　現耕作水田の床土として造成し

た盛土層が厚く堆積しており、その下層から溝５条、

更に下層で旧河道跡を検出した。旧河道跡は出土遺

物から中世以降に埋没したと考えられる。近世の溝

から木器が多く出土している。

第１項　縄文時代（上調査区）

１．竪穴住居跡

１号住居跡（第 39 〜 41 図、第 42・43 図、ＰＬ 25・26・45・46）

第39図　１号住居跡遺物出土状態
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第５節　検出された遺構と遺物

位置　84−Ｂ・Ｃ−16・17グリッド

重複　１号列石遺構より前出か並存、２・３号住居

跡より後出。　形態　柄鏡形敷石住居

主軸方位　Ｎ−18°−Ｗ

規模　長軸5．35＋1．85（柄）＝7．2ｍ　短軸5．12ｍ

壁　東壁17㎝、西壁28㎝、南壁14㎝、北壁28㎝

炉　未検出。中央部やや南よりの床面に滲んだ焼土

が確認されたが、掘り込みは無かった。

内部施設　内土坑：中央部に位置し、炉を想定した

が焼土は含まれていない。断面観察から、後出の可

能性もある。長軸（69㎝）短軸61㎝深さ27㎝。石囲

い：柄部分で検出。覆土が浅いため、攪乱を受ける。

長軸69㎝　短軸65㎝　深さ40㎝。ピット10基を検出

した。Ｐ１やＰ３など、柱の周りに石を充填した様

相のものが見られる。　ピットの規模（長径・短径・

深さ㎝）P１：114、104、33、P２：72、60、30、P

３：27、24、46、P４：39、35、33、P５：30、25、

46、P６：16、11、15、P７：30、25、26、P８：30、

第40図　１号住居跡
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27、38、P９：53、50、32、P10：32、31、17

床　まばらながら平石により敷石が施される。敷石

表面に黒斑が目立ち、被熱の可能性あり。

掘り方　北壁際で５〜10㎝確認できるが、全体とし

て明確でない。

埋没状況　調査当初、北東角付近で出土した大礫を、

住居廃絶後の混入礫として、記録を残さず除去して

しまった。調査経過からみて、それらは１号列石遺

構からの崩落であろう。ただし、それらも住居の中

心軸までは達しておらず、１号列石遺構が後出と確

定するには至らない。

　表土は厚いが、埋没土の黒みは強く、敷石を確認

して初めて住居と認識できたため、埋没状況の観察

はできていない。　遺物出土状態　破片遺物が多い。

第41図　１号住居跡掘り方
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第５節　検出された遺構と遺物
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第42図　１号住居跡出土遺物（１）
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第43図　１号住居跡出土遺物（２）



67

２号住居跡（第44・45図、第47図、ＰＬ27・28・46）

　１号列石遺構の南側約1．5ｍ離れて大きな平石が

３枚敷かれており、周辺のピットの分布も加味して

住居と認定した。単独の配石遺構とするには平石以

外の石が少なかった。

位置　84−Ａ・Ｂ−16・17グリッド

重複　１号住居跡・１号列石遺構より前出。

主軸方位　不明　　規模　推定径6．4ｍ

壁　不明　　炉　なし　

内部施設　ピット11基を検出した。　ピットの規模

（長径・短径・深さ㎝）Ｐ１：32、29、15、Ｐ２：

31、26、25、Ｐ４：25、20、15、Ｐ５：37、36、30、

Ｐ７：35、30、20、Ｐ８：37、31、21、Ｐ９：40、

26、33、Ｐ10：54、42、27、Ｐ11：34、28、73

床　　Ｐ１北側に敷石３枚、中央部やＰ11で平石が

散在するが、床面は明確でない。

第５節　検出された遺構と遺物

第44図　２号住居跡
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３号住居跡（第46図、第48・49図、ＰＬ28・29・46

・47）

　１号列石遺構の北側約１ｍ離れて細長い平石が敷

かれており、周辺のピットの分布も加味して住居と

認定した。遺物が一部に集中するなど、住居の認定

に疑問も残るが、中央部に炉の痕跡もあるため、住

居として扱った。

位置　84−Ａ・Ｂ−16・17グリッド

重複　１号列石遺構より前出。　主軸方位　不明

規模　推定径7．5ｍ　壁　不明

炉　石囲いもないが、比較的明瞭な焼土が掘り込ん

だ底面にみられる。17号ピットに壊されており、遺

存状態は悪い。長軸（64㎝）短軸52㎝深さ20㎝。内

部施設　ピット19基を検出した。Ｐ15はやや規模が

大きく、柄鏡形住居の付け根部に散見されるいわゆ

る対ピットを思わせる。ピットの規模（長径・短径

・深さ㎝）Ｐ１：44、20、10、Ｐ２：39、34、18、Ｐ３：

31、25、25、Ｐ４：48、46、45、Ｐ５：47、37、25、

Ｐ６：36．5、33、58、Ｐ７：22、21、24、Ｐ８：25．5、

23、21、Ｐ９：22、21、11、Ｐ10：47、46、38、Ｐ

11：55．5、51．5、49、Ｐ12：35、22．5、34、Ｐ13：

30、28、15、Ｐ14：28、26、12、Ｐ15：64、56、35、

Ｐ16：57、54、93、Ｐ17：32、22．5、10、Ｐ18：32．5、

23、35、Ｐ19：27、24、13、

床　北西隅の敷石以外不明。　埋没状況　不明

遺物出土状態　敷石周辺に偏在する。住居の認定を

含めて疑問を残す。Ｐ６中層から石棒（12）、Ｐ16底

面近くで完形のミニチュア土器（５）が出土する。

４号住居跡（第51図、第50図、ＰＬ30・47）

　調査区東壁に沿ってわずかに検出され、大部分は

調査区域外に残る。輪郭に沿って丸い川原石の小石

４つがカーブをなし、内側に平石２つが並び、範囲

を推定した。

位置　83−Ｙ−17、84−Ａ−17グリッド

重複　なし　　主軸方位　不明

検出規模　長軸（4．45ｍ）短軸（0．73ｍ）

壁　北壁約20㎝　　炉　未検出

内部施設　ピット２基を検出した。　ピットの規模

（長径・短径・深さ㎝）Ｐ１：42、37、24、Ｐ２：38、

37、50

床　不明　　埋没状況　埋没土の黒みが強く、土層

観察困難により不明。　遺物出土状態　輪郭に沿っ

て小礫が廻っており、完形のミニチュア土器（４）

が横転して出土した。

掘り方　三角形の平石から北に約70㎝離れ

て深さ５㎝程の掘り方が断面で認められた

が、平面的には図化できなかった。　

埋没状況　不明

遺物出土状態　破片遺物が多い。後出する

１号列石遺構の遺物である可能性残る。１

号列石遺構の南側にほぼ並行するが、カー

ブの強い小礫列があり、位置関係から本遺

構の輪郭に配された礫群と考えられる。

第45図　２号住居跡遺物出土状態
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第５節　検出された遺構と遺物

第46図　３号住居跡
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第48図　３号住居跡出土遺物（１）

第47図　２号住居跡出土遺物
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第５節　検出された遺構と遺物
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第50図　４号住居跡出土遺物

第49図　３号住居跡出土遺物（２）
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２．土坑・ピット

　出土遺物がないが、埋没土や確認層位から縄文時

代の所産として扱う。

１号土坑（第52図、ＰＬ31）Ｂ−18・19グリッド。

上下面ともやや整った楕円形。壁は斜めに立ち上が

る。底面はほぼ平坦。規模は、長辺137㎝、短辺122

㎝、深さ29㎝である。

２号土坑（第52図、ＰＬ31）Ａ−18グリッド。東側

約半分は調査区域外に含まれる。平面形態不明。壁

は斜めに立ち上がる。底面はほぼ平坦。規模は、長

辺175㎝、短辺100㎝、深さ30㎝である。

３号土坑（第52図、ＰＬ31）Ａ・Ｂ−18グリッド。

上下面ともやや整った楕円形。壁は斜めに立ち上が

る。底面はほぼ平坦。規模は、長辺140㎝、短辺129

㎝、深さ60㎝である。

４号土坑（第52図、ＰＬ31）Ｂ−17グリッド。１号

住居跡より後出。上下面ともほぼ円形。壁は丸みを

持って斜めに立ち上がる。底面はほぼ平坦。規模は、

長辺115㎝　短辺104㎝、深さ25㎝である。１号住居

跡の敷石面を壊して構築されており、平石が一部立

ちあがるが、意図的なものか判断できない。出土遺

物は１号住居からの混入と判断される。

６号土坑（第52図、ＰＬ31・32）Ｂ−18グリッド。

上下面とも楕円形。壁は斜めに立ち上がる。底面は

丸みを持つ。規模は、長辺60㎝、短辺40㎝、深さ12

㎝である。大中礫の混入多い。

７号土坑（第52図、ＰＬ32）Ｃ−18グリッド。上下

面とも不整楕円形。西壁は緩やかに、東壁はやや垂

直に立ち上がる。底面はほぼ平坦。規模は、長辺110

㎝、短辺100㎝、深さ34㎝である。

１号ピット（第52図、ＰＬ34）Ａ−16グリッド。規

模は、長辺23．5㎝、短辺23㎝、深さ18㎝である。２

号配石遺構最下面で確認され、前出する別遺構と判

断した。

２号ピット（第52図、ＰＬ34）Ａ−16グリッド。規

模は、長辺29㎝、短辺29㎝、深さ14㎝である。

10号ピット（第52図、ＰＬ34）Ｂ−17・18グリッド。

規模は、長辺33．5㎝、短辺31㎝、深さ23㎝である。

17号ピット（第52図）Ａ−17グリッド。３号住居跡

炉より後出する。規模は、長辺41㎝、短辺29㎝、深

さ13㎝である。

19号ピット（第52図）Ａ−17グリッド。規模は、長

辺72㎝、短辺66㎝、深さ23㎝である。

第51図　４号住居跡
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第52図　１〜４・６・７号土坑、１・２・10・17・19号ピット
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３．列石遺構・配石遺構・集石遺構・焼土遺構

１号列石遺構（第53図、第54・57図、ＰＬ32〜34・

48、口絵２）

　Ａ・Ｂ−16〜18グリッド。２・３号住居跡より後

出で、１号住居跡より後出か並存する。１・２号配

石遺構が南端に付加される。北端部は幅１〜1．5ｍ

程度石が集まっており、第１面として図化を行った。

人頭大の山石が25個前後並び、北西端は２列気味に

なり、第２面とした。規模は、長さ9．35ｍ、幅76㎝

である。人頭大山石は一段であり、掘り方面より浮

いているものも見られる。列石の下位は、溝状に掘

り込まれており、掘り方として図化した。深さは７

〜10㎝である。出土遺物はやや多いが、石に混入す

る感じで、使用状態を示すものではない。

１号配石遺構（第55図、第57図、ＰＬ34・35・48）

　Ａ−16グリッド。１号列石遺構の石列に派生する

形で東側を人頭大の石列で囲む。長円形。規模は、

長軸1．55ｍ短軸1．03ｍである。内側は土坑状の掘り

込みはなく、石の下端を底面としてとらえた。東壁

中央付近では、長さ20㎝幅10㎝程度の焼土が滲んだ

状態で確認された。西壁近くには上端部を欠く深鉢

（１）が、正置されて見つかった。掘り込みは不分明

だが、底面に埋め込まれた様子である。出土遺物は

少ない。

２号配石遺構（第55図、第58図、ＰＬ34〜36・49）

　83−Ｙ−16、Ａ−16グリッド。１号配石遺構の東

壁を共有する形で、楕円形に大中礫の石列で囲む。

規模は、長軸1．54ｍ短軸1．28ｍである。石は１号配

石遺構に比べ厚さが無い。配石の内側を掘削すると、

凸凹して地山石が露呈し、掘り込みなどは確認でき

なかった。遺物もバラバラと散漫に検出された。

１号集石遺構（第56図、第57図、ＰＬ36・49）　

　Ｃ−17・18グリッド。径50㎝大の巨円礫の周りに

小礫群がまとまって検出された。規模は、長軸1．92

ｍ、短軸1．31ｍである。断ち割り調査の結果、集石

は表面のみであり、Ⅳa層上面で丸みを持つが、地

形的な傾斜変換点でもあるため、疑問が残る。遺物

は石に混入して深鉢（１）などが出土した。

２号焼土遺構（第59図、ＰＬ36）

　Ｃ−17グリッド。１号住居跡より後出で、埋没後

構築される。焼けの悪い焼土であり、黄褐色を呈す

る。規模は、長辺43㎝、短辺42㎝、深さ４㎝である。

出土遺物はない。

３号焼土遺構（第59図、ＰＬ36・37）　

　Ａ−16グリッド。２・３号住居跡のピットよりも

前出であり、遺存状態は悪い。確認段階で地山礫が

露呈する隙間に焼土混土が確認できた。規模は、長

辺61㎝、短辺52㎝である。掘り込み面もわずかであ

り、全容は不明である。掘り込み深度６㎝。２号住

居跡の炉が未検出のため、その炉に充てたいところ

であるが、東に寄りすぎており、ピットとの位置関

係からも別遺構とした。出土遺物はない。
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第53図　１号列石遺構
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第54図　１号列石遺構出土遺物



77

第５節　検出された遺構と遺物

第56図　1号集石遺構

第55図　１・２号配石遺構
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１配２
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１列15

第58図　２号配石遺構出土遺物

第57図　１号列石・１号配石・１号集石遺構出土遺物
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第２項　中世〜近世（中調査区）

１．溝

　溝は５条あるが、１号溝は台地平坦面を掘削して

おり、２〜５号溝は旧河道が埋没してできた斜面に

上位に造られており、同じような意図を持った一連

の遺構であろう。

１号溝（第61図、ＰＬ37）

　Ｇ−11グリッド。規模は、長さ3．2ｍ、幅20〜34㎝、

深さ４〜６㎝である。Ⅳb層を掘り込む。遺構全体を

盛土層Ⅱ�が埋める。等高線に平行であり、水路の

底面を思わせる。出土遺物はない。造成時の削平に

より上半部を消失したものと考える。

２号溝（第61図、第64図、ＰＬ37・38・40）

　Ｇ・Ｈ−11・12グリッド。Ⅳｂ層の縁辺に沿って

弓なりに走向する。規模は、長さ5．82ｍ、幅65〜

118㎝、深さ31〜51㎝である。埋没土中に流水痕跡

を示す砂礫層も見られるが、概して泥炭質の黒色土

で埋まっており、低湿な状態のまま埋没したものと

推測される。土層観察から一度掘り直されていると

見られる。４号溝に合流し一体として機能したかも

しれない。北壁際は大礫で埋まるが、水田造成時の

人為的な投棄と判断する。陶磁器（１・２）を伴う。

３号溝（第62図、第65図、ＰＬ37・38・49）

　Ｈ・Ｉ−10・11グリッド。２号溝と重複する形で、

弓なりに走向する。規模は、長さ4．82ｍ、幅54〜97㎝、

深さ９〜31㎝である。埋没土は砂礫の度合いが多い

ため、常時流水があったことを思わせる。４号溝よ

りも一段高く、５号溝へ合流する様子もある。遺物

は２号溝と重複する部分に集中が見られる。この部

分は強くクランクする部分でもあるため、とどまっ

た可能性が高い。すり鉢（１）は摩滅少なく、近辺

からの混入か。埋没年次を示すとすれば、17世紀と

思われる。

４号溝（第62図、第66図、ＰＬ37〜39・49）

　Ｉ・Ｊ・Ｋ−10グリッド。３号溝延長上に走向し、

一段下がる。規模は、長さ9．36ｍ、幅55〜180㎝、

深さ24〜62㎝である。埋没土は砂礫の度合いが多い

ため、常時流水があったことを思わせる。土層観察

から一度掘り直されていると見られる。遺物では雁

首（２）などがある。出土地点は台地が西に張り出

して、溝が強くクランクする部分であるため、とど

まった可能性が高い。

５号溝（第62図、第67・68図、ＰＬ38・39・49）

第５節　検出された遺構と遺物

第59図　２・３号焼土遺構



第３章　上原Ⅳ遺跡

80

第60図　全体図（中調査区）

第61図　１・２号溝
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　Ｉ・Ｊ−10・11グリッド。溝では最も大きく、谷

寄りに位置する。規模は、長さ8．84ｍ、幅96〜225㎝、

深さ32〜47㎝である。黒い砂利で埋まる。埋没土上

層から巨礫が多く混入する。流水はあったであろう

が、巨礫を運ぶほどではないため、周辺からの投棄

であろうか。盛土以前の混入であり、水田造成以前、

巨礫を含むⅡ・Ⅲ層が堆積していたことを示すと思

われる。遺物は木器が多い。

２．旧河道

　一連の旧河道であろうが、北端で分岐して二筋に

なっているため、分岐部分を１号河道跡として、本

流を２号河道跡と呼称した。実際は同時存在するも

のであろう。埋没土の大部分は砂礫であり、湧水の

影響もあって人力での掘削は断念し、遺構面の仕上

げのみを人力で行った。

１号旧河道跡（第63図、ＰＬ40）

　Ｇ・Ｈ−11・12グリッド。規模は、長さ6．5ｍ、幅

3．6ｍ、深さは0．5〜1．0ｍである。途中に巨礫があり、

下流側がえぐれる。これは流水による浸食作用であ

ろう。

２号旧河道跡（第63図、第69図、ＰＬ40・41・49）

　Ｉ・Ｊ・Ｋ−10・11グリッド。規模は、長さ17ｍ、

幅3．54〜4．06ｍ、深さ最大1．5ｍである。底面は基

盤層であり、流水浸食による落ち込みが点在する。

掲載した出土遺物は、すべて埋没砂礫層中である。

第５節　検出された遺構と遺物

第62図　３・４・５号溝
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第63図　１・２号旧河道跡
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第66図　４号溝出土遺物 

第64図　２号溝出土遺物 

第65図　３号溝出土遺物  

第67図　５号溝出土遺物（１）
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第68図　５号溝出土遺物（２）

第69図　２号旧河道跡出土遺物
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第３項  時期不明（上調査区）

１．竪穴状遺構

１号竪穴状遺構 （第70図、ＰＬ41・42）　

位置　Ｂ・Ｃ−19・20グリッド

重複  なし　形態　隅丸正方形

主軸方位　Ｎ−40°−Ｅ

規模　長軸2.84ｍ、短軸2.82ｍ

壁　東辺16〜21㎝、西辺12〜14㎝、南辺６〜10㎝、

北辺17〜19㎝　内部施設　ピット２基を検出した。

Ｐ１底面でわずか焼土がみられる。ピットの規模（長

径・短径・深さ㎝）Ｐ１：54、42、15、Ｐ２：26、

25、28。

床  北西隅を除き平坦だが、硬化面はみられない。

北西隅は地山礫が露呈しスロープ状に高まる。西壁

近くにも焼土が滲んだ部分がある。西側に近接する

１号焼土遺構からの流入も想像される。

埋没状況　調査時所見で人為埋没　出土遺物　なし。

２．ピット

　ここで扱う４基のピットは、１号竪穴状遺構の周

囲に鍵の手に分布しており、確証はないが関連が想

定されるため、一緒に掲載する。

12号ピット （第70図、ＰＬ42）Ｃ−19グリッド。長

辺23㎝、短辺22㎝、深さ18㎝。

13号ピット （第70図、ＰＬ42）Ｂ−19グリッド。長

辺26.5㎝、短辺24.5㎝、深さ16㎝。

14号ピット （第70図、ＰＬ42）Ｃ−20グリッド。長

辺21.5㎝、短辺21.5㎝、深さ56㎝。

15号ピット （第70図、ＰＬ42）Ｃ−20グリッド。長

辺18㎝、短辺17.5㎝、深さ49㎝。

３．焼土遺構

１号焼土遺構 （第70図、ＰＬ42・43）Ｃ−19・20グ

リッド。１号竪穴状遺構の西約20㎝強と接近してお

り、関連が想定される。規模は、長辺58㎝、短辺48

㎝、深さ５㎝である。焼け色は赤褐色で良好、ほぼ

楕円形。北側は縁取り様に暗褐色土に焼けて、グラ

デーションを呈する。出土遺物　なし。

　調査面積は狭いが、比較的多時期の出土遺物をみ

ている。

　上調査区では、縄文時代前期・中期遺物もわずか

に出土している。同後期堀之内〜加曽利Ｂ式では、

住居跡及び列石遺構に伴って、遺構から別離した遺

物が多く分布している。同晩期〜弥生時代にかけて

も１号住居跡を中心に分布が認められるが、明確な

遺構を伴わない。結果として、１号住居跡周辺の凹

みを利用したか、集積したものと判断して、ここに

掲載することとした。古墳時代後期および平安時代

の遺物もあり、周辺に同時期の遺構分布を推測させ

る。

　中調査区では江戸時代には埋没した旧河道跡と溝

群があり、そうした遺構の帰属から離れたとみられ

る中近世遺物をここに掲載した。

　なお、遺物の年次比定や形式名など、推定するも

のは巻末の観察表中に掲載してある。

第４項　遺構外出土遺物（第72〜82図、ＰＬ50〜54・口絵２）
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第70図　１号竪穴状遺構・１号焼土遺構・12〜15号ピット
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第72図　縄文〜弥生時代遺構外出土土器（１）
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第73図　縄文〜弥生時代遺構外出土土器（２）
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第74図　縄文〜弥生時代遺構外出土土器（３）
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第75図　縄文〜弥生時代遺構外出土土器（４）
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第77図　縄文〜弥生時代遺構外出土石器（１）

第76図　縄文〜弥生時代遺構外出土土器（５）
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第78図　縄文〜弥生時代遺構外出土石器（２）
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第81図　平安時代遺構外出土土器

第80図　古墳時代遺構外出土土器

第79図　縄文〜弥生時代遺構外出土石器（３）
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第82図　中近世遺構外出土土器・木器
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第６節　まとめ

第１項　遺構

縄文時代　後期では、堀之内２式〜加曽利Ｂ２式の

竪穴住居跡４軒が見つかり、敷石を持つため、１号

住居跡の状況を加味して、すべて柄鏡形ではないか

と推測される。１号列石遺構及び１・２号配石遺構

は１号竪穴住居跡に並存するか、後出するものの、

ほぼ同時期の遺構である。林周辺では南方約100ｍ

に位置し、長野原町教育委員会が発掘調査を行った

林中原Ⅰ遺跡Ⅳ（＊）で、同時期の竪穴住居跡１軒を

検出しており、同様な注口土器を含む土器群を伴っ

ている。立地においても、台地の縁辺であり、ほぼ

同じ状況にある。おそらく、この台地の西側縁辺に

は同時期の遺構群が、多く分布するものと推測され

る。
＊『町内遺跡､』（長野原町教育委員会2004）で、概要が報告され、
平成18年度整理作業中である。同職員富田孝彦氏のご好意により、
遺物を実見することができた。

弥生時代　前代晩期終末から当代にかけて、ややま

とまった遺物の出土があるが、明確な遺構は発見で

きなかった。周辺でも未だ発見されておらず、遺構

分布を解明することが今後の課題であろう。

古墳時代  ６世紀前半の土器群を少量検出した。長

野原町を含む西吾妻地域では、現在林地区の林宮原

Ⅱ遺跡（＊）および下原遺跡（＊）で、５世紀末から６

世紀にかかる竪穴住居跡１軒ずつが発見されている

だけである。本遺跡は両遺跡より山寄りであり、お

そらく周辺に同時期の遺構が点在する傍証となる。
＊長野原町教育委員会2004 『林宮原Ⅱ遺跡』
＊群埋文 2007 『下原遺跡Ⅱ』

平安時代  ９世紀第２四半期および前半と、10世紀

の２時期で、ややまとまった遺物の出土があるが、

明確な遺構は発見できなかった。同時期の遺構は八

ッ場地域各所で見つかっており、近くでは前掲の林

宮原Ⅱ遺跡でも６軒が発見されている。林地区では

おそらく中核的な集落の存在が推測される。

中世　中調査区２号溝から古瀬戸後期Ⅳ古段階卸目

付大皿（２溝１）、遺構外遺物では中国製白磁Ｂ群小

杯（外159）や大窯第３段階丸皿（外158）、大窯１〜３

段階天目茶碗（外162）、少量の鍋（外152〜155）が出

土した。遺構外遺物も、旧河道や溝群に帰属してい

た可能性が高い。中世の搬入品としては充実してお

り、上層階級に属する何らかの遺構を想定させる。

南方約200ｍには、「堀の内」という地名や林城が存

在しているが、本遺跡が押手沢川の上流であるため、

直接の関連は認めがたい。むしろ、林の烽火台の存

在もあり、周辺に同時期の関連遺構の存在を想定し

ておきたい。北東方向にある朝林寺伝承地の存在も

気がかりなところである。

近世  中調査区で、河道跡や溝を検出した。陶磁器

のほか、木製品も種類豊富で、下駄も３足分を数え

る。生活色の豊かな遺物を伴っている。溝出土遺物

第２項　遺物
　

土器　第５表　遺構・グリッド別遺物出土数一覧

および第83図　土器・石器出土割合図に示したとお

り、土器出土総数1495点（近世陶磁器除く）に対し

て、約80％は堀之内式か加曽利Ｂ式、あるいは何れ

か判別不明のもので、掲載遺物を含めて1202点に及

ぶ。これは遺構の状況と、一致するものである。な

お、注目されるのは、縄文時代晩期終末から弥生時

代中期に及ぶ土器が154点約10％を占めていること

で、遺構としては未検出である点が課題である。

　縄文時代後期では注口土器が破片も含め10点ある

が、注口部分で数えて６個体は存在すると言える。

図上復元を行った１号住26、３号住10、１号列石14

の３点はいずれも堀之内２式で、丁寧に磨かれた精

製土器である。文様は平行沈線や隆帯で渦巻文や同

心円文を表出して区画し、尖った工具で細かな刺突

を充填施文している。把手は２対であるが、上端が

口唇部まで達しないのが特徴である。

第３章　上原Ⅳ遺跡
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第５表　遺構・グリッド別遺物出土数一覧

関山
黒浜

諸磯
ｂ

諸磯
ｃ

前期
阿玉
台1ｂ
〜2

中期
堀之
内１

堀之
内２

加曽
利B1

加曽
利Ｂ2

加曽
利Ｂ

加曽
利Ｂ2
〜Ｂ3

堀之
内〜
加曽
利Ｂ

後期
注口

高井
東

後期
後半

晩期
後半

晩期
終末

晩期
末〜
弥生

弥生
前期

１号住居 1 1 11 80 5 224 1 1 1 6 62 19
２号住居 7 2 21 1  4 1
３号住居 1 7 1 30 1
４号住居 5 10 1
４号土坑 1
５号土坑 3
（旧９号土坑） 1 1
１号ピット 1
２号ピット 2 1
17号ピット 1
１号列石 1 1 1 37 100 5 1 2
１号配石墓 3 9 1
２号配石墓 1 7 2 1 29 1
３号配石墓 1 2 1
１号集石 2 1
２号溝 2
３号溝 1
４号溝
５号溝 1
A−16グリッド 5 1
A−17グリッド 4 9
A−18グリッド 2 3
B−11グリッド 1
B−15グリッド 1 3
B−16グリッド 1 1 1 10 1
B−17グリッド 1 4
B−18グリッド 7 1
C−16グリッド
C−17グリッド 1 1 5 20 1
C−18グリッド 2 15 2 7 1
C−19グリッド 1
D−17グリッド 2 3 1
D−18グリッド 4 3
G−10グリッド 1
G−11グリッド 5 36 1
G−12グリッド 1 3
H−10グリッド 3 15
H−11グリッド 2 1 1 11 1
H−12グリッド 1 1
H−17グリッド 1
H−19グリッド 1 2
I−10グリッド 2 1 1 17 1
I−11グリッド 1 1 1 1 1 1 45 1 2
I−12グリッド 1 1 1 1 24 2
J−9グリッド 1 1 2
J−10グリッド 10 29 1  1 1
J−11グリッド 3 7
K−9グリッド 1 2 22 1 1 3
K−10グリッド 1 1 1 2 11 1
L−7グリッド 4 1 7
L−8グリッド 1 22
L−9グリッド 2 1 1 1 34  4 1
83区Y−17グリッド 2
上調査区表土 2 1 11 1 93  2 2
中調査区表土 1 1 1 14 1  1 1 2
下調査区表土 1
カクラン
排土
合計 5 4 2 13 2 0 5 241 7 18 7 5 909 10 6 4 1 11 88 27
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弥生
中期

古墳
平安
須恵
器

平安
土師
器

中世
貿易
陶磁
器

中世
国産
施釉
陶器

中世
在地
鍋

合計 石鏃
ドリ
ル

スク
レイ
パー

クサ
ビ形
石器

剥片
石器

剥  片 たた
き石

打斧 磨斧 石核 磨石
くぼ
み石

礫石
器

石棒 合計黒曜
石

その
他

22 1 435 4 1 25 20 1 51
1 37 1 1 3 1 6

40 4 1 5
1 17 2 2

1 1 1
3 1 1
2 0
1 0
3 0
1 0

1 149 1 7 1 1 10
13 1 1
41 1 1
4 0
3 0

1 1 4 0
1 2 1 1

0 1 1
1 1 1
6 1 3 4

13 1 1
1 6 1 1 2

1 2 0
4 1 1 2

1 1 16 2 2 4
5 2 1 3
8 0
0 1 1

5 33 2 3 5
27 2 1 1 4
1 0
6 1 1
7 0
1 2 2

6 1 49 1 3 1 5
4 0

1 5 2 26 1 1 2
1 1 18 1 1 1 8 1 2 14

1 3 1 4 3 1 9
1 0
3 0

2 3 27 6 9 15
1 1 10 1 67 1 16 12 2 1 32

1 3 2 1 1 38 1 2 3
4 1 1

4 5 51 1 11 7 19
1 11 1 10 5 16

2 1 2 35 1 1 2 4
6 23 11 3 14
2 14 2 2

3 2 5 33 3 2 5
1 1 46 5 5 10

2 0
1 1 3 117 2 4 6

3 1 1 3 30 4 1 5
1 0
0 1 1
0 1 1

32 8 15 63 1 3 8 1495 12 1 4 1 1 137 102 3 1 1 3 1 3 3 1 274



遺跡
全体

石鏃
・ド
リル

クサビ形
石器・ス
クレイパ
ー・剥片

石核
打斧・
磨斧

たた
き石・
磨石・
くぼ
み石

石棒

珪 質 変 質 岩 5 5 　

チ　ャ　ー　ト 1 1

碧　　　　　玉 1 1

黒　　曜　　石 8 5 2 1

安　　山　　岩 2 2

頁　　　　　岩 5 1 3 1

黒　色　頁　岩 1 1

珪　質　頁　岩 1 1

粗粒輝石安山岩 4 4

蛇　　紋　　岩 1 1

緑　色　片　岩 1 1

計 30 12 6 3 2 6 1

＊掲載遺物のみ
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　晩期から弥生土器は次項参照。平安時代の羽釜に

関しては、掲載遺物２点とも月夜野型に属している

が、吉井型も混在する地域であることが判明してき

ている（＊）。

　中世の搬入品では、中国産白磁や古瀬戸後期卸目

付大皿、瀬戸美濃系大窯期天目茶碗・皿が、中調査

区から出土した。いずれも旧河道・溝群に由来して

おり、上流に領主階級遺構の存在を思わせる。在地

産土器では、少量だが口縁形のタイプの異なる内耳

鍋が出土しているため、これまでの八ﾂ場ダム関連

の既報告資料と比較して別述する。

　近世遺物は溝出土であるため、限定的な生活資料

となるが、遺構の性格上木器・木製品が豊富である。

特に食器や容器を思わせる盤型の木器：５号溝７、

２号旧河道３や、舟形木製品：５号溝８などが興味

深い。また、下駄も３点と豊富なため、県内資料と

の比較を加え、別述する。下調査区の遺物は、薬師

堂隣接地であるが幕末であった。

＊群埋文 2006 『立馬Ⅰ遺跡』

石器　概ね縄文時代に属すると判断している。ただ

し、傾向を見るために、第83図では中近世の砥石、

石鉢の類は除いてある。出土総数274点中239点は剥

片であり、製品に限れば35点にすぎない。そのうち

掲載点数は30点である。この数量で傾向をみても有

効ではなかろうが、石鏃が33％を占めるのは、参考

となるだろう。

第83図　土器・石器割合図・表
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第３項　八ッ場ダム地域における縄文晩期
　　　　終末から弥生前期の土器     
　　　　　　　　　　　　　　　　　篠原　正洋

　八ッ場ダム建設工事に伴う発掘調査は、平成６年

度より開始され、本年度で14年目を迎える。これま

でに、当事業団が発掘調査（試掘調査含む）を実施し

た遺跡総数は43遺跡である。

　ここでは、本報告の上原Ⅳ遺跡をはじめ、当該期

の良好な土器が出土する６遺跡の資料を抽出し、そ

の特徴や系譜、編年的位置付け等について若干の考

察を試みてみたい。

１　上原Ⅳ遺跡の土器

　まず、上原Ⅳ遺跡の出土土器を取り扱う。器形、

文様、文様描出技法、胎土等の特徴から分類し、編

年的位置付けについての検討を加えたい。

甕形土器・深鉢形土器　胴部上半、口縁部下に屈曲

をもつ器形を甕形土器、屈曲がなく口縁に向かって

直線的に開く器形を深鉢形土器と便宜上しておく。

Ａ類：85（以下、番号は報告書「第３章･５節･４項

　遺構外出土遺物」の掲載番号に一致する）は波状

　口縁の大型の甕。頸部が少し括れ、口縁がやや外

　反する。波状突起の頂部には、丸い棒状工具の側

　面により押圧が施され、双耳状の突起に見える。

　口縁と頸部との境界に沈線を１条廻らせ、頸部側

　を多少削ることによって複合口縁の効果を作出し

　ている。その口縁部には木口によると思われる横

　位細密条痕文が充填される。頸胴界には段は見え

　ない。肩部から胴部にも同工具による横位･斜位

　の細密条痕文が施され、おそらく底部にまで及ぶ。

　胎土は砂粒やや多くざらつく。口縁部・胴部の地

　文が条痕文であること等を考慮すれば、荒海式の

　系譜であろう。荒海２〜３式に比定できる。

Ｂ類：68は波状口縁の甕である。口縁部には確認で

　きる範囲で3条の細くて浅い平行沈線文が施され

　る。甕にもかかわらず赤色塗彩がなされている。

　73も波状口縁の甕。口縁端部は平らに面取りさ

　れ、波状突起頂部には指頭によると考えられる浅

　い刻みが施される。口縁部には４条のやや細めの

　浅い平行沈線文が丁寧さを欠いて、だらだらと廻

　る。その下位には無文部が確認できるため、頸部

　無文帯を伴うと思われる。頸部から口縁に向かっ

　ての外反の様子は87の甕に似ている。胎土が白く

　砂っぽいが焼きは固い。74の甕は波状口縁の可能

　性が高い。口縁端部は内傾気味に平らに面取りさ

　れ、残存する口縁の右端はやや肥厚し右肩上がり

　に移行している。口縁部には浅めの沈線が３条廻

　る。各沈線間は等間隔ではなく、平行とはいえな

　い。胎土は砂粒少なく焼きは堅緻である。93は深

　鉢か。細めで浅い平行沈線文が３条廻る。胎土は

　砂粒多くざらつく。77は口縁が緩やかに外反する

　甕である。口縁端面はやや内傾気味に面取りされ

　る。太めの工具で底が丸みを帯びる沈線を３条平

　行にやや浅めに廻らせた後、その結果できあがっ

　た隆線部の角を丸めて浮線的効果を作出している

　がシャープさは全くない。胎土は砂粒多くざらつ

　く。84は甕あるいは深鉢の口縁部付近であろう。

　77と同様に底が丸みを帯びる沈線を４条平行に廻

　らせている。隆線部の角はやや丸みを帯びるが、

　77ほどの浮線的効果は見られない。胎土に砂粒は

　あまり多くなく、焼きしまっている。90は頸部の

　括れがやや強く口縁が外反する甕である。口縁端

　部外面には、丸みを帯びた工具で正面から押圧を

　施し、その左右は横位のナデで面取り。結果、氷

　Ⅰ式の口外帯を作出しているように見える。また、

　口縁端部内面には細く浅い沈線が１条廻る。口縁

　直下には底が丸くて浅い沈線が１条廻る。この沈

　線は口縁端部外面の押圧の直下で意図的に分断さ

　れている。頸部無文帯を挟んで、肩部にも底が丸

　くて浅い沈線文の一部が残る。平行沈線文もしく

　は変形工字文が展開したものか。頸胴界に段は作

　出されていない。胎土は砂粒やや多く、焼きしま

　っている。91は口縁が緩やかに外反する甕である。

　口縁端部直下と口縁端部内面に細くて浅い１条

　の平行沈線が廻る。胎土は砂粒やや多く焼きしま

　る。Ｂ類は中部高地系氷式の系譜の土器を集めた。

第３章　上原Ⅳ遺跡
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具の動きは沈線部から波状突起の方向へ動いてお

り、沈線上が深く次第に浅くなる。平行沈線文は

一部細密条痕文と重複する。平行沈線文の下部に

は無文部が確認できるので、頸部無文帯を挟んで

肩が張り出す器形であろう。95は頸部が大きく括

れ、肩が強く張り出す大型の甕である。張り出し

た肩部には末端結節の無節Ｌを横位施文後、頸部

無文帯をケズリによって作出している。したがっ

て、頸部と肩部との境界には、あまり明瞭ではな

いが、段が確認できる。縄文施文部以下は細密条

痕文が施され、おそらく底部にまで及ぶ。胎土は

砂粒やや多いが、焼きは堅緻である。肩部の最も

張り出した部分に輪積痕が確認できる。Ｃ類は千

網式に系譜の見える土器を集めた。89 ･ 83は肩部

の文様帯が浮線文から次第に沈線文化する過程の

様相を示している。86は縄文が充填される波状口

縁と縦のスリットに、87 ･ 92は波状口縁とスリッ

ト、口縁部の多条沈線に千網式の特徴が窺える。

95は再葬墓に使用される甕の可能性もある。Ｃ類

は沖Ⅱ式前段階あるいは荒海 2 〜 3 式併行期の所

産と考えたい。

D 類：75 は甕の肩部破片であろう。太くて深い沈線

　で変形工字文をしっかりと描く。上から 1 本目の

　沈線を分断して抉りを入れ、おそらく、その両脇

　に粘土瘤を盛り上げていると思われるが、残念な

　がら左側部分は欠損し確認できない。粘土瘤の頂

　部は平坦に調整されている。頸胴界に段はない。

　胎土は砂粒少量で焼きしまっている。88 は頸部が

　短く肩部が大きく張り出す器形の甕。頸部から口

　縁に向かっては曲線的に外反する。頸部はケズリ

　によって無文帯を作出し、その結果、口縁は複合

　口縁化し、頸胴界には段ができることとなる。口

　縁部には横位細密条痕文が充填されている。肩部

　も同様の細密条痕文施文後、太くて底が丸みを帯

　びる沈線によって文様帯が描出される。その文様

　帯では上から２本目の沈線部に匹字文技法による

　上方向への押し上げが施され、その下位では、２

　条の斜沈線（2 本目の沈線に沿って欠けている）　

　68･73･74はいずれも施文手法の簡略化や文様の崩

　れが確認できる。また、77は氷Ⅰ式に主体として

　見られる浮線文が次第に沈線文化していく過程の

　様相を示しているといえる。Ｂ類は氷Ⅱ式と考え

　たい。

Ｃ類：89は頸部から口縁に向かって直線的に内湾し、

口縁部が一転、折り返して外反する甕。83は、こ

の肩部文様帯部に接合する。口縁端部は欠損する

が、細かい単節LRが横位に充填された複合口縁

であろう。頸部は丁寧なケズリにより、口頸界・

頸胴界にはそれぞれ段が作出される。口頸界には

一部沈線が施されたとも思われる部分もあるが、

輪積痕のなごりの可能性もある。肩部文様帯に

は、口縁部と同じ LR を横位施文後、やや太くて

深いしっかりとした沈線が３条廻る。そして、そ

れを分断するように、左手親指の指頭を使用した

と思われるやや縦長の抉りが工字文の交点を意識

して施される。抉りの両側には意識した粘土瘤の

盛り上がりは見られない。３条の沈線は一見、平

行にも思えるが、上から３本目は抉りと抉りの中

間部分では、やや下方に弧を描くように湾曲して

おり、変形工字文が意識されているのかもしれな

い。胴部は地文に木口使用と思われる細密条痕文

を施し、それはおそらく底部にまで及ぶ。胎土に

砂粒は少なく焼きしまっている。86 は波状口縁。

頸部から口縁に向かって曲線的に外反する甕。口

縁端部はスパッと切られたように平らに面取りさ

れ、しっかりとした角が残る。口縁部は細かい単

節 LR が横位に充填され、波状突起直下には、篦

状工具による細くて深い縦のスリットが刻まれ

る。口頸界には細く浅い沈線が１条廻り、頸部無

文帯を削ることにより段が作出されている。胎土

は砂粒やや多く焼きしまっている。87 も波状口

縁。頸部は直線的に立ち上がり、口縁部がやや外

反する甕。92と接合する。接合の結果、口縁部に

はやや太めの工具による浅い平行沈線文が４条施

され、波状突起直下には、同工具による縦のスリッ

トが、上から１本目の沈線を切って施される。工
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　を伴う変形工字文が描出されている。交点には楕

　円形のやや浅めの抉りが施されるが、その両脇に

　は75のような粘土瘤の盛り上げはない。胎土に砂

　粒はさほど多くなく、焼きは堅緻である。D 類は、

　太くて深い沈線で変形工字文を描く点、交点部分

　に粘土瘤を盛り上げる技法等から、南奥地方大洞

　A' 式の系譜を引くものと考える。88は甘楽郡甘

　楽町天引狐崎遺跡に類例がある。D 類は沖Ⅱ式前

　段階に比定できる。

鉢形土器・浅鉢形土器

Ａ類：66 は頸部にやや括れを有する浅鉢であろう。

口縁には両側を削ることによって作出された突起

状の高まりがある。これは氷Ⅰ式の口外帯の手法

である。頸部は無文帯である。胴部上半には４分

岐の浮線文と思われる文様帯が描出される。その

文様帯と胴部下半の無文部との境界には１条の浮

線が廻る。口縁部と胴部文様帯には赤色塗彩が施

されている。胎土は砂粒やや多いが薄手で固い。

器形は括れた頸部無文帯をもつ浅鉢であること、

文様は４分岐の浮線文であること、浮線の頂部が

細く尖りシャープさを残していることなどから、

氷Ⅰ式新段階である。

Ｂ類：67は高坏ともいえる台付鉢であろう。太くて

筒状の脚部の下部には極めて細くて浅い平行沈線

文が３条廻る。沈線部に僅かに赤色塗彩の痕跡が

残る。砂粒やや多いが固く焼きしまっている。胎

土や器形、文様等から沖Ⅱ式前段階に比定できよ

う。

Ｃ類：79は胴部がやや膨らむ器形の鉢か。やや太く

て深い沈線で切り口鋭く変形工字文を描出してい

る。反転部の交点に粘土瘤の盛り上がりはない。

胎土はやや大粒の砂粒を含み、器面外面は磨かれ

る。埼玉県四十坂遺跡や如来堂Ｃ遺跡などに類例

がある。荒海３式併行である。

Ｄ類：78は胴部が屈曲する器形の鉢か。先の細い工

具によるやや深めの沈線で反転を繰り返す変形工

字文を展開する。反転部の交点には粘土瘤の盛り

上がりが確認できる。胎土は砂粒やや多いが焼き

は良い。80は胴部がやや膨らむ器形の鉢か。78よ

り細くて浅い沈線により反転を繰り返す変形工字

文を描出する。交点の技法は78と同様である。胎

土の砂粒は 78より少なく焼きは固い。器面外面

は磨かれる。Ｄ類は変形工字文の反転部に南奥地

方大洞 A' 式の技法が窺える。時期は荒海２〜３

式併行。

Ｅ類：81は鉢形土器か。底が丸い２条の沈線により

反転する変形工字文を描出する。胎土は砂粒やや

多いが、焼きは固く器面内外面とも磨かれる。82

も鉢形土器であろう。81と同様に、底が丸い２条

の沈線により反転する変形工字文を描出する。胎

土は砂粒多く含む。焼きは良い。Ｅ類の系譜は不

明。おそらく弥生前期の所産であろう。

Ｆ類：76は鉢形土器。口縁端部はやや肥厚し、内傾

気味に丁寧に面取りされる。口縁直下に深くて

しっかりとした沈線が１条廻り、その下位には

２条１単位とした沈線により三角連繋文とも呼べ

るような変形工字文が２段展開される。さらに下

位には１条の沈線が廻っているのが確認でき、そ

の沈線に沿って欠けている。変形工字文の交点に

は縦長の楕円形で底が丸いスリットが施されてい

る。胎土は砂粒少なく焼きは極めて固い。内外面

とも丁寧に磨かれ、特に内面には光沢がある。こ

の内面のミガキは氷Ⅰ式の器面調整の特徴の一つ

であり、沈線文化した変形工字文等を考慮して、

氷Ⅱ式と考える。

Ｇ類：69はやや内湾気味の口縁の鉢。口縁端部内面

には太くて底が丸い沈線が１条廻る。外面は匹字

文手法による変形工字文が展開する。沈線は太く

て底が丸く深い。沈線を施すことにより生じた隆

線部はその上面や角が丁寧に調整され、立体的で

彫刻的な印象を与える。匹字の抉りの部分も丁寧

に粘土が押し上げられたり、押し下げられたりし

ている。胎土に砂粒はやや多いが、焼きは堅緻で

ある。天引狐崎遺跡に類例があり、沖Ⅱ式前段階

に位置付けられる。

Ｈ類：70は鉢の口縁部付近であろう。極めて細かい
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　LRを横位施文後、細い沈線と途切れ途切れの沈

線とを繰り返し、結果、工字文風の文様帯を作出

している。沈線は深さにばらつきがあったり、曲

がったりしており、端正さには欠けている。この

文様帯部は赤色塗彩が施されている。胎土に砂粒

は少なく焼きは極めて堅緻である。系譜は不明。

おそらく弥生前期の所産であろう。

Ｉ類：71･ 72は同一個体で、口縁がやや内湾気味に

立ち上がる鉢。細くてやや浅めの沈線を口縁下に

２条廻らせ、以下斜沈線により変形工字文を展開

するものであろう。口縁端部内面にはしっかりと

した沈線が１条廻っている。胎土は大粒の砂粒を

やや多く含み、焼きは固い。内面沈線は南奥地方

の影響か。沖Ⅱ式前段階に比定される。

Ｊ類：94は鉢形土器か。底が丸くやや太くて深い沈

線により変形工字文を展開するものであろう。地

文に細かいLRが横位に施されている。胎土はや

や大粒の砂粒を含んでいる。系譜は不明。おそら

く弥生前期の所産であろう。

上原Ⅳ遺跡出土土器のうち、66の浅鉢は氷Ⅰ式新段

階に比定される浮線文土器であるが、その他は総じ

て浮線文以降の土器である。従って、上原Ⅳ遺跡の

土器は、氷Ⅰ式期以降、沖Ⅱ式期以前の土器が主体

を成しているといえよう。

２　八ッ場ダム地域における周辺遺跡の土器

　平成 19 年５月現在、報告書刊行に至る遺跡のう

ち、当該期の良好な資料が出土する遺跡には、川原

湯勝沼遺跡、下原遺跡、立馬Ⅰ遺跡、楡木Ⅲ遺跡、久々

戸遺跡、三平Ⅰ遺跡の 6 遺跡が挙げられる。ここで

は、各遺跡の出土土器の中から一部を抽出して特徴

を挙げ、その編年的位置付けについて考察を行いた

い。なお、現時点で未報告の横壁中村遺跡は、質・

量ともに県内屈指の良好な資料に恵まれており、今

後の報告の成果を待って、後日、検討したいと考え

る。

（1）　川原湯勝沼遺跡（第84図１〜25）

　川原湯勝沼遺跡は、吾妻川右岸の中位段丘面上、

大字川原湯地区にある。１は大型の甕。口縁端部は

残念ながら欠損するが、17が地文縄文の波状口縁と

多条沈線のセットであることから、やはり波状口縁

となる可能性が高い。肩部上段には平行沈線上に２

箇所丸い抉りがある。肩部下段には２段構成の綾杉

文が施される。胴部は木口使用による細密条痕文で

ある。口縁部の地文に縄文が用いられること、波状

口縁と多条沈線とのセットなどから推察し、１は17

とともに、関東地方における浮線文土器形式の千網

式に系譜を探りたい。２は大型の壺。胴下半を欠損

する。口縁に２条、頸胴界に１条の押圧による突帯

文が廻り、頸部から胴部は木口使用による細密条痕

文が施される。東海西部条痕文土器の樫王式に系譜

が辿れる中部高地系突帯文壺形土器註（１）である。な

お、１･２は隣接して埋設されており、初期再葬墓

の可能性が高い。３は浅鉢。頸部に括れをもち、口

外帯が廻る。胴部には縄文が施文される。口外帯を

有するものの、氷Ⅰ式の浅鉢に胴部縄文のみは類例

を見ない。以上、１･２･３は氷Ⅰ式中〜新段階併行

である。４はやや小振りの甕。スリットの入る波状

口縁に多条沈線のセット。口縁部と胴部の地文は木

口使用による細密条痕文である。４は氷Ⅰ式古〜中

段階併行。5 ･ 6 ･ 7 ･ 8 ･ 9 ･ 10 ･ 11 ･ 19 ･ 21 ･ 22は、

浮線文技法が顕著に見られる浅鉢あるいは甕であ

る。12 ･ 13 ･ 15 ･ 18 ･ 19は口縁部の地文に縄文が施

され、１･ 17と同様、千網式の系統であろう。23は

10条にも及ぶ多条沈線の甕の口縁部である。旧倉渕

村三ノ倉落合遺跡には多条の浮線が廻る類似の甕

（氷Ⅰ式古段階）があり関連が窺われる。このように、

川原湯勝沼遺跡の土器は総じて氷Ⅰ式、あるいはそ

の併行期に収まり、比較的時期幅が狭いことが特徴

として挙げられよう。

（2）　下原遺跡（第85図１〜４）

　下原遺跡は、吾妻川左岸の下位段丘面上、大字林

地区にある。１は甕。文様は口縁部に１条の沈線、

肩部に３条の平行沈線文と抉りが見られる。
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第84図　川原湯勝沼遺跡出土土器
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第85図　下原遺跡出土土器（１〜４）・立馬Ⅰ遺跡出土土器（５〜29）
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胴部は木口使用の細密条痕文である。２はやや頸部

の括れる甕。口縁部に綾杉文をモチーフとすると思

われる文様、胴部は粗目の条痕文である。３･４は

浅くて太い２条の平行沈線文。下原遺跡に浮線文土

器は見られず、１は沖Ⅱ式の平行沈線文の甕註（２）の

系譜か。３･４は浮線が沈線化する段階であろう。

２の口縁部に綾杉文は他に類例を見ない。

（3）　立馬Ⅰ遺跡（第85図５〜29）      

　立馬Ⅰ遺跡は、吾妻川左岸、大字林地区にある。

湧水と渓流に恵まれた山間の平坦地に立地し、レベ

ル的には最上位段丘面に相当する。５は肩部が屈曲

して口縁が内傾しながら立ち上がる器形の甕。口縁

部には１条の浮線文が廻るが、氷Ⅰ式に見られる

シャープさはない。また口縁内面には１条の隆線が

廻る。中部高地における浮線文土器型式の女鳥羽川

式註（３）である。６･ 17は高坏。17は、器面内外面と

も黒褐色で焼きが固く、口縁部に深くてしっかりと

した平行沈線文が３条廻る。ともに大洞Ａ式である。

13 は４分岐の浮線文の浅鉢。交点には抉りが施さ

れ、その両側には粘土瘤が盛り上がる。おそらく口

外帯を有する氷Ⅰ式である。７･８･ 10 ･ 18 ･ 22 ･ 23

は口縁部に縄文を施文するもの。７･８は、ともに

シャープさの欠ける浮線が廻り、口縁内面には１条

の沈線文。10 ･ 18はどちらも波状口縁で、６条の多

条沈線文の甕である。23も口縁部にシャープさの欠

ける浮線が４条廻り、肩部上段には平行沈線文、下

段にはおそらく綾杉文が施される甕である。23はや

や複合口縁気味の深鉢であろう。川原湯勝沼遺跡出

土土器の１･ 17と同様、地文に縄文が用いられるこ

と、波状口縁と多条沈線とのセットなどから推察し、

以上６点を千網式に系譜を探りたい。９･ 19 ･ 20・

21は地文に細密条痕文が施される波状口縁の甕であ

る。口縁部には、ともに３条の平行沈線文が廻る。

これらは浮線文が次第に沈線文化する段階の文様描

出手法と考えられる。19 ･ 20は波状口縁にスリット

の入るタイプで千網式の系譜も辿れるが、地文が細

密条痕文であることから、氷Ⅰ式に系譜を辿ってお

こう。浮線が沈線化しつつあることから、時期は氷

Ⅰ式から氷Ⅱ式への移行期か。26 ･ 28 ･ 29は地文に

細密条痕文地文を施す縦区画三角連繋文註（４）の甕で

ある。これらは沖Ⅱ式に比定できる。このように、

立馬Ⅰ遺跡の土器は、女鳥羽川式から沖Ⅱ式に至る、

比較的広い時期幅を有するといえよう。

（4）　楡木Ⅲ遺跡（第86図１〜12）

　楡木Ⅲ遺跡は、吾妻川左岸の上位段丘面上、大字

林地区にある。４･６･７は浮線文が沈線文化、ある

いは凹線化した段階の土器である。８･９は三角連

繋文の可能性もある。全体的に前期後半から中期前

　　　　楡木Ⅲ遺跡出土土器（１〜12）
第86図　久々戸遺跡出土土器（13）
　　　　三平Ⅰ遺跡出土土器（14〜17）
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である。
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半にかけての土器であろう。

（5）　久々戸遺跡（第86図13）

　久々戸遺跡は、吾妻川右岸の中 ･ 下位段丘面上、

大字長野原地区にある。13は氷Ⅰ式の鉢形土器であ

る。口外帯が廻り、下位に２条の浮線文が施される。

（6）　三平Ⅰ遺跡（第86図14〜17）

　三平Ⅰ遺跡は、吾妻川左岸の最上位段丘面上、大

字川原畑地区にある。14は地文に縄文が施される変

形工字文、15は三角連繋文の可能性がある。地文縄

文と変形工字文のセットは沖Ⅱ式以降、岩櫃山式に

再び発達する特徴である。16は太い沈線により工字

文が描出される。16にやや古相が窺えものの、全体

的には前期後半から中期前半にかけての所産であろ

う。

３　まとめ

　以上、上原Ⅳ遺跡とその他６遺跡の土器を概観し

てくると、時期的には、晩期終末の最も古い段階の

女鳥羽川式が立馬Ⅰ遺跡にはある。しかしながら、

立馬Ⅰ遺跡は弥生前期後半の沖Ⅱ式まで時期幅が広

い。続いて川原湯勝沼遺跡と久々戸遺跡の土器が氷

Ⅰ式の範疇。そして、氷Ⅰ式以降、沖Ⅱ式前段階に

本報告の上原Ⅳ遺跡の土器が位置付けられる。最後

に、下原遺跡･楡木Ⅲ遺跡・三平Ⅰ遺跡が前期後半

から中期前半に位置付けられよう。その他の特徴と

しては、①氷遺跡出土土器の主体を成す氷Ⅰ式中段

階のシャープな浮線文土器が川原湯勝沼遺跡を除い

て他の遺跡に比較的少ないこと、②相対して弥生前

期から中期にかけての土器の出土が各遺跡で比較的

多い一方、樫王式期よりも量的には増大するであろ

う水神平式併行の突帯文壺形土器が、土器片すらほ

とんど見られないこと、③晩期終末の土器には中部

高地の氷Ⅰ式、関東地方の千網式、及び文様的はに

その折衷の様相を示すものが混在すること、④南関

東地方の荒海式の流入の可能性もあることなどを挙

げておく。最後に、駒沢大学設楽博己氏には、川原

湯勝沼遺跡及び上原Ⅳ遺跡出土土器について、実見

並びに御教示を頂いた。記して感謝申し上げる次第
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第４項　中（近）世内耳鍋

 　本遺跡では中調査区遺構外で在地土器鍋（以下

鍋）と思われる破片３点が出土した。これらは、内

耳部がないため確実ではないが、おそらく信濃型鍋

に属するものと考えられる。形態的には３点それぞ

れに様相が異なる。県内における信濃型鍋の出土例

は少ないが、八ﾂ場地域では管見の限り信濃型鍋ば

かりであり、これまでに刊行された八ッ場地域の報

告書においても、事例が集まってきている。ここで

は、既報告例と対比しながら、若干の検討を加える。

なお、分類にあたっては、先行研究として、特に野

村一寿・小口徹両氏の分類を主に基準とさせてもら

った。また、内陸遺跡研究会の成果も参照したが、

筆者の非力さから、反映できなかったことをお断り

しておく（以下、図は第87図の略）。

　野村・小口両氏の分類を以下に引用する。「Ⅰ類

は口辺部を強く［く］状に外反させるもので、口辺部

内面は凹凸が少なく直線的に開く（図82・84）。Ⅰ類

には口唇端部に丸みをもたせて面を作り出さないも

のと、平坦面をもたせるものがある。前者の面を持

たないものは本類のみに限られている。Ⅱ類は口辺

部内面に工具（あるいは指）によって横方向のナデを

行い、一周する凹凸の調整痕を明瞭に残すものがあ

る。この一群には、凹状の調整痕を１周残すもの、

２周残すもの、３周残すものがあり（図76）、それぞ

れ順にⅡＡ、ⅡＢ、ⅡＣ類と分けた。本Ⅱ類では、

体部が直線的に立ち上がるものは、口辺部もそのま

ま自然に立ち上がるが（図66）、体部が内湾する場合、

口辺部は外反気味に作られる（図67）か、逆に内湾気

味に作られる（図60）ことが多い。量的にはⅡＡ類は

少ない。Ⅲ類は口辺部内側に１周の調整を行うもの

で、Ⅱ類の調整痕は凹凸を明瞭に残すのに対し、調

整痕幅が広く口辺部全体を外へ強く引き出し、断面

がクランク状になることが多い（図70）」（野村・小

口1990、図番号等筆者一部変更）。なお、年代観は

以下のとおり示されている。

　Ⅰ類：15世紀前半

　ⅡＡ類：15世紀中葉〜およそ16世紀前葉

　ⅡＢ類：15世紀中葉〜16世紀初頭

　ⅡＣ類：15世紀後葉〜16世紀前葉

　Ⅲ類：16世紀前葉〜（17世紀前葉？）

　さて、八ﾂ場地域既報告でもっとも良好な資料と

なるのが、下原遺跡（群埋文 2003）である。報告書

本文では「泥流面以外の遺構」として片づけられて

いるが、中世面として調査されたことは各所で述べ

られている。主な遺構は土坑67基、ピット204基であ

り、土坑には土坑墓５基、火葬跡１か所が含まれる。

本文中では単体の遺構群として扱われているが、筆

者は考察において中世屋敷として扱っている（飯森

2003）。No.78 が出土した 66（中）号土坑も、筆者の

認定した３号掘立柱建物跡と重複するものであり、

屋敷跡と同時期と考えている。

　下原遺跡の内耳鍋は、口辺部内面に横方向のナデ

により一周する凹凸の調整痕を明瞭に残すもので、

図 80 は１周、図78・86は２周残し、それぞれⅡＡ類、

ⅡＢ類に相当しよう。口唇部の作りは、一様に平坦

面をもたせており、薄手である。

　ついでながら、下原遺跡出土の陶磁器については、

近時中国陶磁器を小野正敏氏、瀬戸美濃系陶磁器を

藤澤良祐氏に鑑定いただいたので、別表で紹介する。

なお、古瀬戸・大窯の集計によって、信濃型鍋ⅡＡ・

ⅡＢ類の年代観が下原遺跡でも確認できた。

　同じく隣接する同一遺跡で調査年度の違う下原遺

跡Ⅱでも、図32はⅡＢ類に属している。図33も明瞭

な凹凸が２周しているが、器厚は厚い。小破片であ

るため、器形は明らかでないが、口唇部へ向かって

細まり、断面三角形に作り出して、端部は平坦面を

持たせている（図では不明瞭）。

　三平Ⅱ遺跡は重複する掘立柱建物跡６棟を含む中

世屋敷遺構であり、隣接する北側埋没谷などで鍋破

片が出土している。図１は、口辺部内側に１周の調

整を行うもので、調整痕幅が広く口辺部全体を外へ

強く引き出し、断面がクランク状になることから、

Ⅲ類に属すると思われる。また、小破片ながら三平

Ⅱ遺跡は多様であり、下原遺跡Ⅱ同様に断面三角形
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第87図　中世在地土器鍋実測図（1/4）

下原遺跡Ⅱ

上原Ⅳ遺跡

三平Ⅱ遺跡 下原遺跡

神戸遺跡「野村・小口論文より」
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に作る図２・６・８のほか、同じく断面三角形であ

りながら、頸部に向かって細くなる中膨れの器形と

なる図５と、口唇部を平坦に作る図３も見られる。

また、器厚が薄く口唇部を平坦に作る図12・13、口

唇部に丸みを持つ図10・11、口唇部外側をややつま

み出す図14などに分類される。遺構時期としてはⅢ

類の時期が考慮されるが、多時期が混在している可

能性もある。

　本遺跡をみると、図153は三平Ⅱ遺跡図３に近い

ことが判明した。しかし、図152は器厚が厚く直立

気味の器形で、ナデの調整痕は外面は顕著だが、内

面は不明瞭である。口唇部は丸みを持つ。あるいは

ⅡＡ類であろうか。八ツ場地域では未だ類例をみな

い。また、図154も内面はナデの凹凸はなく、外反

気味で頸部内面の稜は明瞭である。これはⅢ類を思

わせる。参考に示した古瀬戸・大窯集計表でも、下

第６表　下原遺跡出土中世陶磁器一覧と古瀬戸・大窯集計表
遺 物 No 出　土　位　置 器　　種 産　　地 形　　式 年　　代　　観

下６ 38（中）土坑 白磁皿 中国 Ⅸ類 13世紀後半〜14世紀前半

下８ ６（中）焼土 染付皿 中国 Ｂ１類（端反） 15世紀後半

下９ ６（中）焼土 腰折皿 古瀬戸 後Ⅳ新 15世紀後半

下13 中世面№118 青磁小壺 中国

下14 64（中）土坑 青磁碗 龍泉窯系 Ｃ類 15世紀前半〜中

下15 中世面№80 瓶子梅瓶 古瀬戸 中期 14世紀前半

下16 中世面№125 白磁小杯 中国 Ｂ類 15世紀前半〜中

下17 ３（中）石垣 腰折皿 古瀬戸 後Ⅳ新 15世紀後半

下18 中世面№76 白磁碗 中国 Ⅳ類（玉縁） 12世紀

下68 １'面№22 青磁碗 龍泉窯系 Ｂ４類 15世紀後半

下69 １'面№23 青磁皿 中国

下70 １'面№91 青磁碗 龍泉窯系 Ｂ１類 13世紀後半〜14世紀前半

下71 １'面№27 皿 瀬戸美濃系 大窯１〜２段階 15世紀末〜16世紀前半

下72 １'面№85 丸碗 瀬戸美濃系 大窯１段階 15世紀末〜16世紀初

下76 1（１'）ヤツ№２ 青磁碗 同安窯系 12世紀

＊中国陶磁器：小野正敏氏、瀬戸美濃系陶磁器：藤澤良祐氏鑑定による。ただし、年代観は筆者補足。　

下　原

遺　跡

古　瀬　戸　中　期 古　瀬　戸　後　期
古瀬戸計

大　窯　製　品
大窯計 合　計

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ古 Ⅳ新  １ ２ ３ ４

碗　類  １ 　１ １

小皿類
２ ２

　１ ３
 １

壺瓶類 １   １ １

上原Ⅳ
遺　跡

 古　瀬　戸　中　期 古　瀬　戸　後　期  
古瀬戸計

大　窯　製　品
大窯計 合　計

 Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ Ⅳ  Ⅰ  Ⅱ Ⅲ Ⅳ古 Ⅳ新  １ ２ ３ ４

天目類  １   １  １

碗　類 １  １  １

卸　皿  １  １  １
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原遺跡よりも新しい様相があり、鍋にもこれが反映

されている可能性もあろう。以上、本遺跡の鍋は、

明確な遺構に伴うものではないが、既報告例にはな

い様相をみることができる。

＊野村一寿・小口徹　1990　「中世土器・陶磁器」『中央自動車道 
　長野線埋蔵文化財発掘調査報告書　松本市内その１』長野県埋
　蔵文化財センター
＊第２回内陸遺跡研究会「16・17 世紀における内陸流通−内耳土
　器の動向を中心として−」レジュメ　2004

＊飯森康広　2003 「下原遺跡の中世掘立柱建物跡と焼土・墓・土坑
　をめぐる景観 −イロリを伴うとみられる掘立柱建物跡を前提と
　して−」『久々戸遺跡・中棚Ⅱ遺跡・下原遺跡・横壁中村遺跡』
＊群埋文　2003 『久々戸遺跡・中棚Ⅱ遺跡・下原遺跡・横壁中村遺跡』
＊群埋文　2006 『下原遺跡Ⅱ』
＊群埋文　2006 『三平Ⅰ遺跡・三平Ⅱ遺跡』

第５項．下駄　

  本遺跡では、中調査区の５号溝及び上面盛土層境

から下駄３点が出土している。時代は不確実だが、

溝群で時期の判明した陶磁器の下限は17世紀で、不

明なものも概ね18世紀代にとどまると思われる。形

態はすべて連歯であり、差歯は見られない。樹種同

定の結果、クリ２点・ケヤキ１点であることが判明

した（次節参照。なお併せて、パレオ・ラボ佐々木

由佳氏から有益な助言をいただいた）。また、杭や板、

桶はモミ属・マツ属が使用されており、周辺域から

の流入の可能性が指摘されている。こうした状況を

受けて、ここでは下駄の樹種について、県内の出土

事例と比較しながら検討する。

　第７表で示したとおり、当事業団が調査した県内

報告書刊行済み遺跡と、主要な城郭遺跡である前橋

城、高崎城を対象に資料収集したところ、下駄80点

が判明した。そのうち、古墳時代や平安時代のもの

を除外して、59点が中世から近世であり、本遺跡と

の比較が可能となった。

　第88図のとおり、樹種が判明するものは、59点中

53点で、樹種は19分類群である。次節で紹介され、

江戸の武家地として良好な出土事例を持つ新宿区細

工町遺跡（以下、細工町）を、ここでも参考とする。

細工町では、21分類群（18・19世紀）が使われている。

両者を比較すると、クリ・ケヤキが30〜40％を占め、

共通している。一方、キリが細工町で14％に対して、

県内で１点しかないのは地域差であろう。キリは軽

く、流通品であったと言われる。

　ところで、今回提示した県内資料53点の約６割に

当たる32点は、北関東自動車道建設に伴って調査さ

れた前橋市南部から伊勢崎市北部の遺跡群である。

ここでの樹種は14分類群であり、全体に大きく影響

している。また、残る21点中12点は高崎城三ノ丸で、

ほかは本遺跡ほか２か所となる。

　前橋市南部から伊勢崎市北部の遺跡群を詳しくみ

ると、二之宮千足遺跡で９点６種と多いが、横手湯

田遺跡では７点中クリが４点、サワラ２点、カヤ１

点と樹種は少ない。残る16点中、二之宮宮東遺跡４

点を除く６遺跡12点では、クリ４、アカマツ３点と、

ヒノキなどの針葉樹５種各１点ずつとなっている。

つまり、この地域で樹種が多くなっているのは、針

葉樹の樹種選択が多いためであろう。なかでもアカ

マツ・ヒノキ・スギ・サワラが比較的選ばれている。

こうしてみると、二之宮千足遺跡６種９点は、この

地域の典型的な選択と思える。なお、二之宮宮東遺

跡４点は、スギ２点、モミ属、ユズリハ各１点と、

他と様相が異なる点で興味深い。

　高崎城三ノ丸12点は、二之宮千足遺跡に近い。針

葉樹はともに33％前後で、スギ以外の選択がマツ属

か、ヒノキ属かの違いである。落葉樹はやや違って

いて、二之宮千足遺跡はケヤキが多く、高崎城三ノ

丸では、クリに次いでモクレン属を使っていて、や

や特殊であろう。

　残る９点のうち、本遺跡以外はともに前橋市近郊

であり、元総社寺田遺跡３点ではキリやハリギリが
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第７表　県内遺跡出土下駄一覧
遺跡名 出土遺構名 大 き さ 樹　種 木取り 時　代

1 上原Ⅳ遺跡 ５号溝２ 長 5.8　幅8.1　高4.1 ケヤキ / 落葉樹 連歯下駄
2 ５号溝３ 長17.6　幅7.7　高2.1 クリ / 落葉樹 連歯下駄
3 Ｉ−11グリッド 長19.7　幅9.8　高4.7 クリ / 落葉樹 連歯下駄
4 下原Ⅱ遺跡 天明三年泥流中 長18.0　幅7.5 近世 連歯下駄
5 上郷岡原遺跡 49区１号建物 　
6 洞Ⅱ遺跡 ３−ｃ溝　堰下覆土 長21.0　幅9.0 中・近世
7 ３−ｃ溝　堰下覆土 長14.6　幅4.3 中・近世
8 高崎城三ノ丸遺跡 185−二ノ丸堀北 長12.4　幅6.3　高0.5 モクレン属/落葉樹 中・近世 差歯陰卯
9 158−ＳＥ　59 長16.5　幅4.5　高0.8 ハンノキ属/落葉樹 中・近世
10 185−二ノ丸堀北 長11.8　幅7.5　高2.1 スギ/針葉樹 中・近世
11 185−二ノ丸堀（下層）長20.4　幅7.1　高1.8 クリ/落葉樹 中・近世 差歯陰卯
12 185−二ノ丸堀 長 4.5　幅9.4　高1.0 モクレン属/落葉樹 中・近世
13 185−二ノ丸堀　 長19.0　幅5.7　高2.1 クリ/落葉樹 中・近世 差歯陰卯
14 185−二ノ丸堀北 長14.5　幅7.5　高1.0 クリ/落葉樹 中・近世 差歯陰卯
15 185−二ノ丸堀北 長21.3　幅5.5　高1.0 モクレン属/落葉樹 中・近世 連歯二枚
16 158−ＳＥ　92 長20.2　幅6.8　高1.8 マツ属複維管束亜属/針葉樹 中・近世
17 158−ＳＥ　92 長25.0　幅6.7　高1.5 マツ属複維管束亜属/針葉樹 中・近世
18 158−ＳＥ　92 長20.0　幅7.6　高2.0 クリ/落葉樹 中・近世 差歯陰卯
19 185−二ノ丸堀（下層）長20.3　幅7.3　高3.2 スギ/針葉樹 中・近世
20 棟高辻久保遺跡 Ⅱ区１号水路覆土 長18.0　幅9.8　厚2.2 ハンノキ属ハンノキ亜属/落葉樹 近世〜近代
21 Ⅲ区２面覆土 長17.9　幅7.7　厚2.4 スギ/針葉樹 近世〜近代
22 Ⅳ区６号水路覆土 長18.6　幅7.9　厚3.2 スギ/針葉樹 近世〜近代
23 日高遺跡 154号溝 長13.5　幅5.85　高1.8 針葉樹 柾目材 平安
24 前橋城遺跡Ⅰ ２次２号堀木樋覆土 19.4×7.0×9×2.1 17世紀後半〜18世紀
25 南北上層Ｍ−18 21.7×9.6×1.4×3.4 17世紀後半〜18世紀
26 Ｒ−17 20.6×（6.4）×2.0×4.2 17世紀後半〜18世紀
27 （Ⅱ）Ｎ−18　　 16.7×8.2×1.1×2.4 17世紀後半〜18世紀
28 Ｒ−17 21.0×9.5×1.4×2.3 17世紀後半〜18世紀
29 （Ⅱ）Ｎ−18　　 16.5×7.0×1.4×1.8 17世紀後半〜18世紀
30 Ｍ−19下層 17世紀後半〜18世紀
31 前橋城遺跡Ⅱ ５次４号井戸覆土 19.9×7.5×1.3 17世紀前〜18世紀前
32 ５次７号井戸 22.6×3.0×2.7 17世紀後半 差し歯下駄
33 ５次18号井戸覆土 11.3×8.8
34 ５次48号井戸覆土 19.9×9.6×5.7 17世紀
35 ５次48号井戸覆土 21.0×11.7×9.0 17世紀 漆下駄
36 ５次62号井戸覆土 13.9×5.6×2.3
37 ５次62号井戸覆土 20.0×8.7×1.4
38 ５次62号井戸覆土 20.0×8.7×1.3
39 前橋城三ノ丸遺跡 15号井戸 長16.1  台幅 5.8  台の厚さ1.9 板目材 幕末〜明治初頭 露卯下駄
40 元総社寺田遺跡Ⅱ Ⅳ区２面 長 9.8　幅 6.5　厚1.4 ムクロジ/落葉樹 平安
41 元総社寺田遺跡Ⅲ Ⅶ区９号井戸 長13.3　幅 6.6　厚3.1 キリ/落葉樹 木心持 近世
42 Ⅶ区９号井戸 長16.6　幅 8.5　厚1.8 ブナ属/落葉樹 柾目 近世
43 Ⅶ区９号井戸 長21.2　幅10.2　厚1.9〜3.5 ハリギリ/落葉樹 柾目 近世
44 鶴光路榎橋遺跡 Ｂ86号土坑覆土 長19.7　幅 8.2　厚4.7〜0.7

重量216.8 クリ/落葉樹 中近世
45 横手湯田遺跡 Ｌ区内堀（30号溝） 長 7.0　幅7.6　厚1.7 クリ/落葉樹 近世
46 Ｌ区内堀（30号溝） 長22.4　幅9.3　厚4.8 カヤ/針葉樹 近世
47 Ｌ区内堀（30号溝） 長18.4　幅8.2　厚4.0 サワラ/針葉樹 近世
48 Ｌ区内堀（30号溝） 長18.2　幅9.4　厚3.9 クリ/落葉樹 近世
49 Ｌ区内堀（30号溝） 長21.0　幅8.0　厚16.5 クリ/落葉樹 近世
50 Ｌ区内堀（30号溝） 長13.6　幅7.8　厚2.2 サワラ/針葉樹 近世
51 Ｌ区内堀（30号溝） 長12.5　幅8.1　厚2.7 クリ/落葉樹 近世
52 徳丸高堰遺跡 Ｂ区１号溝 長16.2　幅8.0　厚3.6 クロベ/針葉樹 板目 17世紀〜18世紀
53 Ｂ区24号溝 長24.0　幅7.0　厚2.5 アカマツ/針葉樹 柾目 17世紀〜19世紀 草履下駄
54 Ｂ区24号溝 長24.2　幅6.9　厚2.5 アカマツ/針葉樹 柾目 17世紀〜19世紀 草履下駄
55 Ｂ区76号土坑 長15.3　幅7.0　厚2.1 クリ/落葉樹 柾目 中世・近世
56 徳丸仲田遺跡（2） Ｂ区２号溝 長21.5　幅6.5　厚3.5 クリ/落葉樹 柾目 近世
57 Ｂ区２号溝 長19.5　幅8.2　厚2.6 サワラ/針葉樹 柾目 近世
58 Ｈ区３号溝 長21.5　幅8.5　厚3.0 ツガ属/針葉樹 柾目 近世
59 中内村前遺跡（1） ３−１−１号井戸 長15.6　幅8.4　厚2.4 針葉樹 芯去材 中世〜近世
60 二之宮宮下東遺跡 ３区　16層 ケヤキ/落葉樹 割り材 古墳時代後期 連歯下駄
61 ３区　16層 ケヤキ/落葉樹 割り材 古墳時代後期 連歯下駄
62 ３区　16層 ケヤキ/落葉樹 割り材 古墳時代後期 連歯下駄
63 二之宮宮東遺跡 中央　Ｘ011 長（11.8）幅10.2　厚2.3（歯） モミ属/針葉樹 近世 一本作り
64 中央　Ｘ011 長21.4　幅9.4　厚2.6 スギ（本体）/針葉樹 近世 歯（ブナ属）さしこみ作り
65 中央　Ｘ011 長22.7　幅9.2　厚4.0 スギ/針葉樹 近世 一本作り
66 中央　Ｘ011 長16.2　幅4.5　厚2.7 ユズリハ/照葉樹 近世 一本作り
67 二之宮千足遺跡 ３・４区１号溜井 現存長15.9　現存幅10   厚0.5 クリ/落葉樹 割材 江戸時代
68 ３・４区１号溜井 高8.5 現存下端幅14　

上端幅8.3　厚1.2 ブナ属/落葉樹 柾目 江戸時代 下駄歯

69 ３・４区１号溜井 つま先部幅6　
かかと部幅5　歯部厚2.9 ヒノキ属/針葉樹 板目 江戸時代 駒下駄

70 ３・４区１号溜井 幅1.5　最大厚３　 ケヤキ/落葉樹 割り材 江戸時代 露卯下駄
71 ３・４区１号溜井 現存長12.3　幅7.4　高3 アサダ/落葉樹 割り材 江戸時代 駒下駄
72 ３・４区１号溜井 高10.9  接地面幅14.5  厚1.6 ケヤキ/落葉樹 板目 江戸時代 下駄歯
73 ３・４区１号溜井 幅5.1　厚2.9 ヒノキ属/針葉樹 板目 江戸時代 駒下駄
74 ３・４区１号溜井 厚さは連結部で1、接地部で1.8 ケヤキ/落葉樹 板目材 江戸時代 下駄歯
75 ４区２号溜井 全長22.5　幅10　最大厚2.9 スギ/針葉樹 割り材 18世紀
76 波志江中屋敷西遺跡 屋敷周堀 径15.5×8.2　厚2.0 クリ/落葉樹 15世紀
77 波志江中屋敷遺跡 ５号溝 長22.7　短9.2　高3.8 ヒノキ/針葉樹 中・近世以降
78 203号土坑 長25.5　短8.8　高2.7 アカマツ/針葉樹 中・近世以降
79 上植木光仙房遺跡 Ⅰ区15号井戸 長20.2　幅6.0　厚5.6 中世以降
80 小角田前Ⅰ・Ⅱ遺跡 ＳＤ１・ＳＤ２−１ 長23.5　幅（10.2） 樹種同定−コナラ節/落葉樹 ９世紀中頃以前
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第６節　まとめ

第88図　県内遺跡出土下駄の樹種および規格
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あり、流通品を思わせる。また、棟高辻久保遺跡で

は、スギ２点、ハンノキ１点と前橋市南部などと変

わらない傾向にある。なお、前橋周辺地域を代表す

る前橋城で樹種が報告されていないことは非常に残

念である。

　以上、県内地域を概観した結果から本地域を考え

ると、クリ・ケヤキを選ぶことは、非常によく符合

しており、江戸とも共通する時代傾向である。一方

で、針葉樹がないのは興味深い。本遺跡木器でも、

モミ属やトウヒ属、マツ属があるが、スギやヒノキ

はない。下駄の用材として、どのような針葉樹が選

択されているのか。本地域調査における今後の課題

として残される。

＊松葉礼子　1999　「溜池遺跡・汐留遺跡・墨田区三遺跡から出土
　した木製品の樹種から類推される近世江戸城周辺の木材消費」　
　『植生史研究』７
＊能城修一　1992「新宿区細工町遺跡から出土した木製品の樹種」
　『東京都新宿区細工町遺跡』新宿区厚生部遺跡調査会

第７節　上原Ⅳ遺跡出土木材の樹種同定

野村　敏江（パレオ・ラボ）

１．はじめに

　上原Ⅳ遺跡は群馬県長野原町林にあり、押手沢に

よって形成された扇状地の西端部の緩斜面に位置す

る。本遺跡の２号旧河道では、中世から近世にあた

ると推定されている石鉢が出土している。ここでは

Ⅰ−11グリッド、2 号旧河道、3・4・5 号溝より出

土した木製品12試料の樹種同定結果について報告す

る。

２．方法

　材組織の切片採取は群馬県埋蔵文化財調査事業団

によって行われ、作成されたプレパラートは光学顕

微鏡下で同定した。同定を行った試料のうち各分類

群を代表する試料については写真図版（図版１〜２）

を添付し、その材組織を結果に記載した。なお、作

成されたプレパラートは財団法人群馬県埋蔵文化財

調査事業団に保管されている。

３．結果と考察

　同定された樹種の一覧は表 1 に、製品別の樹種の

集計は表２に示した。樹種同定の結果、全12試料中

には、モミ属・トウヒ属・マツ属・クリ・ケヤキの

合計５分類群が同定された。このうち、クリが７試

料と最も多く産出し、次いでモミ属が２試料、トウ

ヒ属・マツ属・ケヤキが各１試料産出した。なお、

マツ属は放射仮道管の肥厚の形態によってさらに亜

属、種段階までの分類が行われるが、ここでは保存

状態が悪く放射仮道管の肥厚を観察できなかったた

め、マツ属までの同定に留めた。

　次に産出した樹種について検討する。最も多く

産出したクリは下駄や盤？・柱？などに用いられ

ていた。同定例の多い近世江戸における下駄の樹種

と比較してみると、東京都新宿区の細工町遺跡の17

世紀後半から19世紀中頃にあたる出土木製品の樹種

同定（能城 1992）では、連歯下駄46試料において16

分類群もの樹種が用いられており、クリが最も多く

20％弱用いられていた。新宿区行元寺跡の樹種同定

（能城・三村 2003）では18世紀前半から後半にあた

る下駄が13試料産出しており、針葉樹ではサワラ１

試料、広葉樹ではトネリコ属が７試料、クリが３試

料、このほかコナラ節とキリが１試料産出した。江

戸時代初期にあたると考えられている千代田区丸の

内一丁目遺跡の樹種同定（鈴木・能城 2005a）では、

連歯下駄にはクリが最も多く（40試料中21試料）、こ

のほかケヤキなどが用いられていた。また、千代田

区九段南一丁目遺跡の17世紀前半にあたる樹種同定

（鈴木・能城 2005b）では、連歯下駄においてクリ８

点に対し、スギ・ヒノキ・サワラ・アスナロなどの

針葉樹材が16点同定された。

　以上のように、下駄には様々な樹種が用いられ

るが、多くの遺跡において重硬で丈夫なクリが用い
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られることは共通している。山田（1993）による日本

各地の遺跡から出土した履物材の集計では、16〜17

世紀に複数の広葉樹材を用いる傾向が強まり、18世

紀以降にスギ・ヒノキ材・二葉松類などの針葉樹材

やクリ材を極端に使用した遺跡が出てくるとしてい

る。今回同定された下駄は 3 点ではあるが、クリ・

ケヤキが用いられたことは、近世における樹種利用

と概ね同様の傾向を示していると考えられる。

　杭や板、桶にはモミ属・トウヒ属・マツ属が同定

された。モミ属・トウヒ属は本遺跡周辺の山地域、

または高標高域に普通に生育する樹種であることよ

り、周辺域からの流入の可能性が考えられる。マツ

属の同定に留まったが、今回同定されたマツ属には

本遺跡周辺において生育するアカマツも含まれてお

り、比較的近距離からの流入であることが示唆され

る。近世江戸城周辺では、ヒノキ科の樹種が優勢に

産出することが明らかにされている（松葉1999）。江

戸城周辺の樹種組成と点数は少ないが本遺跡からヒ

ノキ科の樹種が産出しないことは、江戸と地方の地

域間での樹種利用の違いを反映している可能性があ

ると考えられる。

　次に同定された樹種の記載を行う。

（1）モミ属　　　　　マツ科　図版１（1a-1c）No.9

　仮道管および放射柔細胞によって構成される針葉

樹材である。早材から晩材への移行は緩やかである。

放射組織は全て放射柔細胞によって構成され２〜20

細胞高になり、放射柔細胞の壁は厚く数珠状肥厚を

有する。放射柔細胞の分野壁孔はスギ型で１分野に

１〜４個存在する。

　モミ属は常緑高木であり、北海道に分布するトド

マツ、亜高山帯など高標高域に分布するシラビソ・

オオシラビソ、標高1,000〜2,000m に分布するウラ

ジロモミ、ウラジロモミよりも低標高域に分布する

モミなどがある。ウラジロモミ・モミの用途はほと

んど同じとされ、材は針葉樹材のうちでやや軽軟で、

切削その他の加工は容易であり割裂性も大きい。

（2）トウヒ属　　　　マツ科　図版 1（2a-2c）No.5

　仮道管および放射柔細胞、放射仮道管および垂直、

水平樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞によって構

成される針葉樹材である。早材から晩材への移行は

緩やかである。放射組織は放射柔細胞と放射仮道管

によって構成され、１〜20細胞高になる。放射仮道

管の有縁壁孔対の断面をみると、壁孔縁の先端は角

張っているもの、壁孔縁に鋸歯状の突起を持つもの

が多い。放射柔細胞の分野壁孔はトウヒ型で 1 分野

に３〜６個存在する。

　トウヒ属は常緑高木であり、本州に分布する主な

トウヒ属にはトウヒ・イラモミ・ハリモミなどがあ

り、山地帯〜亜高山帯に分布する。材は針葉樹材の

うちではやや軽軟であり、切削そのほかの加工は容

易で割裂性は大きい。

（3）マツ属　　　　　マツ科　図版 1（3a-3c）No.4

仮道管および垂直、水平樹脂道を取り囲むエピセリ

ウム細胞、放射柔細胞および放射仮道管によって構

成される針葉樹材である。早材から晩材への移行は

急であり晩材部の幅も広い。放射組織は放射柔細胞

と放射仮道管によって構成される。マツ属は、放射

仮道管の内壁の肥厚形態によって肥厚が鋸歯状を呈

す複維束亜属と、内壁が肥厚せず平滑である単維束

亜属に区分されるが、試料の保存が悪いため放射仮

道管の肥厚を観察できず、ここではマツ属までの同

定に留めた。

（4）クリ　　　　　　　　　　　　　　　 ブナ科

　　図版 2（4a-4c）No.8

　大型の道管が年輪界で一列に並び、それ以外の部

分では径を減じた道管が火炎状に配列する環孔材で

ある。放射組織は単列で同性である。道管の穿孔は

単穿孔であり、放射組織と道管の壁孔は柵状である。

材は耐朽性が強く、水湿に耐え、保存性がきわめて

高い。

　クリは北海道（石狩・日高地方以南）・本州・四

国・九州の丘陵から山地に分布する落葉高木で高さ

20mほどになる。

（5）ケヤキ　　　　　　　　　　　　　　　

　　ニレ科　図版 2（5a-5c）No.6

　大型の道管が年輪界で１列に並び、孔圏外の小道
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管は数個複合して接線状に並ぶ環孔材である。放射

組織は 5 細胞幅程度で紡錘形のものが目立ち、上下

には大型の直立細胞がある。道管は単穿孔であり、

小道管にはらせん肥厚がみられる。

　ケヤキは北海道・本州・四国・九州の渓畔林や丘

陵部、山地によく生育する高さ 20mほどの落葉高

木である。材はやや重くて硬いが、切削などの加工

はそれほど困難ではない。
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図版1　上原Ⅳ遺跡出土木製品の材組織の光学顕微鏡写真
1a-1c: モミ属（No．9）2a-2c: トウヒ属（No．5）3a-3c: マツ属（No．4）
a: 横断面　b: 接線断面　c: 放射断面
Scale bar=a:1．0 ㎜ , b:0．4 ㎜ , c:0．1 ㎜



表１　上原Ⅳ遺跡出土木製品の樹種同定結果
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第３章　上原Ⅳ遺跡

No. 樹種 報告書 No. 器種 遺存状態 区名 位置・遺構名 層位 取り上げ
番号 時期 備考

1 クリ 外173 下駄 完形 84 Ⅰ -11 グリッド Ⅱ c 層 近世？
2 クリ 2 河 3 盤？ 1/2 84 2 号旧河道 近世？
3 クリ 3 溝 4 柱？ 破片 84 3 号溝 5 近世？
4 マツ属 3 溝 5 杭 ほぼ完形 84 3 号溝 1 近世？
5 トウヒ属 4 溝 3 桶底板 1/2 84 4 号溝 5 近世？
6 ケヤキ 5 溝 2 下駄 脚部 84 5 号溝 1 近世？
7 クリ 5 溝 3 下駄 1/2 84 5 号溝 2 近世？ 2 つに割れる
8 クリ 5 溝 7 盤？ 大片 84 5 号溝 3 近世？
9 モミ属 5 溝 4 板 破片 84 5 号溝 上層 近世？

10 モミ属 5 溝 5 板 破片 84 5 号溝 上層 近世？
11 クリ 5 溝 6 不明木製品 ほぼ完形 84 5 号溝 上層 近世？
12 クリ 5 溝 8 舟形木製品 略完形 84 5 号溝 上層 近世？

図版 2　上原Ⅳ遺跡出土木製品の材組織の光学顕微鏡写真
1a-1c: クリ（No．8）2a-2c: ケヤキ（No．6）
a: 横断面　b: 接線断面　c: 放射断面
Scale bar=a:1．0 ㎜ , b:0．4 ㎜ , c:0．2 ㎜
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第８表　出土遺物観察表
１号住居跡

番号
種　類
器　種

出土位置（㎝）
遺 存 状 態

法　量（㎝）
①胎土　②焼成
③色調　　　　

成・整形技法の特徴及び備考

1
縄文土器
深鉢

＋14．0
口縁部片

残存高 5．3 ①小礫多②良好
③褐灰

口縁部隆帯貼付後、棒状工具で刻む。胴部横位縄文ＬＲ
施文後、単沈線で幾何学文様表出し、器面磨き顕著。内
面口唇部横位単沈線施す。堀之内２式

2
縄文土器
深鉢

口縁部片 残存高 4．6 ①白色粒多②良好
③赤褐

口縁部隆帯貼付後、棒状工具で刻む。胴部横位縄文ＬＲ施
文後、単沈線で文様表出し、器面磨き顕著。堀之内２式

3
縄文土器
深鉢

＋9．4
口縁部片

残存高 6．3 ①小礫多②良好
③にぶい褐

口縁部太い隆帯貼付後、棒状工具で刻む。単沈線で幾何
学文様表出。堀之内２式

4
縄文土器
深鉢

床直
口縁部片

残存高 5．6 ①白色岩片②良好
③にぶい褐

口縁部横位、胴部縦位縄文ＬＲ施文後、棒状工具により
横位沈線・鋸歯状文表出。堀之内２式

5
縄文土器
深鉢

掘り方
口縁部片

残存高 3．3 ①細砂多②良好
③暗褐

横位縄文ＬＲ施文後、単沈線で文様表出。堀之内２式

6
縄文土器
深鉢

＋20．3
胴部片

残存高 4．7 ①小礫多②良好
③褐灰

隆帯貼付後、横位刺突で刻む。胴部横位縄文ＬＲ施文、器
面磨き後、単沈線で文様表出。堀之内２式

7
縄文土器
深鉢

＋22．0
口縁部片

残存高 4．0 ①細砂多②良好
③暗褐

単沈線で横位に区画後、竹管刺突施す。高井東式

8
縄文土器
深鉢

＋9．5
頚部片

残存高 4．1 ①小礫多②良好
③灰褐

頸部粘土貼付後、刺突により円文表出。胴部横位縄文Ｌ
Ｒ施文後、単沈線で文様表出。堀之内２式

9
縄文土器
深鉢

＋7．2
胴部片

残存高 6．5 ①白色岩片やや多
②良好③黒褐

横位縄文ＬＲを短く施文後、単沈線で区画文表出し内部
磨り消す。堀之内２式

10
縄文土器
深鉢

＋13．3
口縁部片

残存高 8．3 ①小礫多②堅
③黒褐

横位縄文ＬＲ施文後磨り消し、横位単沈線施す。内面磨
き顕著。加曽利Ｂ２式

11
縄文土器
深鉢

１列
口縁部片

残存高 6．4 ①細砂含む②堅
③黒褐

横位縄文ＲＬを短く施文後、単沈線で区画文・区切文表出
し、磨り消す。内面磨き顕著。加曽利Ｂ２式

12
縄文土器
深鉢

＋9．1
口縁部片

残存高 7．9 ①細砂含む②堅
③黒褐

口唇部竹管刺突。胴部横位縄文ＬＲ施文後磨り消し、横
位単沈線・区切文施す。内面磨き顕著。加曽利Ｂ２式

13
縄文土器
深鉢

表土
口縁部片

残存高 7．2 ①細砂含む②堅
③黒褐

口唇部竹管刺突。胴部横位縄文ＬＲ施文後磨り消し、横
位単沈線・区切文施す。内面磨き顕著。加曽利Ｂ２式

14
縄文土器
深鉢

＋8．5
口縁部片

残存高 4．0 ①小礫含む②堅
③にぶい褐

口唇部横位縄文ＬＲ施文後磨り消し、単沈線で区画を表
出後、横位刺突文施す。加曽利Ｂ２式

15
縄文土器
浅鉢

口縁部片 残存高 2．2 ①細砂多②やや軟
③にぶい黄褐

外面無文。内面口縁部に単沈線で文様表出。堀之内～加
曽利Ｂ式

16
縄文土器
深鉢

＋22．6
口縁部片

残存高 7．3 ①小礫多②良好
③明赤褐

外面縦位磨き、内面横位磨き後、幅５㎜の横位沈線施す。
堀之内２式

17
縄文土器
深鉢

床直、１列
口縁部片

残存高 5．6 ①小礫多②やや軟
③にぶい橙

無文。堀之内２式

18
縄文土器
深鉢

＋19．3、掘り方、
底部片

底（12．0）
残存高 6．8

①小礫やや多②良好
③橙

無文、外面磨き。底部網代痕。堀之内～加曽利Ｂ式

19
縄文土器
深鉢

掘り方、１列、
Ｄ−17､底部片

底（12．4）
残存高 4．6

①白色岩片やや多
②良好③にぶい橙

底部網代痕。堀之内～加曽利Ｂ式

20
縄文土器
深鉢

床直
底部片

底 6．0
残存高 2．1

①小礫含む②良好
③にぶい橙

底部葉脈痕。堀之内～加曽利Ｂ式

21
縄文土器
深鉢

掘り方
底部片

底（6．0）
残存高 3．0

①小礫含む②堅
③にぶい赤褐

底部網代痕。堀之内～加曽利Ｂ式

22
縄文土器
深鉢

＋29．3
底部片

底 6．0
残存高 2．4

①白色岩片やや多
②良好③褐灰

底部網代痕。堀之内～加曽利Ｂ式

23
縄文土器
深鉢

＋7．9
底部片

残存高 3．0
①小礫やや多②良好
③にぶい赤褐

底部縄文。堀之内～加曽利Ｂ式   

24
縄文土器
深鉢

底部片 底 4．0
残存高 2．0

①細砂含む②良好
③にぶい橙

内外面ナデ。堀之内～加曽利Ｂ式

25
縄文土器
深鉢

＋14．1
底部片

残存高 3．8
①細砂多②やや軟
③黒褐

外面磨き顕著。堀之内～加曽利Ｂ式

出土遺物観察表
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番号
種　類
器　種

出土位置（㎝）
遺 存 状 態

法　量（㎝）
①胎土　②焼成
③色調　　　　

成・整形技法の特徴及び備考

26
縄文土器
注口土器

＋5．4、３住
口縁～胴部片

口 4．0
残存高 9．8

①小礫含む②良好
③暗赤褐

沈線で円弧文表出し磨く。細い棒状工具で連続刺突文施す。
堀之内２式

27
縄文土器
注口土器

＋10．6
注口

残存高 8．3 ①密②良好
③にぶい褐

基部沈線後、細い棒状工具で連続刺突文施す。堀之内２式

28
縄文土器
注口土器

＋15．9
注口

残存高 6．0 ①小礫多②良好
③橙

内面に巻き簀状の痕跡。堀之内２式

29
縄文土器
注口土器

床直
注口

残存高 3．5 ①小礫多②良好
③黒褐

外面磨き顕著。沈線で円文表出か。堀之内～加曽利Ｂ式

30
石器
石鏃

掘り方
ほぼ完形

長1．8   幅1．2   厚0．3   重0．4ｇ
黒曜石

基部一端欠損。

31
石器
石鏃

床直
3/4

長1．9   幅1．0   厚0．3   重0．4ｇ
黒曜石

基部一端欠損。

32
石器
石鏃

＋11．1
完形

長1．8   幅1．7   厚0．75   重2．0ｇ
黒曜石

33
石器
石鏃

床直
完形

長2．0   幅1．5   厚0．4   重0．8ｇ
チャート

基部欠損。

34
石器
石錐

＋16．1
完形

長2．4   幅1．6   厚0．6   重1．2ｇ
珪質変質岩

35
石器
打製石斧

床直
完形

長8．4   幅5．0   厚1．0   重33．6ｇ
頁岩

柄部欠損。

２号住居跡

1
縄文土器
深鉢

＋12．9
口縁部片

残存高 11．4 ①小礫やや多②良好
③褐

口縁部隆帯貼付後、棒状工具で刻む。胴部横位・斜位縄文
ＬＲ施文し、細い沈線で文様表出後磨り消す。堀之内２式

2
縄文土器
深鉢

＋5．8、５ピット、
３住
口縁部片

残存高 7．6 ①白色岩片多②良好
③赤黒

横位・斜位縄文ＬＲ施文後磨り消す。加曽利Ｂ式

3
縄文土器
深鉢

５ピット
口縁部片

残存高 4．9 ①白色岩片多②良好
③黒

横位縄文ＬＲ施文後磨り消す。加曽利Ｂ式

4
縄文土器
深鉢

口縁部片 残存高 3．9 ①白色岩片やや多
②良好③黒褐

横位縄文ＬＲ施文後、横位単沈線施し磨り消す。堀之内２
式

5
縄文土器
深鉢

＋10．3、１列
底部片

底（12．0）
残存高 1．6

①小礫含む②良好
③黒　

堀之内～加曽利Ｂ式

6
縄文土器
深鉢

＋13．8
底部片

残存高 4．5 ①小礫多②やや軟
③にぶい赤褐

胴部横位・下端縦位縄文ＲＬ施す。堀之内～加曽利Ｂ式

7
縄文土器
浅鉢

＋6
胴部片

残存高 2．7 ①密②良好
③褐灰

外面磨き顕著。内面平行沈線による渦巻文表出。堀之内２
式

8
縄文土器
浅鉢

床直
口縁部片

残存高 2．6 ①細砂含む②良好
③にぶい褐

外面横位磨き。内面横位沈線後、磨き顕著。堀之内２式

9
縄文土器
注口土器

＋10．4、３住
胴部片

残存高 5．1 ①白色岩片多②良好
③にぶい赤褐

平行沈線により渦巻文、弧線文を表出。堀之内２式

10
石器
剥片

＋17．2
完形

長4．2   幅6．2   厚1．2   重31．2ｇ
頁岩

３号住居跡

1
縄文土器
深鉢

＋12．2
口縁部片

残存高 7．8 ①白色岩片多②良好
③褐

口縁部隆帯貼付後、棒状工具で刻み、刺突は先端とがる。
細く深い沈線で文様表出。堀之内２式

2
縄文土器
深鉢

＋17．1
口縁部片

残存高 5．5 ①白色岩片やや多
②良好③黒

横位縄文ＬＲ施文後、横位沈線施し、器面内外面磨き顕著。
加曽利Ｂ２～Ｂ３式

3
縄文土器
深鉢

＋12．6
口縁部片

残存高 5．1 ①小礫含む②堅
③黒褐

横位縄文ＲＬを短く施文。堀之内～加曽利Ｂ式

4
縄文土器
深鉢

床直、１列、
Ｂ−18、表土4/5

口（28．5）
残存高 22．1

①小礫多②良好
③にぶい褐

横位・斜位縄文ＬＲ施文後、単沈線で文様表出、磨り消す。
堀之内２式

5
縄文土器
ミニチュア
土器

16ピット
完形

口 2．5
底 4．0
残存高 4．8

①小礫多②良好
③にぶい橙

無文。堀之内～加曽利Ｂ式

第３章　上原Ⅳ遺跡
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番号
種　類
器　種

出土位置（㎝）
遺 存 状 態

法　量（㎝）
①胎土　②焼成
③色調　　　　

成・整形技法の特徴及び備考

6
縄文土器
ミニチュア
土器

16ピット
口縁部片

残存高 1．8 ①細砂含む②やや軟
③にぶい橙

平行沈線で文様施す。堀之内～加曽利Ｂ式

7
縄文土器
深鉢

＋7．8
底部片

底 9．0
残存高 2．5

①小礫多②良好
③橙

底部網代痕。堀之内～加曽利Ｂ式

8
縄文土器
深鉢

16ピット
底部片

底（10．0）
残存高 5．5

①砂礫含む②良好
③橙

底部網代痕。堀之内～加曽利Ｂ式

9
縄文土器
深鉢

＋15．1
底部片

底（5．8）
残存高 3．7

①白色岩片やや多
②良好③黒

底部網代痕。堀之内～加曽利Ｂ式

10
縄文土器
注口土器

床直、２住、１列、
Ｂ−18

口（11．6）
残存高 16．5

①小礫多②良好
③灰赤

平行沈線により渦巻文を表出。器面磨き顕著。堀之内２式

11
縄文土器
注口土器

＋13
飾り

残存高 4．1 ①小礫多②良好
③黒

単沈線で同心円文など表出。刺突細く深い。堀之内２式

12
石器
石棒

＋32．6、６ピット
1/2

長21．2   幅2．5   厚2．4   重247．5ｇ
緑色片岩

先端部一部、下半欠損。

４号住居跡

1
縄文土器
深鉢

＋17．8、１列
胴部片

残存高 11．9 ①小礫多②良好
③暗褐

横位縄文ＬＲ施文後、単沈線で文様表出、磨り消す。堀之
内２式

2
縄文土器
深鉢

＋9．6
胴部片

残存高 4．1 ①小礫多②良好
③黒褐

平行沈線により三角文など表出。堀之内２式

3
縄文土器
深鉢

床直
胴部片

残存高 3．1 ①小礫多②良好
③明赤褐

横位縄文ＬＲ施文後、平行沈線で文様表出、磨り消す。堀
之内２式

4
縄文土器
ミニチュア
土器

＋8．3
ほぼ完形

口 5．0
底 4．0
残存高 7．0

①小礫多②良好
③明赤褐

無文。底厚に作る。堀之内～加曽利Ｂ式

5
縄文土器
鉢

胴部片 残存高 6．7 ①小礫多②良好
③褐

口縁部隆帯貼付後、棒状工具で刻む。胴部横位縄文ＬＲ施
文後、単沈線で文様表出、磨り消す。堀之内２式

6
縄文土器
土製円盤

＋5．8
完形

残存高 6．4 ①細砂やや多②良好
③褐

網代痕。堀之内～加曽利Ｂ式

１号列石遺構

1
縄文土器
深鉢

＋9．3
口縁部片

残存高 6．2 ①小礫多②良好
③褐灰

口縁部隆帯貼付後、棒状工具で刻む。胴部横位縄文ＬＲ施
文後、単沈線で文様表出、磨り消す。堀之内２式

2
縄文土器
深鉢

＋10．7、Ａ−16
口縁部片

残存高 5．5 ①小礫多②良好
③灰褐

口縁部隆帯貼付後、棒状工具で刻む。胴部横位縄文ＬＲ施
文後、単沈線で文様表出、磨り消す。堀之内２式

3
縄文土器
深鉢

＋10．9
口縁部片

残存高 3．9 ①小礫多②良好
③暗赤褐

口縁部隆帯貼付後、棒状工具で刻む。胴部横位縄文ＬＲ施
文後、単沈線で文様表出、磨り消す。内面磨き顕著。堀之
内２式

4
縄文土器
深鉢

＋13．4
口縁部片

残存高 4．2 ①小礫多②良好
③にぶい黄褐

口縁部隆帯貼付後、棒状工具で刻む。堀之内２式

5
縄文土器
深鉢

床直
口縁部片

残存高 4．7 ①小礫やや多②良好
③にぶい黄褐

口唇部径２㎜丸棒工具で刺突施す。口縁部隆帯貼付後、刻
む。胴部横位縄文ＬＲ施文後、単沈線で文様表出、磨り消
す。堀之内２式

6
縄文土器
深鉢

＋24．7
口縁部片

残存高 3．5 ①小礫やや多②良好
③赤褐

口縁部太い粘土紐貼付後、刺突施す。内面磨き顕著。堀之
内２式

7
縄文土器
深鉢

＋5．6
胴部片

残存高 7．8 ①小礫多②良好
③灰黄褐

横位縄文ＬＲ施文後、単沈線で幾何学文様表出、磨り消す。
堀之内２式

8
縄文土器
深鉢

＋16．3
胴部片

残存高 6．4 ①小礫多②良好
③にぶい褐

横位縄文ＬＲ施文後、単沈線で幾何学文様表出、磨り消す。
堀之内２式

9
縄文土器
深鉢

＋20．1
口縁部片

残存高 10．9 ①小礫多②良好
③灰褐

無文。堀之内２式

10
縄文土器
深鉢

＋7．8、２住、３住、
２配、
胴部片

残存高 17．7 ①小礫多②良好
③橙

縦位削り整形後、単沈線で文様表出。堀之内２式

出土遺物観察表
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番号
種　類
器　種

出土位置（㎝）
遺 存 状 態

法　量（㎝）
①胎土　②焼成
③色調　　　　

成・整形技法の特徴及び備考

11
縄文土器
深鉢

＋18．5
口縁部片

残存高 7．8 ①細砂多②良好
③にぶい橙

無文。堀之内２式

12
縄文土器
注口土器

＋14．3
口縁部片

残存高 2．4 ①小礫含む②良好
③にぶい橙

横位縄文ＬＲ施文後、単沈線施す。堀之内～加曽利Ｂ式

13
縄文土器
注口土器

＋31．8
注口

残存高 7．0 ①小礫多②良好
③灰褐

よく磨く。堀之内２式

14
縄文土器
注口土器

床直、１住、３住、
４住、Ａ−１・17

口（8．3）
残存高 16．4

①小礫やや多②良好
③にぶい赤褐

単沈線・隆帯により区画後、細かく刺突文施す。堀之内２
式

15
石器
スクレイパ
ー

＋23．8
完形

長 4．15　幅 6．2　厚 1．3　重 30．0ｇ
頁岩

16
石器
石核

床直
完形

長 2．3　幅 4．2　厚 1．9　重 17．9ｇ
黒曜石

17
石器
たたき石

床直
完形

長 8．3　幅 3．3　厚 1．9　重 70．3ｇ
安山岩

１号配石遺構

1
縄文土器
深鉢

＋30．9
胴～底部片

底 10．0
残存高 14．1

①小礫多②良好
③赤褐

横位・斜位縄文ＬＲ施文後、単沈線で文様表出、磨り消す。
堀之内２式

2
縄文土器
深鉢

＋34．6
口縁部片

残存高 9．8 ①小礫多②良好
③にぶい黄橙

内外面磨き顕著。堀之内２式

２号配石遺構

1
縄文土器
深鉢

＋21．5
口縁部片

残存高 6．0 ①小礫多②良好
③にぶい褐

口唇部単沈線施す。堀之内１式

2
縄文土器
深鉢

＋31．1
口縁部片

残存高 3．9 ①小礫やや多②堅
③黒褐

外面横位ナデ整形顕著。内面漆付着か。加曽利Ｂ１式

3
縄文土器
深鉢

＋20．0
口縁部片

残存高 5．1 ①小礫多②良好
③にぶい橙

口縁部隆帯貼付後、棒状工具で刻む。胴部横位縄文ＬＲ施
文後、単沈線で文様表出、磨り消す。堀之内２式

4
縄文土器
深鉢

＋14．3、１列
口縁～胴部片

残存高 9．7 ①小礫多②良好
③灰褐

口縁部隆帯貼付後、棒状工具で刻む。胴部単沈線で文様表
出。堀之内２式

5
縄文土器
浅鉢

＋27．8
胴部片

口（15．4）
残存高 4．7

①小礫多②良好
③黒褐

細かな縄文ＬＲ横位・縦位施文後、単沈線で区画文様表出、
磨り消す。内面磨き顕著。加曽利Ｂ２～Ｂ３式

6
縄文土器
深鉢

底部片 底（11．0）
残存高 4．9

①小礫多②良好
③明赤褐

堀之内～加曽利Ｂ式

7
縄文土器
深鉢

＋34．6
底部片

残存高 2．6 ①小礫多②良好
③黒褐

底部網代痕。堀之内２式

8
縄文土器
注口土器

＋34．4
口縁部片

口（11．4）
残存高 4．1

①密②堅
③黒褐

細い棒状工具で施文後、顕著に磨く。加曽利Ｂ１式

１号集石遺構

1
縄文土器
深鉢

胴部片 残存高 8．1 ①小礫やや多②良好
③褐灰

口縁部隆帯貼付後、棒状工具で刻む。横位縄文ＬＲ施文後、
単沈線で文様表出。堀之内２式

２号溝

1
陶器
卸目付大皿

サレキ層
口縁部片

口（20．0）
残存高 3．2

①密②良好
③灰黄

ロクロ成形。内外面口縁部施釉、浅黄。内面酸化鉄付着。
瀬戸美濃系

2
磁器
染付碗

サレキ層
底部片

底（6．0）
残存高 1．9

①密②良好
③灰白

外面下端部横線。畳付釉ハギ。肥前系

３号溝

1
陶器
鉄釉すり鉢

Ｉ−11
胴～底部片

底（15．0）
残存高 7．7

①やや粗②良好
③にぶい黄橙

下半部斜位ナデ整形、底部回転糸切未調整。全面施釉、極
暗赤褐。外面刷毛塗り。釉薬銀化見られる。瀬戸美濃系。
江戸時代。

2
石器
砥石

1/2 長 6．0　幅 3．9　厚 3．1　重 115．8ｇ
砥沢石

表裏下面成形時削り顕著。２面使用。

3
石器
たたき石

3/4 長 8．0　幅 9．8　厚 6．9　重 629．0ｇ
安山岩

表面丸みを持って平滑に磨る。右測、下面敲打痕顕著。

第３章　上原Ⅳ遺跡
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番号
種　類
器　種

出土位置（㎝）
遺 存 状 態

法　量（㎝）
①胎土　②焼成
③色調　　　　

成・整形技法の特徴及び備考

4
木器 破片 長 5．6　幅 4．9

高 3．2
 クリ 下端部ややきれいに成形。丸みあり。

5
木器
杭

ほぼ完形 長19．5
径 4．2

 マツ属 樹皮残す。先端は一方から鋭利に削り込む。裏側は丸い自
然面。

４号溝

1
陶器
鉄釉丸碗

胴部片 残存高 2．7 ①密②良好
③灰白

ロクロ成形。全面施釉、漆黒。瀬戸美濃系。江戸時代。

2
銅器
キセル雁首

完形 長 6．3　幅 1．9
厚 2．9

合わせ目で亀裂。皿部歪み顕著。

3
木器
桶底板

1/2 長18．0　幅 8．8
高 2．1

トウヒ属 木釘１カ所残る。

５号溝

1
陶器
皿

フク土
底部片

底（7．0）
残存高 2．2

①密②良好
③灰白

削りだし高台。高台内トチ目。全面施釉、長石釉。瀬戸美
濃系

2
木製品
下駄

脚部 長 5．8　幅 8．1
高 4．1

ケヤキ 連歯下駄

3
木製品
下駄

1/2 長17．6　幅 7．7
高 2．1

クリ 連歯下駄

4
木器
板

破片 長17．6　幅 4．3
高 0．4

モミ属

5
木器
板

破片 長 8．3　幅 3．1
高 0．5

モミ属

6
木器
不明木製品

ほぼ完形 長 8．5　幅 3．0
高 0．9

ケヤキ 裏面は平らだが、剥離面の可能性あり。小形で用途不明。
模造品などか。

7
木器
盤？

大片 長35．1　幅10．0
高 2．9

クリ 表面やや平滑で、波状に成形痕見える。裏面自然面。皿状
に上下端は反り気味。

8
木器
舟形木製
品？

略完形 長23．7　幅 4．2
高 2．9

クリ ３面とも整形か。

２号旧河道跡

1
石器
石鉢

Ｈ−11
1/4

口（17．0）　残存高 6．8
安山岩質溶岩

口唇部荒砥二次使用。

2
石器
石鉢

1/2 口（37．4）　残存高 14．3
安山岩質溶岩

口唇部、底部中央、荒砥二次使用。

3
木器
盤？

1/2 長39．2　幅18．9
高62．0

クリ 裏面は自然面残す。

遺構外出土遺物

1
縄文土器
深鉢

１住
口縁部片

残存高 4．6 ①白色岩片やや多
②良好③にぶい赤褐

横位無節縄文Ｒ。関山～黒浜式

2
縄文土器
深鉢

Ｋ−９
底部片

残存高 3．1 ①小礫含む②良好
③赤褐

櫛歯工具による刺突文横位施文。胎土繊維。形式不明

3
縄文土器
深鉢

３住
胴～底部片

底（14．0）
残存高 5．0

①小礫多②良好
③にぶい橙

横位縄文ＬＲ施文。前期末

4
縄文土器
深鉢

118墓地　表採
口縁部片

残存高 11．7 ①小礫やや多②良好
③にぶい褐

縦位無節縄文Ｌ。胎土繊維。関山～黒浜式

5
縄文土器
深鉢

１列
胴部片

残存高 3．0 ①小礫含む②良好
③にぶい褐

粘土紐貼付後、半裁竹管で刻み、刺突文施す。諸磯ｂ式

6
縄文土器
深鉢

Ｃ−18
胴部片

残存高 6．5 ①小礫多②良好
③橙

横位縄文ＬＲ施文。粘土紐貼付後刻む。諸磯ｂ式

7
縄文土器
深鉢

Ｃ−17
胴部片

残存高 3．3 ①小礫多②堅
③灰褐

平行沈線により縦位条線施す。諸磯ｃ式

8
縄文土器
深鉢

１住
胴部片

残存高 3．6 ①小礫多②良好
③にぶい赤褐

平行沈線により縦位条線施す。諸磯ｃ式

出土遺物観察表
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番号
種　類
器　種

出土位置（㎝）
遺 存 状 態

法　量（㎝）
①胎土　②焼成
③色調　　　　

成・整形技法の特徴及び備考

9
縄文土器
深鉢

中区表土
口縁部片

残存高 3．3 ①細砂多②良好
③明赤褐

竹管による押引文施す。阿玉台１ｂ～２式

10
縄文土器
深鉢

１列
胴部片

残存高 3．5 ①白色岩片やや多
②良好③にぶい赤褐

竹管による押引文施す。阿玉台１ｂ～２式

11
縄文土器
深鉢

３溝
口縁部片

残存高 2．5 ①小礫多②良好
③橙

縦位キャタピラ文施す。形式不明

12
縄文土器
深鉢

下区表土
口縁部片

残存高 3．3 ①小礫多②良好
③赤褐

幅５㎜の工具で沈線施す。堀之内１式

13
縄文土器
深鉢

Ｌ−９
口縁部片

残存高 5．3 ①小礫やや多②堅
③黒褐

磨き後、沈線・刺突施す。内面沈線後磨き顕著。加曽利Ｂ
２～Ｂ３式

14
縄文土器
深鉢

Ｄ−18
口縁部片

残存高 4．0 ①白色岩片含む②堅
③黒褐

横位単沈線施す。堀之内２～加曽利Ｂ式

15
縄文土器
深鉢

Ｊ−10
口縁部片

残存高 2．8 ①小礫多②良好
③にぶい褐

深い沈線施す。堀之内２式

16
縄文土器
鉢

Ｉ−11
口縁部片

残存高 3．0 ①細砂多②良好
③暗赤褐

細かい横位縄文ＬＲ施文後、単沈線施す。加曽利Ｂ２～Ｂ
３式

17
縄文土器
深鉢

Ｊ−10
口縁部片

残存高 3．4 ①小礫多②良好
③にぶい黄褐

口縁部横位、胴部縦位縄文ＬＲ施す。堀之内～加曽利Ｂ式

18
縄文土器
深鉢

上区表土
口縁部片

残存高 2．3 ①細砂多②やや軟
③にぶい黄褐

内面より円孔穿つ。堀之内２式

19
縄文土器
深鉢

Ｄ−18
口縁部片

残存高 8．1 ①細砂含む②堅
③暗褐

内外面磨き顕著。堀之内２式

20
縄文土器
鉢

Ｂ−16
口縁部片

残存高 4．0 ①小礫多②堅
③黒褐

口唇部押圧により小突起表出。加曽利Ｂ式

21
縄文土器
深鉢

Ｄ−18
胴部片

残存高 8．7 ①小礫多②良好
③にぶい黄褐

横位・縦位縄文ＬＲ施文後、単沈線で文様表出、磨り消す。
堀之内２式

22
縄文土器
深鉢

Ｃ−18
胴部片

残存高 5．0 ①小礫多②良好
③褐

口縁部隆帯貼付後刻む。横位縄文ＬＲ施文後、単沈線で文
様表出。堀之内２式

23
縄文土器
深鉢

３溝
胴部片

残存高 3．9 ①小礫多②良好
③にぶい橙

斜位縄文ＲＬ施文後、単沈線・刺突で文様表出。後期後半

24
縄文土器
深鉢

Ｃ−18
胴部片

残存高 4．7 ①小礫多②良好
③にぶい褐

横位・斜位縄文ＬＲ施文後、単沈線で同心円文など表出、
磨り消す。堀之内２式

25
縄文土器
深鉢

Ｃ−18
胴部片

残存高 4．3 ①白色岩片多②良好
③橙

横位・縦位縄文ＬＲ施文後、単沈線で文様表出、磨り消す。
堀之内２式

26
縄文土器
深鉢

Ｃ−17
胴部片

残存高 4．3 ①細砂多②良好
③にぶい赤褐

横位・縦位縄文ＬＲ施文後、単沈線で文様表出、磨り消す。
堀之内２式

27
縄文土器
鉢

Ｃ−18
胴部片

残存高 2．7 ①細砂含む②良好
③黒褐

横位縄文ＬＲ施文後、単沈線で同心円文表出、磨り消す。
堀之内２式

28
縄文土器
深鉢

上区表土
胴部片

残存高 4．0 ①小礫多②良好
③橙

横位縄文ＬＲ施文後、単沈線で文様表出、磨り消す。堀之
内１式

29
縄文土器
深鉢

中区表土
胴部片

残存高 4．8 ①白色岩片含む
②良好③にぶい橙

幅３㎜の棒状工具で渦巻き文表出。堀之内２式

30
縄文土器
深鉢

Ｃ−18
胴部片

残存高 7．9 ①白色岩片多②良好
③暗赤褐

横位縄文ＬＲ施文後、単沈線施す。堀之内２式

31
縄文土器
深鉢

上区
胴部片

残存高 5．2 ①小礫多②良好
③にぶい橙

横位縄文ＬＲ施文後、単沈線で文様表出、磨り消す。内面
磨き顕著。加曽利Ｂ２式

32
縄文土器
深鉢

Ｂ−16
口縁部片

残存高 6．5 ①細砂含む②良好
③灰褐

幅４㎜の棒状工具の短い沈線で文様表出。加曽利Ｂ２式

33
縄文土器
深鉢

Ｈ−11
胴部片

残存高 4．0 ①白色岩片やや多
②良好③灰褐

幅４㎜の棒状工具の短い沈線で文様表出。加曽利Ｂ２式

34
縄文土器
深鉢

Ｌ−９
口縁部片

残存高 4．5 ①細砂含む②良好
③暗褐

幅４㎜の棒状工具の短い沈線で文様表出。加曽利Ｂ２式

35
縄文土器
深鉢

Ｇ−12
口縁部片

残存高 6．2 ①小礫多②良好
③黒褐

棒状工具回転により大きく円文を穿つ。加曽利Ｂ２式

36
縄文土器
深鉢

Ｉ−10
口縁部片

残存高 3．8 ①細砂多②良好
③暗褐

粘土貼り付けにより円形透かし表出。内外面磨き顕著。加
曽利Ｂ２式
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番号
種　類
器　種

出土位置（㎝）
遺 存 状 態

法　量（㎝）
①胎土　②焼成
③色調　　　　

成・整形技法の特徴及び備考

37
縄文土器
深鉢

Ｃ−18
口縁部片

残存高 3．2 ①白色岩片やや多　
②良好③黒

口唇部幅４㎜の棒状工具で文様表出。内外面磨き顕著。加
曽利Ｂ２式

38
縄文土器
深鉢

Ｄ−17
口縁部片

残存高 3．9 ①細砂含む②良好　
③褐

内面磨き顕著。堀之内２式

39
縄文土器
鉢

Ｉ−11
口縁部片

残存高 3．8 ①細砂含む②良好　
③にぶい褐

口唇部指頭押圧により波状突起表出。内面磨き顕著。加曽
利Ｂ２式

40
縄文土器
深鉢

Ｋ−10
口縁部片

残存高 3．2 ①小礫多②良好
③にぶい橙

幅３㎜の棒状工具の短い沈線で文様表出。加曽利Ｂ２式

41
縄文土器
深鉢

Ｈ−11
口縁部片

残存高 3．5 ①白色岩片含む
②良好③黒褐

粘土紐貼り付けによりＳ字状の隆帯表出。加曽利Ｂ２～Ｂ
３式

42
縄文土器
深鉢

Ｃ−18
胴部片

残存高 6．3 ①白色岩片やや多
②良好③黒褐

棒状工具により横位・斜位沈線施す。内面磨き顕著。加曽
利Ｂ２式

43
縄文土器
深鉢

Ｌ−７
頸部片

残存高 5．6 ①細砂多②良好
③黒褐

棒状工具により斜格子文表出。内面磨き顕著。加曽利Ｂ２
式

44
縄文土器
深鉢

Ｋ−10
口縁部片

残存高 4．5 ①小礫含む②良好
③黒褐

縦位細沈線施す。加曽利Ｂ式

45
縄文土器
深鉢

Ｊ−９
口縁部片

残存高 3．1 ①細砂多②良好
③にぶい橙

斜位細沈線施す。加曽利Ｂ２式

46
縄文土器
深鉢

Ｉ−12
口縁部片

残存高 6．6 ①小礫やや多②良好
③黒褐

内面磨き顕著。加曽利Ｂ式

47
縄文土器
深鉢

Ｉ−12
口縁部片

残存高 4．0 ①小礫多②良好
③黒褐

斜位細沈線施す。内面より円孔穿つ。加曽利Ｂ２式

48
縄文土器
深鉢

Ｌ−９
口縁部片

残存高 2．5 ①白色岩片多②良好
③赤褐

口唇部粘土紐貼り付け後、指頭押圧。斜位細沈線施す。加
曽利Ｂ１式

49
縄文土器
深鉢

Ｋ−10
胴部片

残存高 4．2 ①白色岩片やや多
②良好③にぶい赤褐

縦位細沈線施す。加曽利Ｂ式

50
縄文土器
鉢

Ｉ−11
底部片

底 7．0
残存高 1．4

①細砂多②良好
③黒褐

高台状貼り付け。堀之内～加曽利Ｂ式

51
縄文土器
深鉢

Ｉ−11
底部片

底 8．0
残存高 2．8

①小礫多②良好
③にぶい赤褐

底部葉脈痕。堀之内～加曽利Ｂ式

52
縄文土器
浅鉢

Ｉ−12
口縁部片

残存高 4．0 ①白色岩片やや多
②良好③黒褐

外面口縁部Ｕ字形の粘土紐貼り付け。口唇部突起剥げか。
内面横位縄文ＬＲ施文。堀之内～加曽利Ｂ式

53
縄文土器
浅鉢

Ｄ−18
口縁部片

残存高 6．4 ①白色岩片やや多
②良好③黒褐

粘土貼り付けにより円形透かし表出。内外面磨き顕著。堀
之内２式

54
縄文土器
注口土器

Ｃ−18
把手部

残存高 7．7 ①細砂多②良好
③にぶい橙

単沈線により渦巻き文表出。堀之内２式

55
縄文土器
注口土器

Ｉ−10
頸部片

残存高 2．0 ①白色岩片多②良好
③暗褐

内外面磨き顕著。堀之内～加曽利Ｂ式

56
縄文土器
注口土器

Ｇ−11
注口部片

残存高 4．0 ①細砂含む②良好
③橙

磨き顕著。堀之内２式

57
縄文土器
注口土器

Ｃ−18
注口

残存高 5．3 ①細砂多②良好
③にぶい橙

堀之内～加曽利Ｂ式

58
縄文土器
台付鉢

Ｉ−11
脚部

残存高 4．1 ①細砂多②良好
③黒

細い沈線により横位波状文表出。加曽利Ｂ式

59
縄文土器
鉢

Ｉ−11
胴部片

残存高 4．5 ①細砂含む②堅
③黒

太い粘土紐貼付後、細かく刻む。器面磨き顕著。後期後半

60
縄文土器
深鉢

Ｉ−12
口縁部片

残存高 4．5 ①細砂多②良好
③黒褐

横位縄文ＬＲ施文後、単沈線施し、磨り消す。内面磨き顕
著。高井東式

61
縄文土器
深鉢

Ｊ−10
口縁部片

残存高 4．4 ①小礫多②堅
③にぶい赤褐

内外面磨き顕著。高井東式

62
縄文土器
深鉢

Ｉ−10
口縁部片

残存高 2．9 ①細砂多②良好
③灰褐

粘土貼り付けによる瘤状突起、幅５㎜の浅い沈線施す。高
井東式

63
縄文土器
深鉢

Ｋ−9
把手部

残存高 7．0 ①白色岩片多②良好
③黒褐

粘土貼り付けによる円形突起に刺突施す。高井東式

64
縄文土器
深鉢

Ｉ−12
口縁部片

残存高 4．4 ①小礫多②良好
③黒褐

太い粘土紐貼り付け後、刺突により刻む。高井東式

出土遺物観察表
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番号
種　類
器　種

出土位置（㎝）
遺 存 状 態

法　量（㎝）
①胎土　②焼成
③色調　　　　

成・整形技法の特徴及び備考

65
縄文土器
深鉢

Ｌ−９
口縁部片

残存高 3．2 ①細砂多②良好
③黒褐

粘土貼付後、凹みを施す。内面沈線後磨く。高井東式

66
縄文土器
浅鉢

中区表土
口縁部片

口（14．0）
残存高 4．5

①白色岩片やや多
②良好③にぶい橙

浮線により４分岐網状文施す。口唇部・胴部焼成前赤色塗
彩。晩期終末

67
弥生土器
台付鉢

Ｌ−9
底～脚部

底 9．2
残存高 7．2

①小礫含む②良好
③灰褐

横位沈線施し、外面赤色塗彩。内面塗彩不明。前期

68
弥生土器
甕

１住
口縁部片

残存高 3．7 ①小礫やや多②良好
③暗赤褐

横位沈線後、器面磨く。外面赤色塗彩。前期

69
縄文土器
深鉢

１住
口縁部片

残存高 5．9 ①小礫含む②堅
③橙

浮線により工字文表出。晩期後半

70
弥生土器
鉢

中区表土
胴部片

残存高 5．1 ①細砂含む②良好
③灰褐

ＬＲ横位後、沈線で工字文表出し、赤色塗彩。前期

71
弥生土器
鉢

１住
口縁部片

残存高 3．5 ①片岩多②良好
③橙

沈線により文様施す。口唇部内外面スス付着顕著。前期

72
弥生土器
鉢

１住
口縁部片

残存高 4．4 ①片岩多②良好
③橙

沈線により文様施す。口唇部内外面スス付着顕著。71と同
一個体か。前期

73
弥生土器
甕

１住
口縁部片

残存高 5．5 ①細砂含む②良好
③にぶい橙

口唇部突起に弱く刻む。横位沈線後、器面磨く。前期

74
弥生土器
甕

１住
口縁部片

残存高 4．5 ①細砂含む②良好
③にぶい褐

横位沈線後、内外面磨く。前期

75
弥生土器
深鉢

１住
頸部片

残存高 3．6 ①白色岩片やや多
②良好③褐灰

横位沈線後、器面磨く。前期

76
弥生土器
鉢

２住
口縁部片

残存高 5．0 ①小礫含む②良好
③灰褐

沈線により文様表出後、内外面磨く。前期

77
弥生土器
甕

Ｊ−10
口縁部片

残存高 2．6 ①細砂多②良好
③褐

横位浮線施す。前期

78
弥生土器
鉢

１住
頸部片

残存高 3．6 ①小礫やや多②良好
③にぶい橙

深い沈線により文様施す。前期

79
弥生土器
鉢

１住
胴部片

残存高 4．4 ①白色岩片やや多
②良好③灰褐

深い沈線により文様表出後、器面磨く。前期

80
弥生土器
鉢

Ｃ−17
胴部片

残存高 4．5 ①小礫やや多②良好
③にぶい橙

深い沈線により文様表出後、器面磨く。前期

81
弥生土器
鉢

１住
胴部片

残存高 3．0 ①白色岩片やや多
②良好③褐灰

沈線により文様施す。前期

82
弥生土器
深鉢

１住
胴部片

残存高 3．9 ①小礫やや多②良好
③にぶい橙

沈線により文様施す。前期

83
弥生土器
甕

１住
胴部片

残存高 1．8 ①小礫含む②良好
③にぶい橙

浮線により文様施す。89と同一個体。前期

84
弥生土器
甕

上区表土
胴部片

残存高 1．9 ①細砂やや多②良好
③灰褐

浮線により文様施す。前期

85
縄文土器
甕

１住、２住　
口縁～胴部片

口（38．0）
残存高 14．5

①細砂多②良好
③暗褐

口縁部横位条痕、突起棒状工具で刻む。頸部磨く。胴部横
位・下半斜位条痕。晩期終末～弥生前期

86
弥生土器
甕

１住
口縁部片

残存高 6．6 ①白色岩片多②良好
③黒褐

口縁部横位縄文ＬＲ後磨き、突起下刺突により刻む。前期

87
弥生土器
甕

中区表土
口縁部片

残存高 3．3 ①小礫含む②良好
③にぶい黄橙

斜位条痕後、横位沈線、突起下沈線により刻む。前期

88
弥生土器
甕

１住
口縁部片

残存高 6．5 ①小礫やや多②良好
③暗褐

条痕後沈線により文様施す。前期

89
弥生土器
甕

１住
頸～胴部片

胴（16．0）
残存高 12．2

①白色岩片含む②堅
③にぶい黄褐

肩部横位縄文ＬＲ後、深い横位沈線・太い刻み施す。胴部
斜位条痕。83と同一個体。前期

90
弥生土器
甕

１住
口縁部片

残存高 3．3 ①細砂多②良好
③灰褐

口唇部横位沈線、突起棒状工具で刻む。前期

91
弥生土器
甕

１住
口縁部片

残存高 2．0 ①細砂多②良好
③灰褐

口唇部横位沈線施す。前期

92
弥生土器
甕

上区表土
胴部片

残存高 3．1 ①小礫含む②良好
③にぶい橙

斜位条痕後、横位沈線施す。前期
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番号
種　類
器　種

出土位置（㎝）
遺 存 状 態

法　量（㎝）
①胎土　②焼成
③色調　　　　

成・整形技法の特徴及び備考

93
弥生土器
深鉢

４住
胴部片

残存高 4．3 ①細砂多②良好
③褐灰

横位沈線後、器面磨く。前期

94
弥生土器
鉢

１住
胴部片

残存高 2．0 ①小礫多②良好
③にぶい橙

横位縄文ＬＲ後、沈線施す。前期

95
弥生土器
甕

１住
頸部片

胴（32．0）
残存高 7．3

①小礫やや多②良好
③褐

肩部横位縄文Ｌの還付末端施文。胴部斜位条痕。前期

96
縄文土器
深鉢

Ｃ−17
胴部片

残存高 6．4 ①白色岩片多②良好
③褐灰

横位無節縄文Ｌ施す。晩期終末

97
縄文土器
深鉢

Ｈ−11
胴部片

残存高 4．5 ①白色岩片多②良好
③黒

横位無節縄文Ｌ施す。晩期終末

98
縄文土器
深鉢

１住
胴部片

残存高 5．8 ①小礫含む②良好
③黒褐

斜位・横位に短く単節縄文ＬＲを施す。晩期終末

99
縄文土器
深鉢

１住
胴部片

残存高 7．6 ①白色岩片含む
②良好③にぶい黄褐

横位条痕施す。晩期終末

100
縄文土器
深鉢

１列
胴部片

残存高 8．8 ①小礫多②良好
③にぶい黄橙

横位に粗い条痕施す。晩期終末

101
縄文土器
深鉢

１住
胴部片

残存高 7．7 ①片岩多②良好
③明褐

斜位条痕施す。晩期終末

102
縄文土器
深鉢

１住
底部片

底（8．0）
残存高 3．8

①白色岩片多②堅
③にぶい赤褐

胴部縦位条痕、底部網代痕。晩期終末

103
縄文土器
深鉢

１住
底部片

底（10．0）
残存高 2．8

①小礫多②良好
③にぶい褐

底部葉脈痕。晩期終末

104
弥生土器
甕

１住
口縁部片

残存高 4．5 ①細砂多②良好
③褐

口唇部棒状工具で刻む。口縁部横位、胴部斜位櫛歯状工具
による条線施す。内面横位刷毛目調整。中期前半

105
弥生土器
甕

１住
口縁部片

残存高 5．2 ①細砂多②良好
③にぶい赤褐

口唇部棒状工具で刻む。口縁部横位、縦位櫛歯状工具によ
る条線施す。中期前半

106
弥生土器
甕

１住
口縁部片

残存高 4．2 ①細砂多②やや軟
③にぶい赤褐

口唇部棒状工具で刻む。口縁部斜位櫛歯状工具による条線
施す。中期前半

107
縄文土器
甕

１住、Ｃ−17
胴部片

残存高 5．8 ①細砂やや多②良好
③にぶい褐

斜位条痕施す。内面磨く。晩期終末

108
弥生土器
甕

１住
胴部片

残存高 7．8 ①小礫多②堅
③橙

竹管により平行沈線、波状文を施す。中期前半

109
弥生土器
壺

１住
胴部片

残存高 5．4 ①小礫多②やや軟
③にぶい橙

横位縄文ＬＲ施文後、沈線を弧状に施す。内面横位刷毛目
調整。中期前半

110
弥生土器
甕

１住
胴部片

残存高 4．9 ①細砂やや多②良好
③橙

櫛歯状工具による斜線文施す。中期前半

111
弥生土器
甕

１住
胴部片

残存高 1．9 ①白色岩片多
②やや軟③にぶい橙

櫛歯状工具による山形文施す。中期前半

112
弥生土器
甕

１住
胴部片

残存高 3．4 ①細砂やや多②良好
③褐灰

沈線により文様施す。中期前半

113
弥生土器
甕

１住
胴部片

残存高 2．1 ①細砂やや多②良好
③灰褐

櫛歯状工具による斜格子文施す。中期前半

114
石器
石鏃

上区表土
3/4

長1．1　幅1．5　厚0．25　重0．2ｇ
黒曜石

刃部欠損。

115
石器
石鏃

上区表土
完形

長 1．8　幅 1．1　厚 0．4　重 0．6ｇ
珪質変質岩

116
石器
石鏃

Ｉ−11
完形

長 1．85　幅 1．4　厚 0．35　重 0．7ｇ
珪質変質岩

117
石器
石鏃

Ｈ−12
3/4

長 1．75　幅 1．2　厚 0．4　重 0．7ｇ
珪質変質岩

基部一端欠損。

118
石器
石鏃

Ｇ−11
完形

長 1．85　幅 1．5　厚 0．5　重 1．0ｇ
珪質変質岩

119
石器
石鏃

Ｋ−９
完形

長 1．5　幅 1．0　厚 0．4　重 0．3ｇ
黒曜石

120
石器
石鏃

Ｉ−12
3/4

長 3．1　幅 1．2　厚 0．55　重 2．1ｇ
頁岩

基部欠損。

出土遺物観察表
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番号
種　類
器　種

出土位置（㎝）
遺 存 状 態

法　量（㎝）
①胎土　②焼成
③色調　　　　

成・整形技法の特徴及び備考

121
石器
クサビ形石
器

Ｈ−11
完形

長 1．5　幅 2．0　厚 0．75　重 2．0ｇ
黒曜石

122
石器
スクレイパ
ー

Ｊ−10
完形

長 2．1　幅 2．0　厚 0．45　重 1．9ｇ
頁岩

123
石器
スクレイパ
ー

Ｈ−11
完形

長 3．9　幅 2．0　厚 0．85　重 4．9ｇ
黒曜石

124
石器
スクレイパ
ー

Ｊ−11
完形

長 4．0　幅 2．4　厚 1．0　重 8．8ｇ
黒色頁岩

125
石器
石核

Ｉ−11
完形

長 2．2　幅 4．7　厚 1．9　重 24．3ｇ
珪質頁岩

126
石器
石核

Ｉ−11
完形

長 6．6　幅 5．5　厚 2．9　重 106．8ｇ
碧玉

127
石器
磨製石斧

Ｈ−12
1/2

長 6．4　幅 4．2　厚 2．6　重 128．7ｇ
蛇紋岩

刃部欠損。稜部荒れ顕著。

128
石器
たたき石

Ｇ−11
完形

長 7．1　幅 4．6　厚 2．9　重 148．1ｇ
安山岩

裏面風化顕著。

129
石器
磨石

Ａ−18
完形

長 8．7　幅 6．2　厚 5．3　重 459．8ｇ
粗粒輝石安山岩

表裏二面平滑に磨る。

130
石器
くぼみ石

Ｈ−11
完形

長 11．0　幅 6．4　厚 4．3　重 414．7ｇ
粗粒輝石安山岩

表面平滑に磨る。酸化鉄付着顕著。

131
石器
くぼみ石

Ｈ−11
完形

長 12．2　幅 7．6　厚 3．8　重 436．9ｇ
粗粒輝石安山岩

132
石器
くぼみ石

Ｃ−18
完形

長 9．2　幅 6．6　厚 4．0　重 348．0ｇ
粗粒輝石安山岩

133
土師器
杯

Ｉ−12
口縁部片

口（14．0）
残存高 2．8

①細砂含む②良好
③明赤褐

外面口縁部横ナデ、体部横位ヘラ削り。内面横ナデ後、ヘ
ラ磨き。６世紀前半

134
土師器
杯

Ｉ−11
口縁部片

口（14．0）
残存高 2．2

①細砂含む②良好
③赤褐

外面口縁部ナデ、体部横位ヘラ削り。内面ナデ。６世紀前
半

135
土師器
杯

Ｂ−16
底部片

底（12．0）
残存高 3．3

①小礫含む②良好
③橙

外面体部ヘラ削り。６世紀前半

136
土師器
甕

Ｉ−12
口縁部片

口（18．0）
残存高 3．9

①細砂含む②良好
③灰褐

内外面横ナデ。６世紀前半

137
土師器
甕

Ｉ−12
口縁部片

口（18．0）
残存高 4．0

①小礫含む②良好
③にぶい赤褐

外面口縁部横ナデ、体部斜位ヘラ削り。内面横ナデ。６世
紀前半

138
土師器
甕

１住
口縁部片

口（20．0）
残存高 3．8

①小礫やや多②良好
③にぶい橙

内外面横ナデ。６世紀前半

139
土師器
小型甕

Ｂ−11
頸部片

残存高 5．5 ①小礫多②やや軟
③橙

風化ひどく、整形不明。６世紀前半

140
土師器
甕

上区
口縁部片

口（18．0）
残存高 3．6

①小礫多②良好
③橙

内外面横ナデ。６世紀前半

141
須恵器
坏

３溝
口縁部片

口（17．0）
残存高 3．1

①小礫わずか
②還元焔普通③黄灰

ロクロ成形(右回転)。９世紀第２四半期

142
須恵器
坏

Ｈ−12
口縁部片

口（16．0）
残存高 4．0

①白色岩片含む
②還元焔普通③灰

ロクロ成形、回転方向不明。９世紀第２四半期

143
須恵器
椀

Ｋ−９
口縁部片

口（14．0）
残存高 4．1

①密②還元焔普通
③灰

ロクロ成形、回転方向不明。９世紀第２四半期

144
須恵器
坏

Ｌ−８
底部片

底（8．0）
残存高 1．0

①密②還元焔普通
③灰

ロクロ成形(右回転)。底部回転糸切未調整。９世紀第２四
半期

145
須恵器
椀

２溝
底部片

底（8．2）
残存高 1．9

①白色岩片やや多②
還元焔普通③暗青灰

ロクロ成形(右回転)。高台貼り付け後、ナデ。高台内回転
糸切未調整。９世紀第２四半期

146
須恵器
椀

Ｉ−11
脚部

底（4．8）
残存高 2．3

①密②酸化焔やや軟
③明赤褐

ナデ整形。９世紀第２四半期
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番号
種　類
器　種

出土位置（㎝）
遺 存 状 態

法　量（㎝）
①胎土　②焼成
③色調　　　　

成・整形技法の特徴及び備考

147
土師器
甕

Ｇ−11
口縁部片

口（14．0）
残存高 4．6

①やや粗②酸化焔普
通③橙

内外面横ナデ。９世紀前半

148
土師器
甕

Ｈ−10
口縁部片

口（16．0）
残存高 4．8

①密②酸化焔普通
③灰褐

外面口縁部横ナデ、胴部横方向ヘラ削り。内面横ナデ。９
世紀前半

149
須恵器
羽釜

４住
口縁部片

口（20．0）
残存高 5．2

①白色岩片多
②還元焔やや軟③黒

ロクロ成形、回転方向不明。胴部縦方向ヘラ削り。内外面
燻し処理。10世紀　月夜野型

150
須恵器
羽釜

上区表土
鍔

残存高 4．9 ①小礫多②酸化焔や
や軟③にぶい橙

ロクロ成形、回転方向不明。胴部縦方向ヘラ削り。10世紀
月夜野型

151
須恵器
大甕

Ｉ−12
胴部片

残存高 3．6 ①白色岩片わずか
②酸化焔普通③灰

内外面横ナデ。    

152
在地土器
鍋

Ｈ−11
口縁部片

残存高 7．9 ①細砂多②酸化焔普
通③にぶい褐

内外面横ナデ。外面黒色処理。頸部のくびれが無く、内湾
気味に立ちあがる。信濃型。

153
在地土器
鍋

中区表土
口縁部片

残存高 3．2 ①細砂多②酸化焔普
通③にぶい褐

内外面横ナデ。口唇部平面処理。外面黒色処理。信濃型？。

154
在地土器
鍋

中区表採
口縁部片

残存高 4．6 ①細砂多②酸化焔普
通③褐

内外面横ナデ。外面黒色処理。

155
在地土器
鍋

Ｈ−10
胴～底部片

底（20．0）
残存高 4．2

①細砂多②酸化焔普
通③黒褐

平底。内外面黒色処理。

156
中国青磁
碗

Ｉ−11
胴部片

残存高 2．7 ①密②良好
③灰白

連弁文。釉調良、明緑灰。龍泉窯系Ｂ１～Ｂ２。13 ～ 15Ｃ。

157
焼締陶器
壺？

Ｉ−10
胴部片

残存高 3．4 ①密②堅
③灰

外面透明釉、外面黒、内面暗赤褐。

158
陶器
灰釉皿

Ｉ−12
口縁部片

口（14．0）
残存高 2．5

①密②良好
③浅黄

ロクロ成形。全面施釉、オリーブ。

159
磁器
碗

中区
底部片

底3．5
残存高 1．1

①密②堅
③灰白

ロクロ成形。削りだし高台。内面全面施釉乳白色、外面高
台にかかる。産地不明

160
陶器
灰釉皿

Ｊ−10
口縁～底部

口 13．2
底 7．4
残存高 2．9

①密②良好
③灰

ロクロ成形。削りだし高台。高台内トチ目３ケ所。全面施
釉、オリーブ黄。貫入顕著。見込み輪トチ付着。瀬戸美濃
系、連房。

161
陶器
灰釉皿

Ｇ−11、Ｉ−10
口縁～底部

口（13．5）
底（8．0）
残存高 3．4

①並②良好
③灰

ロクロ成形。削りだし高台。全面施釉、オリーブ黄。見込
み輪トチ目か。瀬戸美濃系、連房。

162
陶器
天目茶碗

中区
胴部片

残存高 1．6 ①密②良好
③淡黄

ロクロ成形。釉薬厚い、漆黒。産地不明

163
磁器
染付碗

下区表土
口縁部片

残存高 3．0 ①密②良好
③灰白

外面矢羽根文。内面２重線。釉色透明。肥前系

164
磁器
染付碗

下区表土
口縁部片

残存高 2．8 ①密②良好
③灰白

外面草花文か。釉色明緑灰。波佐見系

165
磁器
皿

上区表土
口縁部片

残存高 2．1 ①密②良好
③灰白

肥前系

166
磁器
碗

下区表土
胴部片

残存高 2．4 ①密②良好
③灰白

外面菊散らし文。釉色透明。肥前系

167
染付磁器
碗

上区表土
底部片

底（4．0）
残存高 2．4

①密②良好
③灰白

瀬戸美濃系？近代

168
染付磁器
小杯

下区表土
底部片

底（4．0）
残存高 4．3

①密②良好
③灰白

瀬戸美濃系？近代

169
陶器
鉢

下区表土
胴部片

残存高 6．2 ①やや粗②良好
③浅黄

ロクロ成形。下端部削り整形、釉ハギ。内面全面施釉。オ
リーブ黄。瀬戸美濃系

170
陶器
丸碗

Ｂ−11
胴部片

残存高 4．6 ①密②良好
③にぶい黄

ロクロ成形、回転方向不明。外面上半、内面全面施釉。オ
リーブ褐。瀬戸美濃系。

171
陶器
香炉

上区表土
口縁部片

口（10．0）
残存高 4．2

①密②良好
③にぶい黄

ロクロ成形。下端部削り整形。外面体部全面、内面口縁部
施釉、黄褐白濁顕著。口唇部釉ハギ。瀬戸美濃系

172
陶器
灯明皿

下区表土
口縁～底部

口 10．2
底 3．4
残存高 2．5

①密②良好
③淡黄

ロクロ成形。胴部下半横方向削り。外面口唇部、内面全面
施釉、釉色浅黄、貫入あり。外面口縁部スス付着。

173
木製品
下駄

Ｉ−11
完形

長 19．7  幅 9．8
高 4．7

クリ 連歯下駄。裏面歯部両端成形痕顕著。

出土遺物観察表
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第４章　幸神遺跡
 

第１節　調査に至る経緯と経過
　幸神遺跡の調査は、八ッ場ダム建設に伴う工事用

進入路（一本松〜幸神進入路）及び県道林長野原線

建設に伴い調査された遺跡である。工事用進入路は、

平成６年度から発掘調査の始まった長野原一本松遺

跡から開始され、幸神遺跡では平成８年度と平成９

年度に発掘調査が行われた。工事用進入路部分の道

路は、最終的に一部が南側に移動することになり、

その部分の調査を平成９年度と平成17年度に発掘調

査を行った。

　県道林長野原線建設に伴う発掘調査は、土地の解

決している一部（F区）を平成14年度におこない、他

の部分（Ｇ区）は平成17年度に行った。他に流路工事

が遺跡の一部で計画されている。

　常木沢防災ダム工事（その３）事業に伴い幸神遺

跡東端部分から遺跡外の北に延びる道路建設が予定

された。平成12年10月に県教育委員会文化財保護課

が試掘調査を実施しそこに遺跡の無いことが確認さ

れた。

　当初の開発計画では、遺跡内において２本の道路

以外にも開発が計画されていた。しかし平成18年度

の計画変更により、開発は道路部分に限定されるこ

ととなった。

平成８年度の調査概要（29地区91区・28地区100区）

（Ａ区）

　平成６年度から調査の開始された長野原一本松遺

跡の工事用進入路の延長として、長野原一本松遺跡

との一連調査で７月から11月にかけて調査が行われ

た。発掘調査の結果、縄文時代早期後半の条痕文

を施す土器片の出土があった。遺構としては縄文時

代の土坑１基（陥穴）の他は明治時代以降の溝や時

代の不明な風倒木痕跡等が確認されただけであり、

長野原一本松遺跡で確認された住居や陥穴等は存在

していなかった。旧石器時代の確認調査も実施した

が、石器の出土は無かった。

平成９年度の調査概要（29地区91・92区、39地区２

区）（Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ区）

　平成８年度に調査された西側部分である。発掘調

査は平成９年７月から12月である。

調査対象地は、工事用進入路と最終的にこの道路が

少し南に造り替えられる付替工事用進入路部分であ

る。発掘調査の結果Ｃ区から、耕作方向の違う古代

の畑２面と縄文時代の住居２軒と縄文時代の土坑31

基が調査された。土坑１基からはほぼ完形の縄文

時代中期の土器が出土している。付替工事用進入

路部分のＢ・Ｄ区では、遺構や遺物は無かった。

平成14年度の調査概要（39地区１・２区）（Ｆ区）

　県道林長野原線建設部分の調査である。土地問

題の解決している部分のトレンチ調査である。発

掘調査は平成14年12月である。調査対象地内に雑

木林・杉・栗・たらの木等がありそれを避けての

調査である。その結果遺構の存在は確認できなか

った。発掘調査の出来なかった部分は、土地問題

が解決した平成17年度に調査を実施し、数基の陥

穴を調査した。

平成17年度の調査概要（39地区１・２区、29地区

92区）（Ｇ・Ｈ・Ｉ区）

　県道林長野原線建設部分のＧ区と付け替え工事用

進入路部分Ｈ・Ｉ区の調査である。県道林長野原線

工事計画の確定に伴い、発掘調査を実施した。Ｇ区

では、当初東側の土地の一部が解決していなかった

ので、その部分を省いて調査し、解決後再度発掘調

査を実施し、当遺跡の県道林長野原線建設部分の発

掘調査は終了した。発掘調査は平成17年11月〜12月

と平成18年３月である。発掘調査の結果、土坑15基

が調査された。15基中12基が陥穴であり、時期は平

安時代である。土坑３基は浅く、そのうちの２基か

ら平安時代の土器が出土している。陥穴を含めて15

基の土坑はすべて平安時代のもの思われる。小穴も

多く調査されたが、覆土の状態等から最近のものと

思われる。Ｈ・Ｉ区では遺構や遺物は無かった。

第１節　調査に至る経緯と経過
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第２節　調査の方法
 　

　調査は掘削機（バックホー）を用いて表土除去を

行い 、 作業員による遺構確認を行う。遺構を確認

し発掘調査を進めた。Ｃ区は古代の畠面と縄文時代

面の２面調査となった。　

　出土遺物は、遺構から出土したものとそれ以外か

ら出土したものがある。遺構内から出土したものは

遺構番号・遺物番号・出土位置・標高を記録し取り

上げた。遺構外から出土したものは、後述するグリ

ッド単位で取り上げた。また出土位置を記録したも

のは、遺構出土のものと同様に取り上げた。

   遺構測量は、測量会社に委託した。縮尺につい

ては、住居・土坑とも１／ 20を基本として、埋甕

や炉や竈 は、１／ 10を基本とした。全体図は１／

200で作成した。

　遺構の個別写真は主に35㎜モノクローム・35

㎜リバーサル・６×７版モノクロームで撮影し

た。

第３節　調査区の設定
   

　調査区の設定に関しては「八ッ場ダム建設工事に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第１集『長野原一本

松遺跡（１）』」に詳しいので、詳細はそちらを参照

していただきたい。

　本遺跡の調査区は、地区（大グリッド）と呼称する。

発掘調査対象地全体に設定した１㎞グリッドでは、

28・29・39地区の３地区に及んでいる。その地区を

１辺100mの正方形で100区分した「区」（中グリッド）

では28地区で100区、29地区で91区・92区、39地区

で１区２区と合計５区が該当する。遺構名称は、区

ごとに付けている。そのために小さな遺跡であるが、

１号土坑が４つ存在する。その場合識別が困難なの

で、29区１号土坑のように区を付けて遺構番号とし

た。区をまたぐ遺構の場合は、遺構の主体と考えら

れる区の番号を付している。以上の調査区とは別に

年度ごとの調査区域をＡ〜Ｉ区と呼称した。

第４節　基本土層
 　
　幸神遺跡は、長野原地区の吾妻川左岸で、白砂川

より東側の上位段丘面に位置する。この区域には、

詳細分布調査によって２遺跡が確認されている。中

央にあたる沢によって東西に画される段丘面のう

ち、東側が幸神遺跡・西側が一本松遺跡である。幸

神遺跡は南にむかう緩傾斜面で、平坦面が広く南に

広がっているが、遺跡中央部には南の急傾斜地に向

かって南北に走る小埋没谷が確認されている。

　調査地点は、傾斜の強い面の北側となだらかな南

側に別れ、北側は平安時代の陥穴が中心で、南側は

古代の畠と、縄文時代の住居及び土坑が中心であった。

基本土層はＧ区で、Ａ・Ｂの２地点を表示した。

第89図　39地区２区基本土層図
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第３節　調査区の設定
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第５節　検出された遺構と遺物

１　概要

 検出された遺構

　発掘調査により、縄文時代の住居跡２軒・縄文時

代の土坑32基、平安時代の土坑15基・天明３年以前

の畠２面が検出された。

　住居跡２軒は、平成９年度に調査された。２軒と

も残りが悪く、１号住居跡は炉周辺の調査であり、

住居規模も明らかでない石囲炉を持つ住居跡であ

る。２号住居跡は、１号住居跡の西側に位置する。

住居全体の調査は出来たが、遺構確認面から床面ま

でが浅かった。住居中央部に土器埋設炉が造られて

いた。明瞭な柱穴は確認出来なかった。

　土坑は、土器を出土した土坑として、ほぼ完形の

縄文時代中期の阿玉台II式の土器を埋置した92区32

号土坑と、平安時代の甕の口縁部を出土した２区

10・12土坑があげられる。他の土坑は、縄文時代と

平安時代の陥穴と縄文時代と平安時代の土坑であ

る。調査区南側の29地区91・92区では、全て縄文時

代であり、北側の39地区１・２区の土坑は全て平安

時代に属すると思われる。

　畠は、29地区92区で確認されている。調査範囲内

で10ｍ近くの間隔をおいて２カ所確認された。西側

の畠は、地形の等高線に直行するような状態で、柵

が密集していた。柵の間隔は45㎝前後である。東側

の畠は、等高線に平行しており、柵の間隔は60㎝前

後に１本程度である。

　どのような作物が栽培されていたのかについて、

自然科学分析（植物珪酸体分析）を行った。その結

果浅間Ａ軽石（As-Ｂ 1783年）の下層からイネやオ

オムギ族（殻の表皮細胞）が検出された。しかしこ

の畠の土壌からはイネ科栽培植物に由来する分類群

は検出されていないために、どのような植物が栽培

されていたかは不明である。

検出された遺物

　縄文時代の土器が主であり、次に多いのが石器で

ある。１号住居跡からは縄文時代中期後半の加曽利

Ｅ３段階の深鉢が前期末の土器の破片とともに出土

している。２号住居跡からは中期後半の加曽利Ｅ１

段階の焼町土器が土器埋設炉として使用されてい

た。他に前期末や阿玉台式の土器の破片が出土して

いる。土坑から出土した遺物として、92区32号土坑

から縄文時代中期前半の阿玉台式土器のほぼ完形品

が出土している。他に２区10・12号土坑から平安時

代９世紀の土師器甕の口縁部が出土している。グリ

ッド遺物としては、縄文早期・前期・中期・後期・

晩期から弥生前期また平安時代の土器と多くの縄文

時代の石器が出土している。早期の土器は稲荷原式

土器など、前期末から中期初頭の土器は十三菩提式

から五領ヶ台式にかけて、中期の土器は、勝坂式・

阿玉台式・焼町土器が、後期の土器は五領ヶ台式が

出土している。石器は石鏃・ドリル・打斧・削器・

石核・石刃・磨石･たたき石･スタンプ形石器等であ

る。ほかに平安時代の甕の口縁部と江戸時代の寛永

通宝の破片と思われる銭が出土している。
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第５節　検出された遺構と遺物
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第５節　検出された遺構と遺物
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第94図　39地区1・2区　（G区）　土坑・小穴全体図
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床面　残りが悪く、床面は残っていなかった。

炉　住居中央部分に、土器埋設炉が造られていた。

埋設土器は胴下半を欠いた焼町土器を使用し、口縁

部を上にした状態で埋められていた。埋設土器周辺

を精査したが、埋設土器を囲むような石囲炉として

石を並べた痕跡は無かった。しかし炉の確認面が低

かったために浅い石で囲まれていた可能性は考えら

れる。埋設土器内の覆土下部には、多くの焼土粒が

残っていたために、炉として使用されていた。埋設

土器外側は、少し低くなっていたが、焼土及び炭化

物は、確認されなかった。その部分を含めた炉の規

模は、長軸方向0．90ｍ、短軸方向78㎝　深さは埋設

炉頭部から掘込面底部までで0．25mであった。

柱穴　小穴は多く確認されたが、明らかな柱穴は確

認できなかった。小穴は、直径が27から115㎝で炉

周辺の高さからの深さは４㎝〜54㎝ほどある。それ

ぞれの小穴の深さは図上で示した。

遺物　焼町の埋設土器のほかには、炉の周辺から阿

玉台・焼町・及び前期末〜中期初頭の土器片が出土

した。

時期　中期中頃である。

２　竪穴住居跡（29地区92区）

 １号住居跡（第95図、第97図、ＰＬ59・68）

位置　29地区92区　Ｄ・Ｅ—19・20グリッド

概要　Ｃ区東端部で確認された。北と東側は調査範

囲外であり、住居の一部の発掘調査である。石囲炉

と土器の存在から住居跡が確認されたが、住居跡の

範囲は確認できなかった。東側の住居範囲は断面で

掘込面を確認した。北側と東側は調査範囲外であっ

たために、調査できなかった。

重複　なし　形状　不明　規模　不明　

床面　部分的に貼床が認められた。

炉　扁平な円礫を主体とする方形の石囲炉、床面で

石囲炉を確認した段階では、南面を除く５個の炉石

が確認できた、断ち割り調査の結果床面段階では確

認できなかった南側の炉石が、床面下に埋もれた状

態で２個確認出来た。炉内の土層断面調査の結果、

炉廃棄段階で意図的に炉内を南側に向かって彫りこ

んで炉の一部を壊した。そのときに南側にあった炉

石２個が掘られ深く埋められたものと思われる。炉

の規模は、石囲炉の石の短軸方向で0．68ｍ、長軸方

向では、南側の石が動かされているために不明であ

る。

現状では0．96mを計ることが出来る。

柱穴　小穴は多く確認されたが、明らかな柱穴は確

認できなかった。小穴は、直径が40から50㎝で炉周

辺の高さからの深さは11㎝〜40㎝ほどある。それぞ

れの小穴の深さは図上で示した。

遺物　炉南側を中心に中期後半の唐草文・加曽利Ｅ

３及び前期末〜中期初頭の土器片が多く出土した。

時期　中期後半である。

　

２号住居跡（第96図、第98・99図、ＰＬ60・68）

位置　29地区92区　Ｋ・Ｌ—20・21グリッド

概要　Ｃ区中央部で確認された。住居全体を発掘す

ることが出来たが、残りは悪かった。

重複　なし　形状　ほぼ円形　　　　

規模　東西方向3．8ｍ　南北方向3．6ｍ、壁高は残り

のよい東面で0．19ｍ　残りの悪い西面では１㎝。　

第５節　検出された遺構と遺物
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第95図　29地区92区１号住居跡



-5
-56

-19

-18

-23

-51

-6

143

第５節　検出された遺構と遺物

第96図　29地区92区２号住居跡　
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第98図　92区２号住居出土遺物（１）

第97図　92区１号住居出土遺物



２住―８（1/5）

第９表　住居跡出土遺物観察表
92区１号住居

番号 器種
残存状態
計測値

胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

1

深鉢 胴部
胴部16．5
残存高20．6

雲母粒を少量含む。良
好。橙色。

口縁部と胴下半部欠、他の部分はほぼ完形。３条の隆帯によ
る腕骨文を４ヶ所、その間に１条の隆帯を垂下させる。腕骨
文上部を２状の横位隆帯で結び区画している。区画内を矢羽
状沈線で施文する。

中期後半
唐草文系

2
深鉢 胴部片 砂粒を少量含む。良好。

橙色。
深鉢胴部の小破片。細い半裁竹管による集合沈線。上部は、
横位方向､下部は矢羽状に施文する。

前期末

3
深鉢 胴部片 砂粒を少量含む。良好。

灰褐色。
深鉢胴部の小破片と思われる。やや太い半裁竹管による集合
沈線。

前期末

4
深鉢 胴部片 砂粒を少量含む。良好。

橙色。
深鉢胴部の小破片。縦位ＬＲの縄文。
沈線を垂下させる。

加曽利ＥIⅢ
４・５・６同一個体

5
深鉢 胴部片 砂粒を少量含む。良好。

橙色。
深鉢胴部の小破片。縦位ＬＲの縄文。
蛇行する沈線を垂下させる。

加曽利ＥIⅢ
４・５・６同一個体

6
深鉢 底部片 砂粒を少量含む。良好。

黒褐色。
器表面が荒れているが、縦位ＬＲの縄文の痕跡が残る。 加曽利ＥIⅢ

４・５・６同一個体
92区２号住居

1
深鉢 口縁部片 小さな雲母を多く含む。

良好。赤褐色。
口唇部が内傾し凹状になっている。突起がつくが欠損、口縁
部に曲隆線文、下部に横方向隆帯、隆線にそって複数の沈線
を施文。

焼町

2
浅鉢 口縁部片 小さな雲母を多く含む。

良好。暗褐色。
口縁部は内側に段を持つ、内外面横方向のへら磨き、施文無
し。

阿玉台

第５節　検出された遺構と遺物
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第99図　92区２号住居出土遺物（２）
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３．土坑（第100〜108図、第109図、ＰＬ61〜67・69）

　土坑は全部で32基調査した。縄文時代が32基で、

平安時代の土坑が15基であると考えられる。土坑に

時代をどのように決めるかは難しい問題であるが、

当遺跡では以下の理由から時代を決めた。

　遺構から出土する土器を持って、時代を決めるこ

とが、最良の方法であるが、土坑から出土する遺物

は少なく、まして完形品に近い遺物が埋められてい

る例はさらに少ない。当遺跡では、29地区92区32土

坑から縄文時代中期の阿玉台の完形品が埋められた

状態で出土した。縄文時代に掘られた土坑である。

他に39地区２区10号と12号土坑から、平安時代の９

世紀中頃の土師器甕の破片が出土している。大きな

破片でないために、流れ込みの可能性もあるが、両

土坑が近接し、土坑の形態も近いために、平安時代

に掘られた土坑であると考えられる。

　出土遺物の他に、土坑の覆土の違いや土坑の形態

で時期の推定も可能である。当遺跡では縄文時代の

住居の覆土には、少量のローム粒子を含む黒褐色を

主として、平安時代の土器を出土している土坑の覆

土上層は、ローム粒子を含む量の少ない黒色土が多

い。29地区の土坑は、91区１号土坑以外上層覆土は

暗褐色土または褐色土であり、縄文時代の可能性が

高い。39地区の土坑は、覆土上層にローム粒をほと

んど含まない黒色土となっており、平安時代の可能

性が高い。

　また形態の違いから、時代を推定することも、可

能である。39地区の土坑の多くで陥穴と考えられて

いる土坑は、これまで立馬遺跡や現在調査中の上

ノ平Ⅰ遺跡調査の調査例から、平安時代の住居を掘

り込んで作られている例が知られている。この楕円

形の深い土坑はおそらく平安時代の陥穴と考えられ

る。

　また、土坑の位置するところに、他の遺構がどの

ように造られていたかによって、土坑の時期の推定

も出来る。29地区で、土坑の確認できる調査面から

は確認された住居と阿玉台式の関係の土器を出土し

た土坑は、縄文時代である。39地区で土器を出土し

ている２区10・12号土坑は平安時代と考えられる。

このように､出土土器・覆土・形態から検討した結果、

29地区では91区１号土坑以外は全て縄文時代、39地

区では全て平安時代に属する。

　土坑の用途は、29地区92区32号土坑に完形の縄

文時代中期の阿玉台式の土器を出土している土坑

は、墓壙の可能性が高い。29地区91区の１号土

坑・39地区 １区１・２号土坑・39地区 ２区１〜

９号土坑・14号土坑・17号土坑が平安時代の陥穴

と考えられる。他の土坑の用途は不明である。

番号 器種
残存状態
計測値

胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

3
深鉢 胴下半1/3 〜

底部完形
小さな雲母を多く含む。
良好。赤橙色。

小さな深鉢である。胴部の器肉が薄い。器表面は磨かれて光
沢をもつ。施文なし。

中期中葉

4 浅鉢 口縁部1/2 雲母を多く含む。良好。 口縁部は短く外反する。施文無し。 中期中葉

5
深鉢 胴部片 小さな雲母を多く含む。

良好。
地文は縦位のＲＬ縄文を施文。垂下隆線に沿って２条の沈線。
縄文の間に縦位の波状沈線文。

中期中葉

6
深鉢 胴下半〜底部

2/3
小さな雲母を多く含む。
良好。褐色,内面黒色。

外面と底部よく磨かれている。施文無し。 中期中葉

7
深鉢 胴部片 小さな雲母を多く､長石

を少量含。良好。褐色。
下部に曲隆線文、上部中央に三叉状の印刻文。隆帯に沿って
複数の沈線。二ヶ所に刺突文が認められる。

焼町

8

深鉢 体部下半欠損 石英・雲母を含む。良
好。橙色。

口縁部波状突起５単位、（欠損している）口縁部突起の下に５
個の双環状突起、口縁部突起の間に横方向の双環状の小突起
５個、胴部に双環状の小突起５個、橋状突起２単位、位置が
不規則、沈線は平行沈線重複施工後調整を加える。

焼町  埋設炉
口縁部の突起は埋甕
炉のために欠損

番号 器種 残存 長さ（㎜） 幅（㎜） 厚さ（㎜） 重量（g） 石材 備考

9
打製石斧 完形 111 59 14 120．2 紫蘇輝石普通輝

石安山岩



第10表  土坑一覧表
土坑
番号

平面形態 規模（㎝）
グリッド 調査年度 備考

長軸 短軸 深さ
29地区91区 １ 楕円形 167 117 70 Ｒ・Ｓ−18 平成八年度 平安時代陥穴
29地区92区 １ 楕円形 156 87 30 Ｇ−20 平成九年度 縄文時代
29地区92区 ２ 円形 86 84 30 Ｉ−21 平成九年度 縄文時代
29地区92区 ３ 楕円形 93 65 45 Ｉ・Ｊ−21 平成九年度 縄文時代
29地区92区 ４ 楕円形 123 73 34 Ｊ−20 平成九年度 縄文時代
29地区92区 ５ 楕円形 143 97 34 Ｋ−21 平成九年度 縄文時代
29地区92区 ６ 円形 91 85 43 Ｋ−20 平成九年度 縄文時代
29地区92区 ７ 円形 57 50 46 Ｊ−21 平成九年度 縄文時代
29地区92区 ８ 円形 62 55 42 Ｊ−22 平成九年度 縄文時代
29地区92区 ９ 円形 43 40 36 Ｋ−22 平成九年度 縄文時代
29地区92区 10 円形 64 43 50 Ｋ−22 平成九年度 縄文時代
29地区92区 11 楕円形 118 80 38 Ｋ−21 平成九年度 縄文時代
29地区92区 12 楕円形 114 84 62 Ｋ・Ｌ−22 平成九年度 縄文時代
29地区92区 13 円形 95 88 77 Ｌ・Ｍ−22 平成九年度 縄文時代
29地区92区 14 円形 107 95 90 M−21・22 平成九年度 縄文時代
29地区92区 15 楕円形 102 76 65 M−21 平成九年度 縄文時代
29地区92区 16 楕円形 100 81 43 M−21 平成九年度 縄文時代
29地区92区 18 楕円形 95 89 47 Ｋ−21 平成九年度 縄文時代
29地区92区 19 楕円形 128 83 40 Ｋ−21 平成九年度 縄文時代
29地区92区 20 円形 51 50 44 Ｋ−21 平成九年度 縄文時代
29地区92区 21 円形 77 72 40 Ｌ−23 平成九年度 縄文時代
29地区92区 22 円形 105 97 59 Ｎ−23 平成九年度 縄文時代
29地区92区 23 円形 88 71 45 Ｏ−23 平成九年度 縄文時代
29地区92区 24 円形 90 78 35 Ｏ−24 平成九年度 縄文時代
29地区92区 25 楕円形 107 78 48 Ｏ−24 平成九年度 縄文時代
29地区92区 26 楕円形 116 95 45 Ｎ−24 平成九年度 縄文時代
29地区92区 27 楕円形 117 100 59 Ｏ−24 平成九年度 縄文時代
29地区92区 28 円形 80 79 60 Ｏ−25 平成九年度 縄文時代
29地区92区 29 円形 128 85 54 Ｏ−25 平成九年度 縄文時代
29地区92区 30 長方形 72 59 49 Ｏ−25 平成九年度 縄文時代
29地区92区 32 円形 142 129 80 Ｎ−23 平成九年度 縄文時代中期阿玉台式土器の

ほぼ完形品出土
29地区92区 33 円形 135 125 54 Ｏ−25 平成九年度 縄文時代
39地区1区 １ 楕円形 175 112 65 Ｘ−15 平成十七年度 平安時代陥穴
39地区1区 ２ 長方形 175 68 85 Ｙ−15 平成十七年度 平安時代陥穴
39地区2区 １ 楕円形 194 149 126 Ｃ−17 平成十七年度 平安時代陥穴
39地区2区 ２ 楕円形 185 126 137 Ｃ−17 平成十七年度 平安時代陥穴
39地区2区 ３ 楕円形 184 131 78 Ａ−16・17 平成十七年度 平安時代陥穴
39地区2区 ４ 楕円形 155 92 112 Ｈ・Ｉ−10 平成十七年度 平安時代陥穴
39地区2区 ５ 長方形 139 82 63 Ｈ−10 平成十七年度 平安時代陥穴
39地区2区 ６ 楕円形 205 143 175 Ｂ−９ 平成十七年度 平安時代陥穴
39地区2区 ７ 長方形 130 65 105 Ｄ−10 平成十七年度 平安時代陥穴
39地区2区 ８ 長方形 120 72 80 Ｇ−９ 平成十七年度 平安時代陥穴
39地区2区 ９ 楕円形 124 90 55 Ｅ−11 平成十七年度 平安時代陥穴
39地区2区 10 楕円形 147 95 25 Ｅ−12 平成十七年度 平安時代九世紀の甕口縁部出土
39地区2区 12 楕円形 95 80 36 Ｅ−12 平成十七年度 平安時代九世紀の甕口縁部出土
39地区2区 13 円形 130 125 42 Ｇ−11・12 平成十七年度 平安時代
39地区2区 14 楕円形 114 75 84 Ｈ−11 平成十七年度 平安時代陥穴
39地区2区 17 楕円形 186 135 114 Ｂ−９−11 平成十七年度 平安時代陥穴
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第100図　29地区91区１号土坑・29地区92区１〜７号土坑
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第101図　29地区92区８〜15号土坑
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第102図　29地区92区16・18〜24号土坑
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第103図　29地区92区25〜30・33号土坑　
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92区32号土坑（第104図、第109図、ＰＬ64・65・69）

　平成９年度調査区西側で単独で検出された。北東

に22号土坑が近接し、北西に23〜26号土坑等が群

在するように、西側土坑群の一隅を占める位置で

ある。周辺は南西への緩やかな傾斜地形であり、黒

褐色土の堆積が厚く、遺構確認面は黒褐色土中に留

めたが、土坑埋土も黒褐色土や暗褐色土を主体と

しており、そのため平面形や壁の検出に際して判

断に苦慮した。長軸を西北西に持ち、平面形は、

約1．5×1．3ｍ程の不整円形を呈し、深さは約45㎝

を測る。土坑底面付近の基盤層は黄褐色土で、延長

する壁の立ち上がりは直立気味でしっかりとした掘

り込みである。土坑底面は、僅かな凹凸が見られる

程度で、ほぼ平坦面を築く。

　尚、土坑底面東半は調査時の過掘による段差であ

る。出土遺物は、土坑中央やや北東寄りに阿玉台

式の深鉢（32土−１）が横位に潰れた状態で出土し

ている。土坑底面より数㎝浮いた状態で、口縁部を

北東に向ける。突起・底部の一部を欠損するがほぼ

完形の出土といえよう。土器本体の傾斜は顕著では

なく、平坦に埋置した状態が想起されよう。

　その他の出土遺物には、同一個体の勝坂式の胴部

破片（32土１・２）、碧玉製削器（32土−４）が伴出

している。阿玉台式土器は個体としては、単体の出

　　　土であり良好な共伴例ではないものの、出土

　　　状態は、意図的に埋置された例であり、土坑

　　　の性格として墓壙等の有機的な用途が想定で

　　　きよう。調査区内には同様な例が無いが、群

　　　馬県内では土坑単体出土の阿玉台式土器の例

　　　は多く、本例も吾妻川中流域の一例に加える

　　　ことができよう。土坑の時期は出土土器から

　　　阿玉台Ⅱ式期と判断したい。　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山口）

第104図　29地区92区32号土坑
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第105図　39地区１区１・２号土坑　２区１号土坑
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第106図　39地区２区２〜５号土坑
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第107図　39地区２区６〜10号土坑
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第108図　39地区２区12〜14・17号土坑



33土―１

32土―３

32土―２

32土―４（1/2）

19土―２

10土―１

32土―１（1/5）

19土―３

12土―１

19土―１
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第109図　92区19・32・33　２区10・12号土坑出土遺物
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４．畠跡（第110〜113図、ＰＬ57・58） 

　畠跡は、Ｃ区とした29地区92区に位置する調査区

で確認された。これは、畠の柵に相当する溝状の耕

作痕と考えられる。

　耕作痕の確認状況は、土層断面の２ｂ層下・３ａ

層上面において、２ｂ層を覆土とする溝状のプラン

が確認できた。また、この溝状プランは、集中する

形で調査区の東側と西側の２箇所で確認された。

　調査区の東側は、台地状に高まる地形を呈し、近

現代の耕作による攪乱で不明瞭な部分もあったが、

等高線に沿うように東西方向に走る溝状の耕作痕が

確認された。この形状は、西側のものに比べて溝間

の間隔が広く、溝の底面には耕作の単位とも見られ

る細かな凹凸が看取された。

　調査区の西側は、谷地状の凹地が埋没している地

形で、黒色土の堆積が厚く、等高線が褶曲してい

る。溝状の耕作痕は、等高線に直交するように南北

方向に走り、形状は溝間の間隔が狭く密集する様相

で、溝の底面も整然として明瞭な凹凸は看取され

なかった。

　この耕作痕の年代について、自然科学分析の結果

では、耕作の基底面が浅間粕川テフラ（As‐Kk、

1128年）以前である可能性が示唆されている。これ

は、土層断面の２ｂ層の中位において、テフラ起源

と見られるシルト質土のブロックが看取され、これ

が浅間Ｂテフラ（As−B、1108年）か、浅間粕川テ

フラに比定されたことによる。

　しかし、このテフラは二次的なものと考えられ、

耕作痕の形成過程としては、テフラを含む２ｂ層を

攪拌する耕作が３ａ層まで及んだために、その痕跡

が溝状にプリントされたものと考えられる。

　また、２ａ層にある浅間Ａ軽石（As−Ａ、1783年）

が２ｂ層まで及ばない点を踏まえると、この溝状耕

作痕の年代は、平安時代以降で中世を経て、浅間Ａ

軽石以前にあたる近世までの時間幅に位置づけられ

るものと考えたい。             　　　　　　　（諸田）

第11表　土坑出土遺物観察表
92区32号土坑

番号 器　種
残 存 状 態
計測値（㎝）

胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１

深鉢 高さ38．8（突起
40．0）口径28．5

（突起34．0）底部
11

石英・雲母多量に含む。
普通。褐色。

口縁部小波状突起と２列の楕円区画４単位、頸部複列の結節
沈線２段、体部上半楕円区画４単位、体部下半波状懸垂文と
２条の垂下隆線交互配列、２a＋２ｂ ４単位　底部に編代痕
がわずかに残る。体部に横位刻目列が多段に配される特色を
持つ。

阿玉台Ⅱ
体部上半と内面体
部下半に煤付着

２
深鉢 胴部片 砂粒を少量含む。普通。

赤褐色。
４本の沈線を縦位に施文した後、左右に刺突文 勝坂

３
深鉢 胴部片 砂粒を少量含む。普通。

赤褐色。
４本の沈線を縦位に施文した後、左右に刺突文 勝坂

番号 器　種 残　存 長　さ（㎜） 幅（㎜） 厚　さ（㎜） 重　量（g） 石　材 備　考
４ 削　器 完　形 28 32 ７ 7．5 碧　玉

92区19・33号土坑
番号 器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

19号土
坑１

深鉢 口縁部 石英と長石を含む細砂粒をや
や多く含む。良好。褐色。

口唇端部内側にせり出している。口縁部に横と縦方向の
隆帯その間を複数の沈線。

焼町

19号土
坑２

深鉢 ？ 口縁〜胴部 雲母と石英を多く含む。良好。
にぶい褐色。

口縁部が外反する。内外器表面横なで。 ３と同一
中期中葉

19号土
坑３

深鉢 胴下部片 雲母と石英を多く含む。良好。
にぶい褐色。

胴下半から底部にかけての破片、内外器表面横なで。 ２と同一
中期中葉

33号土
坑１

深鉢 胴部片 雲母と石英を多く含む。良好。
赤褐色。

曲隆帯とその周りに複数の沈線。原体ＬＲの単節斜縄文 焼町

２区10・12号土坑
番号 器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考
10土1 甕 口縁部片 砂粒を少量含む。良好。橙色。 口縁部横なで、胴上部横方向へら削り。 ９世紀中頃
12土1 甕 口縁部片 砂粒を少量含む。良好。橙色。 口縁部横なで、頸部両端に沈線、胴上部横方向へら削り。 ９世紀中頃
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第114図　遺構外出土遺物（１）
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第115図　遺構外出土遺物（２）　
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第124図　遺構外出土遺物（11）

213

214

215

216

217

218



173

第５節　検出された遺構と遺物

第12表 　遺構外出土遺物観察表

番号 器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・出土地・備考

1
深鉢 口縁部片 細砂粒を少量含む。良好。外面

黒褐色、内面暗褐色。
口唇部水平に削っている、器表面なで無文内
面雑。

早期
92区0-23

2
深鉢 口縁部片 大量の石英を含む。良好。黒褐

色。
器表面縦方向のなでにより密、内面なでやや
雑、山形押形文を縦位帯状施文する。

早期
92区L-22

3 

深鉢 口縁部片 大量の石英・長石を含む。良好。
褐暗色。

口縁部と胴部との間に浅い凹部を持つ。内面
横方向へら磨きにより光沢を持つ。口縁部外
面横方向へら磨き、胴部外面撚糸文Ｒを縦位
施文

早期

4
深鉢 胴下半部片 大量の石英・長石を含む。良好。

褐暗色。
内面やや荒れている。外面へら磨き後撚
糸文Ｒを縦位施文。

早期 　３と同一か？
92区N-24

5
深鉢 口縁部～胴

下半
砂粒を多く含む。良好。外面褐
色、内面黒褐色。

器表面に縦方向の削跡、内面黒褐色で荒れて
いる。

早期　尖底 
92区JK-20,J-21,P-24

6
深鉢 胴部片 砂粒を少量含む。良好。橙色。 上部斜め方向の集合沈線､下部横方向の平行

沈線
前期末～中期初頭
92区H-20

7
深鉢 胴部片 砂粒を少量含む。良好。橙色。 深鉢胴部の小破片と思われる。細い半裁竹管

による集合沈線。上部は、横方向､下部は綾
杉状に施文する。

前期末～中期初頭
92区K-21

8
深鉢 胴部片 砂粒を少量含む。良好。褐色。 垂直及び斜め方向の集合沈線 前期末～中期初頭

92区H-20

9
深鉢 胴部片 砂粒を少量含む。良好。褐色。 垂直及び横方向の集合沈線 前期末～中期初頭

92区H-20

10

深鉢 胴部片 砂粒を少量含む。良好。褐色。 上部斜め方向平行沈線、その上に細い粘土ひ
もを格子状に貼り付ける。四本単位の横方向
の平行沈線文の間に、矢羽状の平行沈線文。
下半は縦と横方向の平行沈線文。縦方向の平
行沈線文の一部に瓦状結節沈線文。

前期末～中期初頭
92区H-20

11
深鉢 胴部片 砂粒を少量含む。良好。褐色。 縦方向と横方向綾杉状の沈線文。 前期末～中期初頭

92区P-20

12
深鉢 胴部片 雲母を多く含む。良好。外面黒

・断面褐色。
斜めの沈線で区画内を埋めている。 前期末～中期初頭

92区I-20

13
深鉢 胴部片 砂粒を少量含む。良好。暗褐色。縄文を縦位と横位のＲＬで縦の羽状を形成し

ている。内面は荒れて凹凸が激しい。
14と同一個体か？

前期末～中期初頭
92区O-24

14
深鉢 胴部片 砂粒を少量含む。良好。暗褐色。縄文を縦位と横位のＲＬで施文している。内

面は荒れて凹凸が激しい。        　　　　　
13と同一個体か？

前期末～中期初頭
92区O-23

15
深鉢 胴部片 砂粒を少量含む。良好。黄褐色。隆帯(外れている)の脇を縄文斜位ＲＬで埋め

ている。
前期末～中期初頭
92区N-23

16
深鉢 胴部片 砂粒を少量含む。良好。外面黒

褐色、内面暗褐色。
縄文を横位のＲＬで施文している。 前期末～中期初頭

92区N-22

17
深鉢 胴部片 砂粒を少量含む。良好。外面黄

褐色、内面黒褐色。
縄文を斜位のＬＲで施文している。
19・21と同一個体か？

前期末～中期初頭
92区J-21

18
深鉢 胴部片 石英と長石を含む砂粒をやや多

く含む。良好。赤褐色。
胴部下半の破片、無文である。 前期末～中期初頭

92区L-20

19
深鉢 胴部片 砂粒を少量含む。良好。外面黄

褐色、内面黒褐色。
縄文を斜位のＬＲで施文している。
17・21と同一個体か？

前期末～中期初頭
92区J・K-21

20
深鉢 胴下半～底部

片
砂粒を多く含む。良好。外面褐
色、内面暗褐色。

内外面ナデにより器表面密、無文である。 前期末～中期初頭
92区K-21

21
深鉢 胴下半～底部

片
砂粒を少量含む。良好。外面黄
褐色、内面橙色。

縄文を横位と斜位のＬＲで施文している。
17・19と同一個体か？

前期末～中期初頭
92区L-21

22
深鉢 胴部片 砂粒を多量に含む。良好。褐色。縄文を縦位のＲＬで施文している。 前期末～中期初頭

92区J-21

23
深鉢 口縁部片 大量の雲母を含む。良好。黒褐

色。
口縁部隆帯上に押し引き文、下部にも押し引
き文を施文している。

阿玉台
92区N-22

24
深鉢 口縁部片 砂粒を多く含む。良好。褐色。 口縁部隆帯に添ってペン先状の押引文を施文

する。器表面全体が磨かれて密になっている。
阿玉台
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25
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。褐色。 鋸歯状の押引・鋸歯状の沈線・平行沈線を施

文する。
阿玉台
92区N-22

26
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。外面黄

褐色、内面黒色。
隆帯の脇を結節の平行沈線で施文する。 阿玉台

92区M-22

27
深鉢 口縁部片 砂粒を多く含む。良好。褐色。 口縁部隆帯の脇にペン先状の押引文を施文す

る。3列の横方向波状沈線を施文する。
阿玉台
92区L-20

28
深鉢 口縁部片 金雲母粒を多く含む。良好。褐

色。
口縁内外面ミガキ、無文。 阿玉台

92区M-22

29
深鉢 胴部片 金雲母粒と長石粒を多く含む。

良好。褐色。
隆帯と波状沈線を施文する。
33・34と同一個体か？

阿玉台
92区J-21

30
深鉢 胴部片 金雲母粒と長石粒を多く含む。

良好。褐色。
隆帯と波状の平行沈線文を施文する。 阿玉台

92区L-20

31
深鉢 胴部片 石英粒と長石粒を多く含む。良

好。褐色。
高い隆帯と鋸歯状の押引・沈線・鋸歯状の沈
線を施文している。

阿玉台
92区L-22

32
浅鉢 胴部片 石英と雲母を含む。良好。褐色。斜めの隆帯と横位ＲＬの縄文を充填施文して

いる。
阿玉台又は勝坂
92区N-22

33
浅鉢 胴部片 金雲母粒と長石粒を多く含む。

良好。褐色。
隆帯と波状の平行沈線を施文する。
29・34と同一個体か？

阿玉台
92区M-24

34
浅鉢 胴部片 金雲母粒と長石粒を多く含む。

良好。褐色。
隆帯と波状の平行沈線を施文する。
27・33と同一個体か？

阿玉台
92区M-22

35
深鉢 胴部片 金雲母粒と長石粒を多く含む。

良好。褐色。
隆帯の右側は隆帯に添って複列の結節沈線、
横位波状文。隆帯左側は横位波状文を施文す
る。

阿玉台
92区0-23

36
深鉢 口縁部片 金雲母粒と長石粒を大量に含

む。良好。褐色。
口縁部隆帯の上に刻目、小波状突起、楕円の
中にも口縁部同様の刻目を施文している。

阿玉台
92区N-22

37
深鉢 口縁部片 金雲母粒を多く含む。良好。黒

褐色
口縁内外面ミガキ、無文。 中期中葉

92区K-21

38

深鉢 口縁部片 片岩と小礫を含む細砂粒をやや
多く含む。良好。明赤褐色。

口唇部内稜は突出する。口縁部に印刻的な手
法により逆ハの字状の連続文様と横方向の連
続沈線。胴部上半は3本横位沈線その下は斜
位沈線と矢羽根状文様、地文の縄文は縦位と
斜位のＲＬ。

勝坂
92区M-22

39
深鉢 口縁部片 石英と長石を含む砂粒を含む。

良好。黄褐色。
口縁断面三角、下段にキャタビラ文。 勝坂

92区N-25

40
深鉢 口縁部片 長石と小礫を含む細砂粒をやや

多く含む。良好。橙色。
環状突起を中核とした楕円区画文を口縁部文
様帯とする。隆線上には刻みを施す。区画内
は円形刺突文と連続三叉文が充填される。

勝坂
92区M-22

41
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。褐色。

外面赤褐色内面黒褐色。
半隆起状区画内を平行沈線とキャタビラ文・
ペン先状刺突文で充填する。

勝坂
92区N-22

42
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。外面赤

褐色内面黒褐色。
交互刺突文、沈線、刺切文を充填する。 勝坂

92区J・K-21

43
深鉢 口縁部片 砂粒を多く含む。良好。外面赤

褐色内面黒褐色。
口縁部に多くの平行沈線文。 勝坂

92区H-20

44
深鉢 口縁部片 砂粒を多く含む。良好。暗褐色。口唇部内稜は突出する。隆帯の脇にキャタビ

ラ文とペン先文、円形隆帯上に爪形文を施文
する。

勝坂
92区K-32

45
深鉢 口縁部片 砂粒を多く含む。良好。褐色。 口縁部外側に左右、内側に１個計３個からな

る環状突起、その下に中空状の双環状突起。
隆帯上に爪形文、三叉文が印刻されている。

勝坂
92区L-22

46
深鉢 口縁部片 砂粒を多く含む。良好。外面褐

色内面黒褐色。
口縁部に縄文ＲＬの押圧痕、その下に平行沈
線文。

勝坂
92区I-20

47
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。外面褐

色内面黒褐色。
ペン先文、キャタビラ文、平行沈線で施文さ
れている。

勝坂
92区M・N-22

48
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。外面赤

褐色内面黒褐色。
沈線とペン先文で区画、その中をキャタビラ
文で充填する。・

勝坂
92区N-22

49
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。外面赤

褐色内面黒褐色。
沈線とペン先文で区画、その中をキャタビラ
文で充填する。

勝坂
92区M-22
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50
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。外面赤

褐色内面黒褐色。
隆帯の上に爪形文、口縁部に近い隆帯に沿っ
て竹管による凸状の圧痕。

勝坂
92区L-23

51
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。外面褐

色内面黒褐色。
平行沈線と斜め方向のキャタビラ文。 勝坂

92区M-22

52
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。外面赤

褐色内面黒褐色。
縄文ＲＬを施文後、1条の沈線。 勝坂

92区N-23

53
深鉢 口縁部片 砂粒を多く含む。良好。外面赤

褐色内面黒褐色。
外側口縁部下端に横方向爪形文、口縁部下に
2列の縦方向の爪形文。

勝坂
92区L-23

54
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。外面褐

色内面暗褐色。
平行沈線文と交互刺突文。 勝坂

92区J-20

55
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。外面褐

色内面暗褐色。
隆帯の脇に1条の平行沈線、その中を平行沈
線、隆帯の上は爪形文。

勝坂
92区N-22

56
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。外面褐

色内面暗褐色。
隆帯の脇に1条の沈線、隆帯の上は爪形文。 勝坂

92区M-22

57
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。褐色。 隆帯の脇に1条の平行沈線、隆帯の上と地文

の縄文は、O段多条Ｒ横回転。58と同一か
勝坂
92区N-23

58
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。褐色。 隆帯の脇に１条の平行沈線、隆帯の上と地文

の縄文は、O段多条Ｒ横回転。 57と同一か？
勝坂
92区M-23

59
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。褐色。 隆帯の上と平行沈線の外にＬＲの縄文。 勝坂

92区N-23

60
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。褐色。 隆帯の下に平行沈線、その下にＲＬの斜め方

向の縄文。
勝坂
92区O-22

61
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。外面褐

色内面暗褐色。
隆帯の脇に内皮使用の平行沈線文、その下に
ＲＬの縦方向の縄文。

勝坂
92区M-22

62
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。褐色。 沈線とＲＬの横方向の縄文。 勝坂

92区T-20

63
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。外面褐

色内面暗褐色。
横平行沈線とキャタビラ文、および刺突文。 勝坂

64
深鉢 胴部片 大きな長石と細砂粒を多量に含

む。良好。褐色。
横位隆帯の脇と縦位隆帯上にキャタビラ文、
隆帯に囲まれた中を沈線による縦位の沈線文
様。

勝坂
92区M-22

65
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。褐色。 内皮使用の平行沈線に囲まれた中に蓮華文。 勝坂

92区L-23

66
深鉢 胴部片 粒を多く含む。良好。褐色。 平行沈線の上からＬＲの横方向の縄文。 勝坂

92区K-22

67
深鉢 口縁部片 多くの石英・長石を含む。良好。

外面赤褐色内面暗褐色。
口縁部横位、斜位方向の隆帯。隆帯上は爪形
文、隆帯の間は沈線文。

勝坂
92区L-23

68
深鉢 胴部片 多くの石英・長石を含む。良好。

外面赤褐色内面暗褐色。
隆帯と平行沈線文、連続交互刺突文。 勝坂

92区P-24

69
深鉢 口縁部片 石英と長石を多く含む。良好。

赤褐色。
口縁部隆帯の脇をペン先文、円形の隆帯と沈
線文。

勝坂
92区M-22

70
深鉢 胴部片 石英と長石を含む。普通。外面

褐色内面暗褐色。
横位と斜位の隆線、三角形区画文か？。下部
に2本の縦位沈線文。

勝坂
92区T-20

71
深鉢 口縁部片 石英と小礫を含む砂粒を多く含

む。良好。橙色。
口縁部外側に刻目を持つ突起(小波状）、隆
帯の間は沈線文。

勝坂
92区O-24

72
深鉢 胴部片 長石を多く含み荒い。良好。黄

褐色。
幅広の横位隆帯上に斜め方向のキャタビラ
文、隆帯の脇にキャタビラ文。

勝坂
92区J-21

73
深鉢 胴部片 長石を多く含み荒い。良好。外

面赤褐色内面暗褐色。
横位隆帯の脇にキャタビラ文、縦位隆帯の上
に斜位キャタビラ文、隆帯の内側に平行沈線
文。

勝坂
92区M-22

74
深鉢 口縁部片 石英と長石をやや多く含む。良

好。外面赤褐色内面黒褐色。
肥厚口縁の下に裁痕列と縦位と斜位の平行沈
線文。
75 ～ 78まで同一個体か？

勝坂
92区

75
深鉢 口縁部片 石英と長石をやや多く含む。良

好。外面赤褐色内面黒褐色。
肥厚口縁の下に裁痕列と縦位と斜位の平行沈
線文。
74・76・77・78は同一個体か？

勝坂
92区

76
深鉢 胴部片 石英と長石をやや多く含む。良

好。外面赤褐色内面黒褐色。
縦位の裁痕列と縦位の平行沈線文。
74・75・77・78は同一個体か？

勝坂
92区
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77
深鉢 胴部片 石英と長石をやや多く含む。良

好。外面赤褐色内面黒褐色。
縦位の裁痕列と縦位の平行沈線文。
74 ～ 76・78は同一個体か？

勝坂
92区N-23

78
深鉢 胴部片 石英と長石をやや多く含む。良

好。外面赤褐色内面黒褐色。
縦位の裁痕列と縦位の平行沈線文。
75 ～ 78まで同一個体か？

勝坂
92区M-23

79
深鉢 胴部片 石英と長石をやや多く含む。良

好。外面赤褐色内面黒褐色。
横位と斜位の隆帯、隆帯の上は爪形文、隆帯
に沿って平行沈線文。

勝坂
92区M-22

80
深鉢 胴部片 石英と長石をやや多く含む。良

好。黄褐色。
縦位平行沈線文、縄文の施文の痕跡あり、器
表面荒れていて不明。

勝坂

80
深鉢 胴部片 石英と長石をやや多く含む。良

好。黄褐色。
縦位平行沈線文、縄文の施文の痕跡あり、器
表面荒れていて不明。

勝坂

81
深鉢 胴部片 石英・長石・金雲母を含む。良

好。外面赤褐色内面黒褐色。
隆帯の脇に沈線文、他平行沈線文。 勝坂

92区

82
深鉢 胴部片 石英・長石・金雲母を含む。良

好。外面赤褐色内面黒褐色。
幅広の平行沈線文。 勝坂

92区N-23

83
深鉢 口縁部片 石英・長石を含む。良好。暗褐

色。
口縁部中段に隆帯、施文は無い。 勝坂

92区O-25

84
深鉢 口縁部片 石英・長石を含む。良好。暗褐

色。
口縁部隆帯の下に竹管による刺突文。 勝坂

92区M-22

85
深鉢 胴部片 石英・小礫を多く含む。良好。

外面橙色内面黒褐色。
隆帯を縦長の楕円形に貼付して文様帯を区画
し、区画内は半裁竹管を用いた平行沈線文。

勝坂
92区O-25

86
深鉢 口縁部片 石英・長石を含む。良好。暗褐

色。
断面三角形の口縁部、口縁外面無文。 勝坂

92区M・N-23

87
深鉢 口縁部片 石英・長石・雲母を多量に含

む。良好。暗褐色。
断面三角形の口縁部、ＬＲの縦方向縄文。 勝坂

92区N-24

88
深鉢 口縁部片 石英・長石含む。良好。表面暗

褐色断面褐色。
平行沈線文と交互刺突文。 勝坂

89
深鉢 口縁部片 石英・長石を含む。良好。暗褐

色。
断面三角形の口縁部、ＲＬの縦方向縄文。 勝坂

92区

90

深鉢 口縁部1/2
胴部2/3
胴下半～底
部完形
器高24．4

石英・長石・小礫を含む砂粒を
多く含む。良好。橙色。

斜位環状突起とコイル状突起を連接した大型
突起を４単位付す。突起下端より、横位隆線
が派生し口縁部文様帯を画す。体部上位にも
斜位環状突起とコイル状突起を付し、各突起
間を反転する隆線でつなぐ。体部突起より隆
線が分岐懸垂する。体部下半は研磨し無文。
隆線間は内皮使用の平行沈線文を充填する。
口縁部内稜は突出する。

焼町
92区L-20

91
深鉢 把手片 石英・長石・小礫を含む砂粒を

多く含む。良好。暗褐色。
滑車状突起と弧状の内皮使用の平行沈線文。
波状口縁波頂部か？

焼町
92区M-22

92

深鉢 口縁部～胴
上部片

石英・長石・金雲母を含む。良
好。暗褐色。

横位双環状突起とコイル状突起を連接し､頂
部にくちばし状突起、突起下端には隆線によ
る円形区画文、区画文内は刺突文を充填する。
隆線には内皮使用の平行沈線文が添う。口唇
部内稜は突出する。

焼町
92区L-20

93

深鉢 口縁部～胴
上部片

石英・長石・金雲母を含む。良
好。暗褐色。

口縁部波状突起下に斜位双環状突起とコイル
状突起及び環状突起を付す。突起下端に隆線
による楕円状区画が配され、刺突文を充填す
る。隆線の側線に平行沈線文を施す。内稜は
突出する。

焼町

94
深鉢 口縁部片 長石・小礫をやや多く含む。良

好。暗褐色。
口唇部内稜は突出する。口唇部に1条の沈線
が添い、以下三叉文を施す。

焼町
92区L-20

95
深鉢 口縁部片 石英・長石をやや多く含む。

良好。暗褐色。
口唇部内稜はやや突出する。口縁部の小突起
下端より隆線が弧状に垂下し空白部を横位沈
線文が充填される。

焼町
92区O-25

96
深鉢 口縁部片 石英・長石・小礫を多量に含む。

良好。暗褐色。
口唇部内稜は突出する。口唇部より弧状隆線
が派生する。隆線には平行沈線文が添う。

焼町
92区L-23

97
深鉢 口縁部片 石英・長石を多量に含む。良好。

暗褐色。
口唇部に2条の沈線が添う。斜位沈線文と三
叉文が施される。

焼町
92区L-20
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98
深鉢 胴部片 小礫を含む細砂粒を多く含む。

良好。明赤褐色。
横位隆帯より弧状隆線が垂下する。隆帯には
一本書きの沈線が添う。区画内には縦位ＲＬ
を施文。

中期中葉
92区O-25

99
深鉢 胴部片 長石・小礫を多量に含む。普通。

暗褐色。
内皮使用の平行沈線による弧状区画、区画内
はＲＬの縄文、中位に三叉文。

中期中葉
92区M-21

100
深鉢 胴部片 石英・長石を多量に含む。良好。

暗褐色。
内皮使用の平行沈線文。ＲＬの斜位縄文を施
文。

中期中葉
92区L-23

101
深鉢 胴部片 石英・長石を含む砂粒を多量に

含む。良好。外面赤褐色内面黒
色。

隆帯による懸垂文､側線が2条の沈線、区画内
は縦位沈線、縄文は縦位ＲＬ。

中期中葉
92区L-21

102
深鉢 胴部片 石英・長石を多量に含む。良好。

暗赤褐色。
内皮使用の平行沈線文､縦の楕円区画か？区
画内は大柄な刺突文と縄文斜位のＲＬ。

中期中葉
92区M-21

103
深鉢 胴部片 石英・長石を多く含む。良好。

暗褐色。
弧状隆線の脇に内皮使用の平行沈線文。地文
の縄文が残る。

中期中葉
92区M-22

104
深鉢 胴部片 石英・長石を多く含む。良好。

暗褐色。
縦位隆帯上に刻み、隆帯の側面に内皮使用の
平行沈線文、地文の縄文は縦方向のＲＬ。

中期中葉
92区M-22

105
深鉢 胴部片 石英・長石を多く含む。良好。

外面赤褐色内面黒褐色。
円形区画文内部に刺突文、円形区画文と曲隆
帯に添って内皮使用の沈線文、隆帯の一部に
刺突文、沈線文の空白部に三叉文を施文する。

焼町
92区M-23

106
深鉢 胴部片 石英・長石を多く含む。良好。

赤褐色。
内皮使用の平行沈線文と縦位ＲＬの縄文を施
文する。

中期中葉
92区L-22

107
深鉢 胴部片 石英・長石を多く含む。良好。

赤褐色。
地文は斜位のＲＬ縄文を施文。縦方向に2条
の隆帯。

加曽利Ｅ2
92区N-23

108
深鉢 胴部片 石英・長石を多く含む。良好。

赤褐色。
地文は縦位のＲＬ縄文を施文。隆帯を懸垂す
る。

中期中葉
92区N-23

109
深鉢 胴部片 石英・長石・金雲母を多く含む。

良好。外面暗褐色内面黒色。
地文は縦位のＲＬ縄文を施文。縦方向に2本
の隆帯。隆帯の間は磨消、縄文の間に横位の
波状文。

加曽利Ｅ2
92区L-21

110
深鉢 胴部片 石英・長石・金雲母を含む砂粒

を多量に含む。普通。にぶい褐
色。

斜位隆線及び一本描きの沈線、区画中位に円
形刺突文と三叉文を施す。

新巻類型
92区L-21

111
深鉢 胴部片 砂粒を多く含む。良好。暗褐色。 渦巻き状に隆線を配置し、隆線に添って内皮

使用の沈線文を施文する。
焼町
92区L-22

112
深鉢 胴部片 小礫を含む細砂粒を多く含む。

良好。外面赤褐色内面黒色。
斜位隆線に太めの沈線文が添う。区画内は円
形刺突文と三叉文を刻む。

新巻類型
92区M-22

113
深鉢 胴部片 石英・長石・雲母・小礫を含む

砂粒を多量に含む。良好。赤褐
色。

弧状隆線に2条の沈線添う。区画内は沈線文
による円形意匠を配す。空白部は円形刺突文
と三叉文を施す。

新巻類型
92区L-20

114
深鉢 胴部片 石英・長石を含む。良好。外面

赤褐色内面黒褐色。
隆帯による楕円形区画内に5列の結節沈線文。
隆帯の脇に単列の沈線文。

焼町
92区N-21

115
深鉢 胴部片 石英・長石・雲母・小礫を含

む。良好。外面黒色内面暗褐色。
隆線による楕円形区画内を刺突文で充填され
る。隆線脇には単沈線を3条加える。隆線側
線は内皮使用の平行沈線文。

焼町
92区L-20

116
深鉢 胴部片 石英・長石・雲母・小礫を含む。

良好。外面褐色内面黒色。
横位隆線に沈線文が添う。空白部には交互刺
突による蛇行文を配する。

中期中葉
92区H-20

117
深鉢 胴部片 石英・長石・金雲母を含む砂粒

を多量に含む。良好。褐色。
弧状突起と隆線による円形区画か、区画中位
に円形刺突文を施す。隆線側線に沈線を添う。

新巻類型

118
深鉢 胴部片 石英・長石・金雲母を含む砂粒

を多量に含む。良好。褐色。
横位隆線と弧状隆線による三角区画文。隆線
には平行沈線文が添い、区画中位には乱雑な
三叉文を刻む。

新巻類型
92区M-23

119
深鉢 胴部片 石英・長石・金雲母を含む。良

好。黄褐色。
隆帯による楕円条区画、区画内は斜位単沈線
を充填する。

焼町
92区O-23

120
深鉢 胴部片 石英・長石を多量に含む。良好。

赤褐色。
2本の隆帯を垂下させ、その間を内皮使用の
平行沈線文で充填する。

焼町

121
深鉢 胴部片 石英・長石を多量に含む。良好。

外面赤褐色内面黒褐色。
2本の隆帯を垂下させ、その間を内皮使用の
平行沈線文で充填する。平行沈線の中段に交
互刺突文が施文されている。

焼町
92区N-24・O-25
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122
深鉢 胴部片 小礫を含む細砂粒を少量含む。

良好。橙色。
横位沈線以下縦位沈線3条による懸垂文構成、
空白部に斜位沈線文を充填する。

焼町
92区M-21

123
深鉢 胴下半部片 石英・長石を多量に含む。良好。

赤褐色。
隆帯を垂下させ、隆帯のまわりを内皮使用の
平行沈線文で施文する。胴部下半は研磨し無
紋。

焼町
92区N-25

124
深鉢 口縁部片 小礫を多く含む。良好。暗褐色。 隆帯に添って内皮使用の沈線文１本、沈線に

添ってキャタビラ文。器表面全面にわたり研
磨され光沢を持つ。

勝坂Ⅱ   
92区M-22・L-20

125
深鉢 口縁部突起

片
小礫を多く含む。良好。外面灰
褐色断面黄褐色。

中空条突起の一部である。円形の中空に添っ
て内皮使用の沈線が多く施文されている。

焼町
92区L-23

126

深鉢 口縁部片 小礫を多く含む。良好。外面灰
褐色断面黄褐色。

口唇部外側に内皮使用の平行沈線文、口縁部
は地文に横方向のＲＬを施文し、弧状と斜め
方向の沈線を施文する。
132と同一個体

勝坂Ⅲ
92区
L-20・M-23

127
深鉢 口縁部片 小礫を多く含む。良好。外面暗

褐色内面赤褐色。
外面の器表面荒い。縦位のＲＬを雑に施文。 中期中葉

92区M-23

128
深鉢 口縁部片 小礫を多く含む。良好。外面灰

褐色断面黄褐色。
外面の器表面荒い。縦位のＲＬを雑に施文。 中期中葉

92区N-22

129
深鉢 口縁部片 石英・長石粒を多量に含む。良

好。外面赤色内面黒褐色。
全面施文する。ＲＬ斜位。 勝坂Ⅲ

92区N-22

130
深鉢 胴部片 石英・長石粒を多量に含む。良

好。外面赤色内面黒褐色。
横位隆線を２条添付し、隆線による半楕円状
区画を配する。

勝坂Ⅱ
92区I-20

131
有孔鍔
付土器

口縁部片 石英・長石粒を多量に含む。良
好。黄褐色。

口縁部は内傾し直下に径５㎜程度の孔を穿つ。
孔周辺に浅い斜位沈線文を施す。

勝坂Ⅱ・Ⅲ
92区M-21・N-23

132

深鉢 口縁～胴部
上半1/2

砂粒を多く含む。良好。外面赤
褐色内面黒褐色。

口縁部の円環状突起は１単位か？胴部文様は
一体化し内皮使用の平行沈線文により縦位に
区画される。４単位か？区画内は平行沈線文
による意匠文が配される。地文縄文縦位ＲＬ．

勝坂Ⅲ　126と同一個体
92区N-22

133
深鉢 胴部片 石英・長石粒を多量に含む。良

好。黄褐色。
地文縄文縦位ＲＬ．内外器表面荒れている。 中期中葉

92区O-23

134
深鉢 胴部片 小礫を含む砂粒をやや多く含

む。良好。外面黄褐色内面黒色。
３条の垂下沈線文。 加曽利Ｅ2

135
深鉢 底部片 石英・長石含む。良好。外面赤

褐色内面黒色。
２条の垂下沈線による懸垂文構成、区画内を
横位・縦位波状沈線・クランク文を施す。地
文はＲＬ縦位施文。

中期中葉
92区O-25

136
深鉢 底部片 石英・長石含む。良好。外面黄

褐色内面黒色。
ＲＬ縦位施文。 中期中葉

92区M-22

137
深鉢 底部片 石英・長石含む。良好。外面赤

褐色内面黒色。
体部下半に横位沈線を施す。無文。 勝坂Ⅲ

92区M-23

138
浅鉢 胴下半～底

部
石英・長石粒を多量に含む。良
好。赤褐色。

無文、内外面研磨。 中期中葉
92区M-22

139

浅鉢 口縁部片 石英・長石・金雲母を含む砂粒
を多量に含む。良好。灰白色。

口縁に小突起を付す。口縁部文様帯は内皮使
用の平行沈線文で描出される。円形刺突文と
弧線文が突起下に配される。屈曲部には刻目
が施され、体部縄文は横位ＲＬ。

中期中葉　北陸系浅鉢
92区N-23

140
浅鉢 口縁部片 石英・長石・金雲母を含む砂粒

を多量に含む。良好。灰白色。
口唇部端部に深い沈線文を１条巡らす。 中期中葉　北陸系浅鉢

92区N-23

141
深鉢 胴部片 小礫を含む細砂粒をやや多く含

む。良好。橙色。
内皮使用の平行沈線による小三角形区画。区
画内は三叉文か？

中期前葉
92区K-22

142
深鉢 口縁部片 石英・長石を多く含む。良好。

灰白色。
口唇部に１条の沈線文をめぐらす｡体部に沈
線文。

称名寺
92区O-23

143
深鉢 口縁部片 石英・長石を多く含む。良好。

灰白色。
口唇部が肥厚する。沈線文により施文部と無
文部を区画する。区画内をＲＬの縄文を横位
と縦位で充填する。

称名寺
92区N-21

144
深鉢 胴部片 石英・長石を多く含む。良好。

灰白色。
沈線により施文、施文内は無文である。区画
内に縦位ＬＲが施文されている。

称名寺
92区L-23
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番号 器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・出土地・備考

145
深鉢 口縁部片 石英・長石を多く含む。良好。

灰白色。
口唇部内側が欠損している。沈線文により施
文部と無文部を区画する。区画内をＲＬの縄
文を横位と縦位で充填。

称名寺
92区M-21

146
深鉢 口縁部片 石英・長石を多く含む。良好。

表面灰白色断面黒色。
口唇部が肥厚する。沈線文により施文部と無
文部を区画する。区画内をＲＬの縄文を縦位
で充填する。

称名寺
92区L-21

147
深鉢 口縁部片 石英・長石を多く含む。良好。

灰白色。
口唇部が肥厚する。沈線文により施文部と無
文部を区画する。区画内をＲＬの縄文を縦位
で充填する。

称名寺
92区M-23

148
深鉢 口縁部片 石英・長石を多く含む。良好。

灰白色。
口唇部が肥厚しない。沈線文により施文部と
無文部を区画する。区画内をＲＬの縄文を縦
位で充填する。

称名寺

149
深鉢 口縁部片 石英・長石を多く含む。良好。

灰白色。
口唇部が肥厚する。沈線文により施文部と無
文部を区画する。区画内の施文は不明。

称名寺
92区M-21

150
鉢 頸部～胴部

片
長石・小礫を含む細砂粒をやや
多く含む。良好。灰褐色。

円形刺突文を施し、２～３条１組の沈線文で
不定形区画文を画する。区画内はＲＬの縄文
を充填する。

堀之内  
92区M-21・N-23

151
鉢 胴部片 小礫を含む砂粒を多く含む。良

好。外面黒褐色内面灰褐色。
沈線により弧状に区画され、区画内は細縄文
ＲＬを充填する。器壁の厚さ５㎜以下と薄い。
器表面内外面磨かれて密。

堀之内

152
鉢 胴部片 小礫を含む細砂粒を多く含む。

良好。灰褐色。
沈線により弧状に区画され、区画内は細縄文
ＲＬを充填する。

堀之内
92区N-24

153
鉢 胴部片 小礫を含む細砂粒を多く含む。

良好。外面黒褐色内面褐色。
細隆線と円形添付文及び沈線による重区画文
が配される。器面は研磨されている。
154と同一個体か？

堀之内 体部屈曲鉢  
92区 M-22・N-23

154
鉢 胴部片 小礫を含む細砂粒を多く含む。

良好。外面黒褐色内面褐色。
重区画文が配される。器面は研磨されている。
153と同一個体か？

堀之内　体部屈曲鉢

155
鉢 胴部片 小礫を含む細砂粒を多く含む。

良好。外面暗褐色内面褐色。
円形添付文と沈線による重区画文か、細縄文
ＲＬを施文。

堀之内
92区M・N-22

156
鉢 胴部片 小礫を含む細砂粒を多く含む。

良好。外面暗褐色内面褐色。
重区画文が配される。器面は研磨されている。堀之内  

92区M-22・N-23

157
深鉢 口縁部片 長石と小礫を含む砂粒を多量に

含む。良好。赤褐色。
無文、口縁部外帯の退化したような帯を持つ。
158と同一か？

晩期～弥生初頭か？
92区N-23

158
深鉢 胴部片 長石と小礫と砂粒を多量に含

む。良好。赤褐色。
無文、縦方向のへら削りあり。
157と同一か？

晩期～弥生初頭か？
92区M-22・N-23

159
深鉢 胴部片 長石と小礫を多量に含む。良好。

赤褐色。
上部に条痕による整形痕が残る。 他無文 時期不明

160
深鉢 胴部片 石英・小礫・赤色粒子を多く含

む。良好。橙色。
横と斜め方向の沈線で施文されている。 時期不明

92区P-18

161
深鉢 胴部片 石英・長石を多く含む。良好。

褐色。
縦方向の撫で、無文である。 縄文晩期か？

92区R-15

162
深鉢 胴部片 石英・長石を多く含む。良好。

褐色。
８本単位の縦方向細密条痕。 縄文晩期～弥生前期

163
鉢 胴部片 石英・長石を含む。良好。黒褐

色。
小口による細密条痕。 縄文晩期～弥生前期 

２区H-20

164
甕 口縁部 １㎜以下の砂粒を多く含む。良

好。明褐色。
頸部両端に沈線文を持つ。肩部に横方向のヘ
ラ削り。

９世紀中頃
２区

165 銭 破片 寛永通宝の破片と思われる。 江戸時代　92区

番号 器種 残存 長さ（㎜） 幅（㎜） 厚さ（㎜) 重量（g) 石材 備考
166 打製石鏃 脚の一部欠 −26 −12 4 0．6 黒曜石
167 打製石鏃 完形 25 15 5 1 黒曜石 92区
168 打製石鏃 脚の一部欠 23 −15 5 1．1 黒曜石 92区Ｎ-22
169 打製石鏃 完形 18 14 4 0．7 黒曜石 92区Ｋ-20
170 打製石鏃 完形 21 14 4 0．6 黒曜石 92区Ｍ-22
171 打製石鏃 完形 28 19 4 1．3 黒曜石 91区
172 打製石鏃 先端部欠 −15 14 4 0．6 黒曜石 92区
173 打製石鏃 完形 23 15 3 0．7 黒曜石 92区L-22
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番号 器種 残存 長さ（㎜） 幅（㎜） 厚さ（㎜) 重量（g) 石材 備考
174 打製石鏃 完形 17 14 2 0．4 黒曜石 92区
175 打製石鏃 完形 22 13 4 0．8 黒曜石 92区R-19
176 打製石鏃 先端部欠 16 11 4 0．7 黒曜石 92区
177 打製石鏃 未製品 26 15 6 1．4 黒曜石 92区M-22
178 打製石鏃 先端部欠 27 23 4 1．8 黒色安山岩 92区I-18
179 打製石鏃 完形 21 16 3 0．6 流紋岩 92区C-19
180 打製石鏃 完形 21 13 4 0．7 黒曜石 ２区M-22
181 打製石鏃 完形 13 16 2 0．4 安山岩 92区J-20
182 打製石鏃 先端部欠 −21 19 3 0．9 黒曜石 92区P-19
183 打製石鏃 脚の一部欠 20 −13 4 0．5 黒曜石 91区M-12
184 打製石鏃 完形 20 12 4 0．7 碧玉 91区M-12
185 打製石鏃 完形 24 15 4 0．8 黒曜石 92区P-19
186 打製石鏃 1/3欠 26 −10 5 1 黒曜石 92区L-21
187 石匙 完形 22 40 7 4．1 チャート 92区O-23
188 ドリル 完形 46 11 5 1．1 安山岩 92区P-19
189 ドリル 完形 42 27 11 12．8 珪質変質岩 92区O-24
190 打製石斧 完形 108 49 21 124．4 安山岩 92区N-22
191 削器 完形 49 50 12 39 頁岩 92区N-24
192 削器 完形 37 50 6 10．9 頁岩 92区A-19
193 削器 完形 54 50 12 35．8 頁岩 92区N-22
194 削器 完形 46 39 10 19．3 凝灰岩 92区M-21
195 石核 完形 38 38 21 29．3 頁岩 92区K-21
196 石刃 完形 25 7 3 0．5 チャート 92区J-21
197 削器 完形 51 53 10 34．3 頁岩 92区N-22
198 石核 完形 28 20 14 6．4 黒曜石
199 打製石鏃 未製品 28 34 8 8．4 珪質変質岩 92区O-24
200 打製石鏃 未製品 18 24 8 3．6 珪質変質岩
201 削器 完形 21 27 7 5．1 珪質変質岩
202 剥片 完形 55 38 8 17．6 珪質変質岩 92区L-22
203 削器 完形 53 80 11 54．5 黒色安山岩 92区N-25
204 剥片 完形 77 43 12 41 凝灰岩 92区J-21
205 削器 完形 58 65 16 65．2 黒色安山岩 92区N-23
206 礫器 完形 84 67 27 184．9 安山岩 92区M-21
207 削器 完形 40 49 13 36．3 凝灰岩 92区J-19
208 磨石 完形 128 48 27 226．1 石英閃緑岩 92区M-22
209 たたき石 完形 84 36 36 167．1 安山岩 92区J-20
210 スタンプ形石器 完形 84 68 40 285．2 石英閃緑岩 92区K-22
211 スタンプ形石器 完形 70 45 31 143．9 安山岩 92区J-21
212 スタンプ形石器 完形 94 54 28 240 安山岩 92区O-23
213 スタンプ形石器 完形 67 85 55 356．7 安山岩 92区L-20
214 たたき石 完形 110 64 28 348．5 安山岩 92区K-20
215 スタンプ形石器 完形 100 66 50 508．7 デイサイト 92区J-21
216 磨石 完形 119 101 71 77．2 粗粒輝石安山岩 92区J-21
217 磨石 完形 116 78 60 87．2 粗粒輝石安山岩 92区N-25
218 磨石 完形 105 94 49 674．6 粗粒輝石安山岩 92区M-22
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第６節  まとめ

１．遺跡内出土土器について

 縄文時代

　縄文時代の遺構として調査されたのは、92区が大

部分であった。中期中葉の焼町土器を出土した２号

住居と中期後半の唐草文系の土器を出土した１号住

居、また32号土坑からはほぼ完形の中期前半の阿玉

台式土器が出土している。他に19号土坑から焼町土

器と中期中葉の土器が、33号土坑から焼町土器が出

土している。92区では他にも多くの土坑が確認され

ており、おそらく中期中葉段階から後半を中心とす

る遺跡であったものと思われる。

　遺跡内全体から出土した土器全体量について調べ

てみると、出土個体数は少ないが前期から晩期まで

出土している。その個体数を表とグラフで示した。

　出土総数で見る限り、調査した狭い範囲ではある

が、この遺跡は中期中葉を中心とした遺跡であるこ

とを示している。中期中葉の焼町土器を出土する住

居は１軒のみであったが、１・２号住居北側にさら

に多くのこの時期の住居の存在を考えたい。

縄文晩期〜弥生時代

　縄文晩期～弥生時代の遺構は確認されていない。

92区から出土した土器５点を図示した、他に21個の

破片が出土している。

平安時代

　平安時代の遺構は39地区１・２区 で調査された

土坑がこの時代のものである。遺物を出土している

のは２区10・12号土坑であるが、陥穴を含めて平安

時代の土坑と思われる。図示した甕の口縁部３個以

外に61個の破片が出土している。全て９世紀中頃の

「コの字状口縁」甕の口縁部と胴部の破片であった。

中近世

　畠がこの時期の遺構である。出土遺物として「寛

永通寶」を図示した。他に17片の陶磁器が出土して

いるが、いずれも小破片であり、江戸時代以降のも

のである。

２．遺跡内出土石器について

　本遺跡からは、多種の石器が竪穴住居と土坑の遺

構や遺跡内での表採の形で数多く出土しているが、

器種分類の後に特定の石器について実測・写真撮影

を実施した。以下にその概要について記述する。

　抽出した石器の総点数は55点で、内訳は打製石鏃

は23点（製品20点、未製品３点）、石匙は横型の１

点、削器10点、石錐２点、打製石斧２点、スタンプ

形石器５点、たたき石２点、磨石４点、礫器１点、

石核２点、石刃１点、加工痕ある剥片２点である。

　まず、打製石鏃の細分については、従来の形を踏

襲する。それによれば、形態が判明している19点す

べてが凹基無茎に分類される。石材も黒曜石が17点

と多く、打製石鏃の約74％を占める。その次にこの

地域を産出地とする珪質変質岩が２点で約９％であ

る。この珪質変質岩は、三平Ⅰ遺跡と三平Ⅱ遺跡で

打製石鏃とその未製品の10％程度を占めており、長

野原一本松遺跡のこれまでの報告分でも、110点中

22点と約20％を占めている。横壁中村遺跡など他

の遺跡でも同様に高い割合を示しており、本遺跡で

の割合もほぼ同等と考えられる。また、この石材は

打製石鏃だけでなく、石匙、削器、石錐などの小型

の精製な石器に多く用いられており、遠距離の長野

県の和田峠周辺が産出地であり、貴重な黒曜石の補

完を図っている可能性が高い。

　また、提示した石器の中で打製石鏃の割合が約42

％とほぼ半分を占めており、周辺の遺跡でも同様の

傾向が認められることから、この地域では生業での

狩猟への依存度が高い可能性が考えられる。

　さらに、未製品も３点出土しているが、三平Ⅰ遺

跡や三平Ⅱ遺跡でも同様の傾向があり、遺跡内での

製作がなされていた可能性が高いと言えよう。

　この様な事例の比較の中から、この地域での縄文

時代早期から中期前半にかけての時期の石器組成と

石材組成を検討することで、様々な様相が垣間見え

るものと考えられる。今後は、さらに他の遺跡との

比較検討を継続し、この地域での生業の様子をより

具体的に把握することを目指していきたい。（麻生）
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第13表　遺跡内時期別出土土器集計表

早期
前期末
～中期
初頭

阿玉台 勝坂
焼町・
焼町平
行

中期中
葉

唐草文
系

加曽利
Ｅ

称名寺 堀之内
縄文晩
期～弥
生前期 

縄文　
時期不
明

９世紀 中近世 計

１号住居 0 2 0 0 0 0 9 1 0 0 0 3 0 0 15
２号住居 0 0 1 1 8 28 0 0 0 0 0 3 0 0 41
92区19号土坑 0 0 0 0 8 2 0 0 0 0 0 0 0 0 10
92区32号土坑 0 0 4 9 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 14
92区33号土坑 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
２区10号土坑 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3
２区12号土坑 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0 9
遺構外 5 17 27 388 763 7 0 1 22 20 23 1971 62 18 3324
計 5 19 32 398 780 37 9 2 22 20 23 1978 74 18 3417

掲載
早期

前期末
～中期
初頭

阿玉台 勝坂
焼町・
焼町平
行

中期中
葉

唐草文
系

加曽利
Ｅ 称名寺 堀之内

縄文晩
期～弥
生前期 

縄文　
時期不
明

９世紀 中近世 計

１号住居 2 3 1 6
２号住居 1 3 4 8
19号土坑 2 2 4
32号土坑 1 2 3
33号土坑 1 1
２区10号土坑 1 1
２区12号土坑 1 1
遺構外 5 17 15 63 83 7 1 8 8 5 2 1 1 216

未掲載
早期

前期末
～中期
初頭

阿玉台 勝坂
焼町・
焼町平
行

中期中
葉

唐草文
系

加曽利
Ｅ 称名寺 堀之内

縄文晩
期～弥
生前期 

縄文　
時期不
明

９世紀 中近世 計

１号住居 6 3 9
２号住居 1 5 24 3 33
19号土坑 6 6
32号土坑 3 7 1 11
33号土坑 0
２区10号土坑 2 2
２区12号土坑 8 8
遺構外 12 325 680 14 12 18 1969 61 17 3108

遺跡内縄文時代時期別出土土器（全体）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　山口　逸弘

東系の加曽利Ｅ式土器が共伴する例が普遍的であり、

幸神遺跡の「唐草文系土器」も破片ながら加曽利Ｅ

Ⅲ式を伴出している。極めて乏しい出土量ながら、

同時期の土器を多出する長野原一本松遺跡の様相と

対照的であり、中期後半段階における幸神遺跡の性

格を窺うべき資料である。

２．92区２号住出土土器　（第99図２住−８）

　１号住と同様に、平面形・床面の検出に手間取り、

結果的に残存状態の良くない住居跡検出となった。

床面のほぼ中央に埋甕炉を設ける。埋甕炉（２住−

８）は「焼町類型」が使用されており、体部下半及

び口縁部突起を欠損する。特に口縁部突起は意図的

な欠損が施されたものと捉えられよう。

　口縁部の５単位突起が特徴である。「焼町類型」は

４単位の構成が比較的知られるが、本例は対称性を

崩した突起配列となる。体部中位の橋状把手も５単

位突起に影響され、正位置ではなく変則的な配置と

なる。このような変則的な文様構成ながら、全体観

は整然とした印象が強く、「焼町類型」内部の文様構

成方法が保持されている個体である。半隆起状沈線

−半截竹管内皮使用の沈線は深く、側線と同時に充

填文要素となっている。空白部は三叉文が刻まれ、

円形区画内は刺突文が充填される、「焼町類型」特有

の文様が充てられる。また、口縁部内稜も突出する。

　時間的な位置は、明瞭な共伴資料に恵まれていな

いが、概ね「焼町類型」新段階（山口2004他）に相

当しよう。体部文様はおそらく一体であり、口縁部

から派生する懸架状の隆線懸垂文が主な文様構成で

あろう。側線沈線は半隆起状も重複施文され、空白

部も沈線充填による箇所が目立つ。川原田遺跡（堤

他1997）や道訓前遺跡（長谷川他2001）に見る、勝

坂３式に併行する一群に類例が見られよう。ただ、

空白部の半肉彫状の三叉文や、突起形状が全体的に

小型であり様相を踏まえると、古相も残存するよう

だ。また、５単位突起例も類例を踏まえて注意する

３．幸神遺跡における縄文中期土器　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　

　本遺跡は、上越国境に端を発する白砂川と吾妻川

の合流点から南側の吾妻川左岸に位置する。北側の

山地地形から連続して、本遺跡周辺で緩やかな南斜

面となり、東西及び南側は崖状の急斜面地形となり

台地を画する形状となる。周辺の遺跡としては、長

野原一本松遺跡の東側に接する位置関係にある。現

状も大字長野原地内になり、長野原一本松遺跡とは

小河川を隔てるとはいえ、同一地区の範疇で扱われ

てきた。調査着手前は山林と畑地ではあるが、人家

も無く、静謐な佇まいの中、地権者の方々が農作業

を営まれていた。

　発掘調査は平成９年度から着手され、３回にわた

って調査されている。西接する長野原一本松遺跡の

縄文時代中期～後期集落跡に比して、遺構密度は少

なく、継続的な拠点集落としては位置付けられない

遺構量である。しかしながら、幸神遺跡出土土器を

概観すると、長野原一本松遺跡では少量しか出土し

なかった中葉段階の阿玉台式土器や中葉末に見られ

る特徴的な「焼町類型」が見られ、後葉段階で集落

が定着する長野原一本松遺跡に比して、先行する様

相を示している。長野原地区における中期集落が安

定化する後葉段階へと移行する際の、前駆的な集落

跡と捉えられよう。

　ここでは、幸神遺跡より出土した中期土器を個別

に観察し、幾つかの問題点を抽出することによっ

て、まとめのかわりとしたい。

１．92区１号住出土土器について（第97図）

　調査区東端で調査区域外にかかって調査された住

居跡であるが、極めて残りが悪く、出土土器１個体

を復元図示するに留まる。出土土器は、加曽利ＥⅢ

式段階の深鉢で、隆線による懸垂文構成の間を縦位

矢羽根状沈線が埋める。越後地域に見る腕骨文が見

られるが、全体観は「唐草文系土器」に近く、信州

地域の影響下と判断できよう。長野原地区の中期後

半の集落跡では、このような「唐草文系土器」と関
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必要があろう。

　「焼町類型」が埋甕炉として使用された状況を考え

てみよう。県内では「焼町類型」を埋甕炉として検出

した遺跡は筆者の管見には触れておらず、おそらく

極めて稀な例として位置付けられよう。「焼町類型」

の出土量が豊富な長野県東信地域でも、川原田遺跡

等に近い例が若干見られるのみで、多くが住居跡床

面・埋土出土や土坑内出土である。埋甕炉として使

用された型式が地域の主体型式として一概には位置

付けられないが、少なくとも当時の生活必需品とし

て、「焼町類型」が幸神２号住で使用されていた状況

が判断できよう。また、炉址として使用される「焼

町類型」を考えると、装飾に溢れる個体ながら、埋

甕炉として利用する行為は、当時の土器装飾に対す

る、価値観の差が窺えよう。

３．遺構外出土土器

　さて、２号住出土土器は、共伴資料に恵まれては

いないが、遺構外出土遺物として掲載された、「焼

町類型」３個体（第117図90・92・93）は、２号住居

跡と同じグリッド出土であり、あるいは本住居跡に

帰属する可能性も想定された。調査時より、住居跡

の平面形範囲を検出しつつ、その帰属を模索した土

器群である。

　90は大小の双環状突起とコイル状突起４単位を口

縁部上に配した深鉢で、突起下端を弧状隆線で繋ぎ

口縁部文様を画す。体部文様帯も中位に付せられた

斜位双環状突起と横位弧状隆線で上下に分帯され、

下位は分岐懸垂文構成、上位は横位隆線充填構成と

なる。体部下半は強い横位撫で調整が及び、無文処

理されている。２号住炉体土器が体部一帯構成の文

様構成に比して、当資料は口縁部・体部２帯と３帯

に分帯された「焼町類型」である。しかしながら、

分帯されているとはいえ、全体印象は曲隆線と内皮

使用の沈線文で占められ、口縁部～体部の同一印象

を受ける文様を充てる。また、体部中位の突起と横

位弧状隆線の在り方は、「焼町類型」の一部に見られ

る体部上半の幅狭の文様帯と同様の効果が見られる。

このような「焼町類型」内部における文様構成方法

の多様性は、例えば川原田遺跡Ｊ-12号住出土土器

にみる「焼町類型」数個体にも認められ、同時期共

存の特徴ある土器群にも複数の文様構成方法が存在

することが観察されよう。本例は２号住炉体土器と

共伴関係ではないが、文様構成差を窺う良好な例で

あろう。

　92・93は同一個体の口縁部破片と思われるが、口

縁部大型突起下の円形区画と刺突文充填施文が２号

住炉体土器との共通性を窺わせる。

　90・92・93とも「焼町類型」新段階に相当し、２

号住炉体土器との時間的な差は少ない。しかしなが

ら、調査担当者として、調査時よりこれらの遺物を

住居跡帰属としてその可能性を探った経緯から、こ

れらは住居跡平面形から僅かにずれた箇所の出土で

あり、２号住出土土器として確定的な共伴例と判断

できなかった。やむなく共伴資料としては扱わず、

遺構外資料として掲載するに至った。

　その他のグリッド出土土器としては、第119図

132の深鉢と同図139の浅鉢が特徴的で注意した

い。

　132は小型の深鉢で、小型の円環状突起を口縁部

に付す。口縁部文様帯を持たず、体部一体構成と思

われる。半截竹管内皮使用の平行沈線による意匠文

が配されるが、意匠単位や全体の様相は不明である。

地文縄文で、沈線間に残存する。グリッド出土126

と同一個体と思われ、126の口縁部細片部分が２号住

と同じグリッド出土であることから、２号住炉体土

器や他のグリッド出土土器（90・92・93）との関連

も窺われるが、これも確定的ではなく可能性のみを

示唆しておきたい。時期も類例がなく判然としない

が、おそらく勝坂３式併行期と見做せよう。

　139の浅鉢は北陸系の浅鉢あるいは越後地域に見

る例である。破片資料ながら、口縁部文様帯は横位

沈線を主体とした施文で、おそらく口縁部の逆Ｕ字

状意匠は対称性を持った双状突起をなすものと考え

られる。また、僅かな破片ながら体部の横位ＬＲ縄

文が特徴的である。関東地方・信州地方の中期浅鉢

には体部施文する構成方法は無く、他地域からの搬
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入と考えたい。色調も淡褐色を呈し、他の土器群と

の強い色彩差を見る。県内の類例資料としては、道

訓前遺跡13号住、沼南遺跡319号坑、白井大宮Ⅱ遺

跡230号土坑が挙げられよう。本資料とは若干の時

期差が存在するであろうが、阿玉台Ⅱ式段階に併行

する資料群である。おそらく本資料も当該期に時期

を求めて良いだろう。

４．92区32号土坑出土土器

　最後に、92区32号土坑出土土器を考えてみよう。

ほぼ完形の阿玉台Ⅱ式土器である。共伴資料として

は、破片資料で勝坂１式の深鉢体部破片２点と碧玉

製の削器１点を見る。阿玉台式は横位に出土してお

り、墓壙に供された土器として、碧玉製削器ととも

にその用途を想起させるが、人骨や装身具の出土も

無く、32号土坑の性格を墓として位置付けるのは

躊躇する。ただし、阿玉台式は明らかに埋置された

状態とみることができ、幸神遺跡およびその周辺に

何等かの意図を持った「埋置者」が存在した証左と

なる。残念ながら、幸神遺跡および長野原一本松遺

跡においても、当該期の住居跡は確認されておら

ず、「埋置者」の背後は窺い知れないが、少なくと

も勝坂１式との共存が果たされていた土器環境を確

信できよう。さらに、本資料を観察すると、体部文

様帯の懸垂文構成を繋ぐ横位刻み目列及び結節沈線

文は、体部を多段化する効果を示しており、勝坂式

の文様構成との共通性も観察できよう。勝坂１式や

その他の異系統土器群との共存が果たされた土器環

境の中、本資料の埋置者が阿玉台式土器を選択した

行為に注意しておきたい。また、群馬県における阿

玉台式土器の優位性はⅠｂ式～Ⅱ式にかけて観測さ

れ、これまで、利根川本流域や鏑川流域にその現象

が報告されている。今回、吾妻川流域の幸神遺跡に

おいて、安定した阿玉台式土器が出土した状況を踏

まえ、阿玉台式土器の濃密な分布を想定することが

できよう。本遺跡より更に上流の嬬恋村今井東平遺

跡でも包含層（捨て場遺構）出土ながら、阿玉台Ⅰ

ｂ式やⅡ式が出土している（松島他2004）。長野県

域を画す峠を臨む当地域で、阿玉台式土器が安定化

する様相は、中期中葉段階では利根川流域の土器文

化が吾妻川上流域にまで波及した現象が把握できよ

う。

　以上のように、幸神遺跡における中期土器を個別

観察というやや偏在的な分析方法でまとめてみた。

　中期後半段階以降、集落が設営され賑わいを見せ

る長野原一本松遺跡に較べて、幸神遺跡は中期中葉

～後半段階に極めて静かな集落環境が営まれるよう

だ。大型集落の至近距離にある、前駆的な小規模集

落の在り方を幸神遺跡に見ることができよう。

　確かに、出土土器群としてのまとまりは欠くが、

各個体毎の特徴と問題点を抽出し、当地域の該期土

器様相を補強することができた。今後、資料の蓄積

を重ね、様々な分析を試みる際に一助となるべき資

料群として評価したい。
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第７節　幸神遺跡の自然科学分析
                            　　　

第１項　幸神遺跡の土層とテフラ                     

１．はじめに

　群馬県域の後期更新世以降に形成された地層中に

は、赤城山、浅間火山、榛名火山など関東地方とそ

の周辺に分布する火山のほか、九州地方の姶良カル

デラなど遠方の火山に由来するテフラ（火山砕屑

物，いわゆる火山灰）が多く認められる。テフラの

中には、噴出年代が明らかにされている示標テフラ

があり、これらとの関係を遺跡で求めることで、遺

構の構築年代や遺物包含層の堆積年代などを知るこ

とができるようになっている。

　そこで、年代の不明な土層が検出された幸神遺跡

でも、土層や年代に関する資料を求めるために、地

質調査を行って土層の層序について記載するととも

に、テフラ検出分析と屈折率測定を合わせて行って、

示標テフラの層位を求めることになった。調査分析

の対象となった地点は、92区北壁および92区中央

地点の２地点である。

２．土層の層序

（１）92区北壁（Ｃ区）

　この地点では、下位より細粒の黄色軽石混じり黒

褐色土（層厚27㎝以上，軽石の最大径３㎜）、細粒

の黄色軽石混じり色調の暗い暗褐色土（層厚12㎝，

軽石の最大径２㎜）、暗褐色土（層厚17㎝）、色調の

暗い暗褐色土（層厚８㎝）、白色軽石混じり暗褐色

土（層厚８㎝，軽石の最大径５㎜）、白色軽石を多

く含む褐色土（層厚26㎝，軽石の最大径14㎜）、褐

色作土（層厚14㎝）が認められる（図１）。発掘調

査では、これらの土層のうち、最下位の黒褐色土の

上面に凹凸が認められたことから、畠のサクの可能

性が考えられた。

（２）92区中央地点（Ｃ区）

　この地点では、細粒の黄色軽石混じり暗褐色土

（層厚20㎝以上，軽石の最大径３㎜）の上面に、暗褐

色土で埋まった凹地が認められた。これについて

も、畠のサクの可能性が考えられた。

　　　　　　　　　　　株式会社 古環境研究所

３．テフラ検出分析

（１）分析試料と分析方法

　テフラが認められた層準およびテフラの検出され

る可能性が考えられた土壌試料８試料について、テ

フラ検出分析を行い、含まれるテフラ粒子の特徴か

ら示標テフラの検出同定を試みることにした。分析

の手順は次の通りである。

１）試料15gを秤量。

２）超音波洗浄装置により泥分を除去。

３）80ﾟCで恒温乾燥。

４）実体顕微鏡下で、テフラ粒子の量や特徴を把握。

（２）分析結果

　テフラ検出分析の結果を表１に示す。試料番号19

には、比較的発泡の良い灰色軽石（最大径1．7㎜）

が比較的多く認められた。また、試料番号11には、

スポンジ状に良く発泡した灰白色軽石（最大径2．6

㎜）が比較的多く含まれている。そして、試料番号

７には、比較的良く発泡した暗褐色軽石（最大径

1．8㎜）が比較的多く認められた。さらに試料番号

１には、比較的良く発泡した白色軽石（最大径3．1

㎜）が多く認められた。これらのうち、産状から試

料番号１付近に降灰層準があると考えられる白色軽

石は、その特徴から、1783（天明３）年に浅間火山

から噴出した浅間Ａ軽石（As-A）に由来すると考え

られる。

４．屈折率測定

（１）測定試料と測定方法

　とくに起源が不明であった92区北壁の試料番号

15、11、７の３試料中に含まれるテフラについて、

屈折率測定を行い、示標テフラとの同定を試みた。

測定は位相差法（新井，1972）による。

（２）測定結果

　屈折率の測定結果を表１に示す。試料番号15には、

重鉱物として斜方輝石や単斜輝石が認められた。

含まれる火山ガラス（ｎ）と斜方輝石（γ）の屈折
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率は、各１．507-１．517と１．706-１．709である。この

テフラについては、その特徴から約5,400年前に浅間

火山から噴出した浅間六合軽石（As-Kn，早田，1990，

1996）に由来する可能性が考えられる。

　また、試料番号11には、重鉱物として斜方輝石や

単斜輝石が認められた。含まれる火山ガラス（n）

と斜方輝石（γ）の屈折率は、各1．517±と1．706-

1．709である。このテフラについては、その特徴から

４世紀中葉に浅間火山から噴出した浅間Ｃ軽石（As

-C，新井，1979，早田，1990）に由来すると考えら

れる。

　試料番号７にも、重鉱物として斜方輝石や単斜輝

石が認められた。含まれる斜方輝石（γ）の屈折率は、

1．707-1．710である。このテフラについては、その特

徴から、1108（天仁元）年に浅間火山から噴出した

浅間Ｂテフラ（As-B，新井，1979）または1128（大

治３）年に浅間火山から噴出した浅間粕川テフラ

（As-Kk，早田，1991，1996）に由来すると考えら

れる。

　したがって、仮に黒褐色土上面のサクが実際の畠

の基底を示しているとすれば、その年代はAs-C降灰

後で、少なくともAs-Kk降灰前と考えられる。

５．小結

  幸神遺跡において、地質調査、テフラ検出分析、

屈折率測定を行った。その結果、浅間六合軽石（As-

Kn，約5,400年前）、浅間Ｃ軽石（As-C，４世紀中

葉）、浅間Ｂテフラ（1108年）または浅間粕川テフ

ラ（As-Kk，1128年）に由来する軽石、浅間Ａ軽石

（As-A，1783年）を検出することができた。本地区

において検出された畠のサクの層位は、As-Cより上

位で、少なくともAs-Kkより下位にあると考えられ

た。

文献
新井房夫（1962）関東盆地北西部地域の第四紀編年．群馬大学紀要
　自然科学編，10，p．1-79．
新井房夫（1972）斜方輝石・角閃石の屈折率によるテフラの同定−
　テフロクロノロジーの基礎的研究．第四紀研究，11，p．254-269．
新井房夫（1979）関東地方北西部の縄文時代以降の示標テフラ層．
　考古学ジャーナル，no．53, p．41-52．

町田　洋・新井房夫（1992）火山灰アトラス．東京大学出版会，　
　276p．
早田　勉（1990）群馬県の自然と風土．群馬県史通史編，１，
　p．39-129．
早田　勉（1991）浅間火山の生い立ち．佐久考古通信，no．53，
　p．2-7．
早田　勉（1995）テフラからさぐる浅間山の活動史．御代田町誌，
　自然編，p．22-43．
早田　勉（1996）関東地方～東北地方南部の示標テフラの諸特徴−
　とくに御岳第１テフラより上位のテフラについて−．名古屋大学
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　である。
　　現在遺跡名が変更となっているので、編集者が本文中に使われ
　た遺跡名を変更して掲載した。
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表１　92区におけるテフラ検出分析結果

 地点 試料 軽石の量 軽石の色調 軽石の最大径

   北壁 1 ＋＋＋ 白 3.1
  3 ＋＋ 白 2.4
  5 ＋＋ 暗褐 1.7
  7 ＋＋ 暗褐 1.8
  9 ＋＋ 灰白 1.9
  11 ＋＋ 灰白 2.6
  13 ＋ 灰 1.8
  15 ＋ 灰 1.8

　＋＋＋＋：とくに多い，＋＋＋：多い，＋＋：中程度，

　＋：少ない，−：認められない．最大径の単位は，mm．

表２　屈折率測定結果

　 

　地点　　　試料　　重鉱物　　火山ガラス（n）　　斜方輝石（γ）

92区北壁 7 opx>cpx − 1.707-1.710

  11 opx>cpx 1.517± 1.706-1.709

  15 opx>cpx 1.507-1.517 1.706-1.709

opx：斜方輝石，cpx：単斜輝石．屈折率の測定は，位相差法（新井，

1972）による

図１　幸神遺跡92区北壁の土層柱状図　数字はテフラ分析の資料番号
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第２項　幸神遺跡における植物珪酸体分析

１．はじめに

　植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分で

ある珪酸（SiO２）が蓄積したものであり、植物が

枯れたあとも微化石（プラント・オパール）となっ

て土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析

は、この微化石を遺跡土壌などから検出する方法で

あり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定お

よび古植生・古環境の推定などに応用されている

（杉山，1987）。

２．試料

　分析試料は、92区北壁および92区中央地点から採

取された７点である。試料採取箇所を分析結果の柱

状図に示す。

３．分析法

　植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール

定量分析法（藤原，1976）をもとに、次の手順で行

った。

１）試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）

２）試料約１gに対して直径約40μmのガラスビー

ズを約0．02g添加

（電子分析天秤により0．1mgの精度で秤量）

３）電気炉灰化法（550℃・６時間）による脱有機

物処理

４）超音波水中照射（300W・42KHz・10分間）に

よる分散

５）沈底法による20μm以下の微粒子除去

６）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラー

ト作成

７）検鏡・計数。

　同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪

酸体をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行

った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になる

まで行った。これはほぼプレパラート１枚分の精査

に相当する。試料１gあたりのガラスビーズ個数に、

計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率を

かけて、試料１g中の植物珪酸体個数を求めた。

　また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮

比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体１個あた

りの植物体乾重、単位：10−５g）をかけて、単位

面積で層厚１㎝あたりの植物体生産量を算出した。

イネ（赤米）の換算係数は2．94、ヨシ属は6．31、ス

スキ属（ススキ）は1．24、ネザサ節は0．48、クマザ

サ属（チシマザサ節・チマキザサ節）は0．75であ

る。　

４．分析結果

　分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以

下のとおりである。これらの分類群について定量を

行い、その結果を表１および図１に示した。主要な

分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

　機動細胞由来：イネ、キビ族型、ヨシ属、ススキ

属型（ススキ属など）、ウシクサ族型、ウシクサ族

型（大型）、Ａタイプ（くさび型）、Ｂタイプ

　穎の表皮細胞由来：オオムギ族（ムギ類）

〔イネ科−タケ亜科〕

　機動細胞由来：ネザサ節型（おもにメダケ属ネザ

サ節）、クマザサ属型（チシマザサ節やチマキザサ

節など）、未分類等

〔イネ科−その他〕

　表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由

来）、未分類等

〔樹木〕

　はめ絵パズル状（ブナ科ブナ属など）、多角形板

状（ブナ科コナラ属など）

５．考察

（１）イネ科栽培植物の検討

　植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植

物が含まれるものには、イネをはじめオオムギ族（ム

ギ類が含まれる）、ヒエ属型（ヒエが含まれる）、

エノコログサ属型（アワが含まれる）、ジュズダマ

属（ハトムギが含まれる）、オヒシバ属型（シコク

ビエが含まれる）、モロコシ属型などがある。この

うち、本遺跡の試料からはイネとオオムギ族が検出

された。以下に各分類群ごとに栽培の可能性につい
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て考察する。

１）イネ

　イネは、As-Aの下層（試料１、２）から検出れ

た。密度はいずれも700個/gと低い値である。し

たがって、同層準の時期に調査地点もしくはその近

辺で稲作が行われていた可能性が考えられる。

２）オオムギ族

　オオムギ族（穎の表皮細胞）は、As-Aの下層（試

料１、２）から検出された。ここで検出されたのは、

ムギ類（コムギやオオムギなど）と見られる形態の

もの（杉山・石井，1989）である。密度は700～2，200

個/gと比較的低い値であるが、穎（籾殻）は栽培地

に残されることがまれであることから、少量が検出

された場合でもかなり過大に評価する必要がある。

したがって、同層準の時期に調査地点もしくはその

近辺で、ムギ類が栽培されていた可能性が考えられ

る。

３）その他

　イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるた

め、その他の分類群の中にも栽培種に由来するもの

が含まれている可能性が考えられる。キビ族型には

ヒエ属やエノコログサ属に近似したものが含まれて

おり、ウシクサ族型（大型）の中にはサトウキビ属

に近似したものが含まれている。これらの分類群の

給源植物の究明については今後の課題としたい。な

お、植物珪酸体分析で同定される分類群は主にイネ

科植物に限定されるため、根菜類などの畠作物は分

析の対象外となっている。

（２）植物珪酸体分析から推定される植生と環境

  上記以外の分類群では、全体的に棒状珪酸体やそ

の他（未分類）が多量に検出され、キビ族型、ヨシ

属、ススキ属型、ウシクサ族型、ネザサ節型、クマ

ザサ属型なども検出された。おもな分類群の推定生

産量（図の右側）によると、全体的にヨシ属が卓越

していることが分かる。

　以上の結果から、As-Cの下層からAs-Aの下層に

かけては、ヨシ属などが生育する湿地的な環境であ

ったと考えられ、周辺ではススキ属やチガヤ属、ク

マザサ属なども見られたものと推定される。

６．まとめ

　植物珪酸体分析の結果、浅間Ａ軽石（As-A，1783

年）の下層からはイネやオオムギ族（穎の表皮細胞）

が検出され、調査地点もしくはその近辺でイネやム

ギ類が栽培されていた可能性が認められた。なお、

浅間Ｃ軽石（As-C，４世紀中葉）より上位の畠状

遺構からは、イネ科栽培植物に由来する分類群は検

出されなかった。

　As-Cの下層からAs-Aの下層までの堆積当時は、

ヨシ属などが生育する湿地的な環境であったと考え

られ、周辺ではススキ属やチガヤ属、クマザサ属な

ども見られたものと推定される。

参考文献　
杉山真二（1987）遺跡調査におけるプラント・オパール分析の現状
　と問題点．植生史研究，第２号，p．27-37．
杉山真二・石井克己（1989）群馬県子持村、ＦＰ直下から検出され
　た灰化物の植物珪酸体（プラント・オパール）分析．日本第四紀
　学会要旨集，19，p．94-95．
藤原宏志（1976）プラント・オパール分析法の基礎的研究（１）−
　数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法−．考古学と自然
　科学，９，p．15-29．
　　　　　　　　　
※この報告は、1997年に行われた発掘調査に伴い行われた分析結果
　である。
　　現在遺跡名が変更となっているので、編集者が本文中に使われ
　た遺跡名を変更して掲載した。



191

第７節　幸神遺跡の自然科学分析



第４章　幸神遺跡

192

図
１

　
幸

神
遺

跡
92

区
北

壁
に

お
け

る
植

物
珪

酸
体

分
析

結
果



第７節　幸神遺跡の自然科学分析

193



194

第４章　幸神遺跡



195

報　告　書　抄　録
書 名 ふ り が な  やまねさんいせき

書　　　　　 名  山根Ⅲ遺跡

副　　 書　　 名  八ツ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻　　　　　 次  429

シ リ ー ズ 名  財団法人　群馬県埋蔵文化財調査事業団調査報告書

シ リ ー ズ 番 号  17

編　 著　 者　 名  瀧川仲男　藤巻幸男　飯森康広

編　 集　 機　 関  財団法人　群馬県埋蔵文化財調査事業団

発　 行　 機　 関  財団法人　群馬県埋蔵文化財調査事業団

発 行 年 月 日  20080315

作 成 法 人 Ｉ Ｄ  21005

郵　 便　 番　 号  377−8555

電　 話　 番　 号  0279−52−2511

住　　　　　 所  群馬県渋川市北橘町下箱田784−2

遺跡名ふりがな  やまねさんいせき

遺　　 跡　　 名  山根Ⅲ遺跡

所在地ふりがな  ぐんまけんあがつまぐんながのはらまちおおあざよこかべ

遺 跡 所 在 地  群馬県吾妻郡長野原町大字横壁

市 町 村 コ ー ド  10424

遺　 跡　 番　 号  0029

北緯（日本測地系）  363211

東経（日本測地系）  13840408

北緯（世界測地系）  363244

東緯（世界測地系）  1384030

調　 査　 期　 間  20010827−20010925  20060417−20060523

調　 査　 面　 積  1180

調　 査　 原　 因  八ツ場ダム建設工事 

種　　　　　 別  集落

主　 な　 時　 代  縄文

遺　 跡　 概　 要  集落−縄文−竪穴住居3＋土坑39−土器＋石器／その他−中近世−溝1＋陶磁器

特　 記　 事　 項  縄文時代中期後半期の集落。早期後半～後期の遺物出土。

概 要
　本遺跡は、吾妻川右岸の中位段丘上の緩やかな北向きの傾斜地に位置する。標高はおよそ590～600mの
間で、西側に深沢、北側に吾妻川が隣接する。縄文時代中期後半加曽利E３式期の竪穴住居３軒の他に、
土坑39基、平石を採取したと思われる採石遺構１基、中世以降の溝が１条検出された。



196

報　告　書　抄　録
書 名 ふ り が な  うえはらよんいせき

書　　　　　 名  上原Ⅳ遺跡

副　　 書　　 名  八ツ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻　　　　　 次  429

シ リ ー ズ 名  財団法人　群馬県埋蔵文化財調査事業団調査報告書

シ リ ー ズ 番 号  17

編　 著　 者　 名  飯森康広　篠原正洋

編　 集　 機　 関  財団法人　群馬県埋蔵文化財調査事業団

発　 行　 機　 関  財団法人　群馬県埋蔵文化財調査事業団

発 行 年 月 日  20080315

作 成 法 人 Ｉ Ｄ  21005

郵　 便　 番　 号  377−8555

電　 話　 番　 号  0279−52−2511

住　　　　　 所  群馬県渋川市北橘町下箱田784−２

遺跡名ふりがな  うえはらよんいせき

遺　　 跡　　 名  上原Ⅳ遺跡

所在地ふりがな  ぐんまけんあがつまぐんながのはらまちおおあざはやし

遺 跡 所 在 地  群馬県吾妻郡長野原町大字林

市 町 村 コ ー ド  10424

遺　 跡　 番　 号  0044

北緯（日本測地系）  363233

東経（日本測地系）  1384042

北緯（世界測地系）  363245

東緯（世界測地系）  1384030

調　 査　 期　 間  20030801−20030915

調　 査　 面　 積  890

調　 査　 原　 因  八ツ場ダム建設工事 

種　　　　　 別  集落／ 散布地

主　 な　 時　 代  縄文／弥生／平安／中世／近世

遺 跡 概 要
集落−縄文−竪穴住居４＋土坑６＋焼土２＋列石遺構１＋配石遺構２＋集石遺構１−土器＋石器／散布
地−弥生−土器／散布地−古墳−土師器／散布地−平安−土師器＋須恵器／その他−中近世−溝５−陶
磁器＋木器

特　 記　 事　 項  縄文時代後期の敷石住居

概 要

　本遺跡は吾妻川左岸、林集落が営まれる扇状地地形の西側扇端部に位置し、西側谷地を押手沢
川が流れる。主な時代は縄文時代後期であり、竪穴住居跡４軒が重複し、更に重なって列石遺構
１基・配石遺構２基や土坑６基が検出された。１号住居跡周辺では、縄文晩期から弥生時代の遺
物がやや多く出土した。台地縁では、近世の溝５条、更に下層で旧河道跡を検出した。旧河道跡
は出土遺物から中世以降に埋没したと考えられる。近世の溝からは、木器が多く出土している。
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報　告　書　抄　録
書 名 ふ り が な  さいのかみいせき

書　　　　　 名  幸神遺跡

副　　 書　　 名  八ツ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻　　　　　 次  429

シ リ ー ズ 名  財団法人　群馬県埋蔵文化財調査事業団調査報告書

シ リ ー ズ 番 号  17

編　 著　 者　 名  中沢　悟　麻生敏隆　山口逸弘　諸田康成

編　 集　 機　 関  財団法人　群馬県埋蔵文化財調査事業団

発　 行　 機　 関  財団法人　群馬県埋蔵文化財調査事業団

発 行 年 月 日  20080315

作 成 法 人 Ｉ Ｄ  21005

郵　 便　 番　 号  377-8555

電　 話　 番　 号  0279-52-2511

住　　　　　 所  群馬県渋川市北橘町下箱田784-２

遺跡名ふりがな  さいのかみいせき

遺　　 跡　　 名  幸神遺跡

所在地ふりがな  ぐんまけんあがつまぐんながのはらまちおおあざながのはら

遺 跡 所 在 地  群馬県吾妻郡長野原町大字長野原

市 町 村 コ ー ド  10424

遺　 跡　 番　 号  0062

北緯（日本測地系）  363238

東経（日本測地系）  1383932

北緯（世界測地系）  363249

東緯（世界測地系）  1383920

調　 査　 期　 間  19960401-19970331/19970701-19971219/20021218-20021220/20051114-20060328

調　 査　 面　 積  10097

調　 査　 原　 因  八ツ場ダム建設工事 

種　　　　　 別  集落／生産地／散布地

主　 な　 時　 代  縄文／弥生／平安／近世

遺　 跡　 概　 要  集落−縄文−竪穴住居２＋土坑32−土器＋石器／生産地−近世−畠／散布地−縄文−土器＋石
 器／散布地−弥生−土器／散布地−平安−土師器／その他−土坑15−平安−土師器 

特　 記　 事　 項  縄文時代中期の埋甕炉を持つ竪穴住居

概 要

　本遺跡は上越国境に端を発する白砂川と吾妻川の合流点から東側の吾妻川左岸に位置する。北側の山地地
形から連続して、本遺跡周辺で緩やかな南斜面となり、東西及び南側は崖状の急斜面地形となり大地を画す
る形状となる。周辺の遺跡としては、長野原一本松遺跡が西に近接している。 調査区の遺構の主な時代は
縄文時代中期の竪穴住居跡２軒と土坑32基及び平安時代の土坑15基である。２号住居跡では埋甕炉として「焼
町類型」が使用されている。32号土坑内からほぼ完形の阿玉台Ⅱ式の土器が出土している。西に接する中期
後半段階を主とする大規模集落遺跡である長野原一本松遺跡の前駆的な小規模集落である。





写 真 図 版





１．23・24区遠景（南西から）

２．平成18年度調査区全景（北西から）

ＰＬ1山根Ⅲ遺跡



１．平成13年度調査第1面全景（北東から）

２．24区Ｊ−２グリッド礫出土状況（東から）

ＰＬ2 山根Ⅲ遺跡



１．24区2号住居跡全景（東から）

２．同掘り方全景（炉・埋ガメ除く）（北から）

ＰＬ3山根Ⅲ遺跡



１．24区２号住居跡炉検出状況（西から） ２．同炉セクション（南から）

３．同炉全景（西から） ４．同炉全景（南から）

５．同埋ガメ確認及び礫出土状況（北から） ６．同埋ガメ出土状況セクション（北から）

７．同埋ガメ全景（北から） ８．同埋ガメ掘り方全景（北から）

ＰＬ4 山根Ⅲ遺跡



１．24区３号住居跡使用面全景（南から）

２．同セクション（南から） ３．同掘り方全景（南西から）

４．同遺物出土状況近景（南から） ５．同遺物出土状況近景（西から）

ＰＬ5山根Ⅲ遺跡



１．４号住居跡遺物出土状況（東から）

２．同使用面全景（南東から）

ＰＬ6 山根Ⅲ遺跡



１．24区４号住居跡掘り方全景（東から） ２．同遺物出土状況（東から）

３．同石囲炉全景（西から） ４．石囲炉掘り方東西セクション（南から）

５．同石囲炉掘り方全景（西から） ６．同石囲炉掘り方全景（西から）

７．同石組全景（西から） ８．同P5全景（東から）

ＰＬ７山根Ⅲ遺跡



１．23区２号土坑セクション（南東から） ２．同３号土坑全景（東から）

３．同４・５号土坑全景（北東から） ４．同６号土坑セクション（北から）

５．同７号土坑セクション（南から） ６．同８号土坑セクション（南から）

７．同９号土坑全景（北から） ８．同６・８・10・11号土坑全景（南東から）

ＰＬ８ 山根Ⅲ遺跡



１．23区12号土坑全景（東から） ２．同14号土坑セクション（北東から）

３．24区17号土坑セクション（東から） ４．同18号土坑全景（西から）

５．同19号土坑全景（西から） ６．同20号土坑全景（南から）

７．同21号土坑全景（東から） ８．同22号土坑セクション（西から）

ＰＬ９山根Ⅲ遺跡



１．24区23号土坑セクション（北から） ２．同24号土坑セクション（西から）

３．同25号土坑セクション（北から） ４．同26号土坑全景（北から）

５．同27号土坑セクション（西から） ６．同28号土坑全景（東から）

７．同29号土坑全景（東から） ８．同30号土坑全景（東から）

ＰＬ10 山根Ⅲ遺跡



１．24区31号土坑セクション（北から） ２．同32号土坑全景（西から）

３．同33号土坑セクション（南から） ４．同34号土坑全景（南西から）

５．同35号土坑全景（北東から） ６．同36号土坑全景（北東から）

７．同37土坑セクション（北から） ８．同38・39号土坑全景（西から）

ＰＬ11山根Ⅲ遺跡



１．24区40号土坑セクション（南から） ２．同37・40・41号土坑セクション（北東から）

３．同42号土坑全景（東から） ４．同43号土坑セクション（南から）

５．同43号土坑全景（南から） ６．同44号土坑全景（南から）

７．同45号土坑全景（東から） ８．同１号溝全景（北から）

ＰＬ12 山根Ⅲ遺跡



１．24区3号採石遺構セクション（南から） ２．同その1（東から）

３．同その1（南から） ４．同その2（南から）

５．同その3（南から） ６．同その4（北から）

７．同割れ口近接（東から） ８．同取り上げ状況（東から）

ＰＬ13山根Ⅲ遺跡



２住−１

２住−２

２住−３

２住−４

２住−５

２住−６

２住−７

２住−８ ２住−９

２住−10

２住−11

２住−12

２住−13

24区２号住居（1）

ＰＬ14 山根Ⅲ遺跡



２住−14
２住−15

２住−16
２住−17

２住−18

２住−19

２住−20

２住−21

２住−22

２住−23

２住−24

２住−25

２住−26２住−27

２住−28
２住−29

24区２号住居（2）

ＰＬ15山根Ⅲ遺跡



24区３号住居（1）

３住−１ ３住−２

３住−３

３住−４

３住−５

３住−６

３住−７

３住−８
３住−９

３住−10

３住−11

３住−12 ３住−13

３住−14
３住−15

３住−16
３住−17

ＰＬ16 山根Ⅲ遺跡



３住−20

３住−21

３住−22

３住−23

３住−24

３住−25 ３住−26 ３住−27

24区３号住居（2）

３住−18

３住−19

ＰＬ17山根Ⅲ遺跡



24区４号住居（1）

４住−１

４住−２
４住−３

４住−４
４住−５

４住−６

４住−７

４住−８ ４住−９
４住−10

４住−11

４住−12 ４住−13 ４住−14

４住−15
４住−16

４住−17

４住−18

４住−19

４住−20

４住−21

４住−22

４住−23 ４住−24
４住−25

ＰＬ18 山根Ⅲ遺跡



４住−26

４住−27

４住−28

４住−29

４住−30

４住−31
４住−32

４住−33

４住−34

４住−35 ４住−36

24区４号住居（2）

ＰＬ19山根Ⅲ遺跡



６土－１

17土－１

６土－２

22土－１

６土－３

22土－２
31土－１

36土－１
36土－２

42土－１

３採石－１

1

88 89
83

5
4 13

10 17 84

85
86 87

21 34 35

36
37 38 39 40

23・24区土坑・遺構外出土遺物（1）

ＰＬ20 山根Ⅲ遺跡



41

42 43

44

45
46

47
48

49

50

51

52

53
54

55

56

57 58
59

60
61 62

遺構外出土遺物（2）

ＰＬ21山根Ⅲ遺跡



遺構外出土遺物（3）

70

79

63 64

65

66

67

68

69

71

72

73
74

75

76 77

78 80

81 82

ＰＬ22 山根Ⅲ遺跡



１．遺跡周辺風景（南から王城山方面）

２．遺跡遠望（吾妻川対岸丸岩周辺より）

ＰＬ23上原Ⅳ遺跡



１．上調査区全景 ２．中調査区全景

３．上調査区近景

ＰＬ24 上原Ⅳ遺跡



１．１号住居跡全景

２．同遺物出土状態 ３．同土層断面

４．同掘り方全景 ５．同掘り方土層断面

ＰＬ25上原Ⅳ遺跡



１．１号住居跡焼土確認状況 ２．同柄部石出土状態

３．同内土坑全景 ４．同内土坑土層断面

５．同石囲全景 ６．同石囲掘り方全景

７．同Ｐ１全景 ８．同Ｐ３全景

ＰＬ26 上原Ⅳ遺跡



１．２号住居跡全景

２．同掘り方全景 ３．同敷石部分近景

４．同遺物出土状態 ５．同柄部石出土状態

ＰＬ27上原Ⅳ遺跡



１．２号住居跡Ｐ11全景 ２．同Ｐ９全景

３．３号住居跡全景 ５．同遺物出土状態

４．同全景 ６．同遺物出土状態

８．同掘り方土層断面 ７．同遺物出土状態

ＰＬ28 上原Ⅳ遺跡



１．３号住居跡炉全景 ３．同Ｐ15全景

２．同炉土層断面 ４．同Ｐ15土層断面

５．同Ｐ６全景 ７．同Ｐ16全景

６．同Ｐ６石棒出土状態 ８．同Ｐ16ミニチュア土器出土状態

ＰＬ29上原Ⅳ遺跡



１．４号住居跡全景

２．同遺物出土状態 ３．同遺物出土状態

４．同遺物出土状態 ５．同Ｐ１土層断面

ＰＬ30 上原Ⅳ遺跡



１．１号土坑全景 ３．２号土坑全景

２．１号土坑土層断面 ４．３号土坑全景

６．４号土坑全景 ５．３号土坑土層断面

７．４号土坑土層断面 ８．６号土坑全景

ＰＬ31上原Ⅳ遺跡



１．６号土坑土層断面 ２．７号土坑全景

４．１号列石確認状況 ３．７号土坑土層断面

５．１号列石全景

ＰＬ32 上原Ⅳ遺跡



１．１号列石全景

２．同北側部分遺物出土状態 ３．同注口土器出土状態

４．同下層断面 ５．同掘り方全景

ＰＬ33上原Ⅳ遺跡



５．１・２号配石遺構全景

１．１号列石掘り方全景 ２．１号ピット土層断面

３．２号ピット土層断面 ４．10号ピット土層断面

ＰＬ34 上原Ⅳ遺跡



５．２号配石遺構全景

１．１号配石遺構全景 ２．同遺物出土状態

３．同埋設土器出土状態 ４．同埋設土器土層断面

ＰＬ35上原Ⅳ遺跡



１．２号配石遺構遺物出土状態 ２．２号配石遺構土層断面

３．１号集石遺構全景 ４．１号集石遺構土層断面

５．２号焼土遺構確認状況 ６．２号焼土遺構断ち割り断面

７．２号焼土遺構掘り方全景 ８．３号焼土遺構全景

ＰＬ36 上原Ⅳ遺跡



３．２〜４号溝全景

１．３号焼土遺構断ち割り断面 ２．１号溝全景

４．２〜４号溝全景 ５．２号溝全景

ＰＬ37上原Ⅳ遺跡



３．４・５号溝全景

１．２号溝土層断面 ２．３号溝遺物出土状態

４．４・５号溝全景 ５．４号溝土層断面

ＰＬ38 上原Ⅳ遺跡



２．４号溝キセル出土状態１．４・５号溝土層断面

３．４号溝桶底板出土状態 ４．５号溝全景

５．同石出土状態 ６．同下駄出土状態

７．同下駄出土状態 ８．同木材片出土状態

ＰＬ39上原Ⅳ遺跡



３．同全景

１．２号溝上層石投棄状況 ２．１・２号旧河道跡全景

４．同西壁土層断面 ５．同西壁土層断面

ＰＬ40 上原Ⅳ遺跡



ＰＬ41上原Ⅳ遺跡

１．２号旧河道跡石鉢出土状態 ２．同石鉢出土状態

３．１号竪穴状遺構全景

４．同Ｐ１号全景 ５．同Ｐ１土層断面



ＰＬ42 上原Ⅳ遺跡

１．１号竪穴状遺構Ｐ２全景 ２．同土層断面

３．12号ピット土層断面 ４．13号ピット全景

５．14号ピット全景 ６．15号ピット全景

７．１号焼土遺構確認状況 ８．同断ち割り断面



ＰＬ43上原Ⅳ遺跡

１．１号焼土遺構掘り方全景 ２．Ｉ・Ｊ−10〜12グリッド遺物出土状態

３．Ｋ−９・10グリッド遺物出土状態 ４．Ｉ−11グリッド下駄出土状態

５．２号トレンチ調査状況 ６．１号トレンチ調査状況

７．上調査区調査前の風景 ８．中調査区盛土下状況



ＰＬ44 上原Ⅳ遺跡

１．下調査区調査前の風景 ２．下調査区調査前撤去物置礎石状態

３．３号トレンチ調査状況 ４．下調査区西脇墓地

５．薬師堂 ６．薬師堂裏の中世宝塔

７．伝朝林寺跡供養地蔵 ８．同由来説明板



ＰＬ45上原Ⅳ遺跡
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ＰＬ46 上原Ⅳ遺跡
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ＰＬ47上原Ⅳ遺跡
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ＰＬ48 上原Ⅳ遺跡
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ＰＬ49上原Ⅳ遺跡
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ＰＬ50 上原Ⅳ遺跡
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ＰＬ51上原Ⅳ遺跡
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ＰＬ52 上原Ⅳ遺跡
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ＰＬ53上原Ⅳ遺跡
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ＰＬ54 上原Ⅳ遺跡
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ＰＬ55幸神遺跡

１．調査区全景（29地区91区）（西から）

２．調査区全景（39地区１・２区)（西から）



ＰＬ56 幸神遺跡

１．調査区全景（39地区１・２区）（北から）

２．調査区全景（39地区１・２区）（北東から）



ＰＬ57幸神遺跡

５．同西側畠跡全景（北西から）

１．92区西側（南東から） ２．同中央部分（北西から）

３．同東側（北西から） ４．同東側（南東から）



ＰＬ58 幸神遺跡

１．92区東側畠跡全景（南東から）

２．同西側畠跡全景（北西から）



ＰＬ59幸神遺跡

１．92区１号住居跡全景（南から）

２．同遺物出土状況（南西から） ３．同遺物出土状況（南東から）

４．同石囲炉セクション（西から） ５．同石囲炉（南から）



ＰＬ60 幸神遺跡

２．同埋設炉（西から） ３．同埋設炉

４．同埋設炉断面（西から） ５．同埋設炉断面（南西から）

１．92区２号住居跡全景（南から）



ＰＬ61幸神遺跡

１．92区土坑群（東から）

２．92区土坑群（西から）



ＰＬ62 幸神遺跡

１．91区１号土坑（南東から） ２．同（北から）

３．同２号土坑（北から） ４．同３号土坑（北から）

５．同４号土坑（南から） ６．同５・11号土坑（西から）

７．同６号土坑（西から） ８．同７号土坑（北から）



ＰＬ63幸神遺跡

１．92区８号土坑（西から） ２．同９・10号土坑（西から）

３．同12号土坑（西から） ４．同13・14号土坑（西から）

５．同15号土坑（東から） ６．同16号土坑（東から）

７．同18号土坑（東から） ８．同19・20号土坑（東から）



ＰＬ64 幸神遺跡

１．92区21号土坑（西から） ２．同22号土坑（東から）

３．同23号土坑（東から） ４．同24号土坑（東から）

５．同25・26号土坑（北から） ６．同27・28号土坑（南から）

７．同29・30号土坑（西から） ８．同32号土坑（西から）



ＰＬ65幸神遺跡

１．92区32号土坑（南から） ２．同（東から）

３．同33号土坑（南から） ４．１区１号土坑（西から）

５．同２号土坑（西から） ６．２区１号土坑（北から）

７．同２号土坑（北から） ８．同セクション（南から）



ＰＬ66 幸神遺跡

１．２区３号土坑（北から） ２．同４号土坑（南東から）

３．同５号土坑（南東から） ４．同６号土坑（北から

５．同７号土坑（北から） ６．同８号土坑（西から）

７．同９号土坑（南から） ８．同10号土坑（北から）



ＰＬ67幸神遺跡

１．２区12号土坑（南から） ２．同13号土坑（南から）

３．同14号土坑（東から）

５．92区L−20グリッド遺物出土状況 ６．同M−23グリッド遺物出土状況（南から）

７．同N−23グリッド遺物出土状況（西から） ８．同19年２月19日現在の幸神（北から）

４．同17号土坑（南から）



ＰＬ68 幸神遺跡
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ＰＬ69幸神遺跡
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ＰＬ70 幸神遺跡
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ＰＬ71幸神遺跡
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ＰＬ72 幸神遺跡
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ＰＬ73幸神遺跡
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ＰＬ74 幸神遺跡
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ＰＬ75幸神遺跡
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ＰＬ76 幸神遺跡
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ＰＬ77幸神遺跡
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ＰＬ78 幸神遺跡

190 191

192

193

194

195

207

196

187

197

188

198

189

199

200

201

202

203

204

205 206

遺構外出土遺物（９）



ＰＬ79幸神遺跡
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